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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「──好きなの」

　鈴の鳴るような声が、ほこりっぽい部室に響いた。

「矢や野のくんが好きなの──」

　梅雨に入ったにもかかわらず、日差しが眩まばゆい放課後。

　狭い部室には、僕と彼女の二人だけで。

　僕は昨日買ったばかりの小説を読んでいるところだった。

　あんまり夢中になっていたものだから、言葉の意味をうまく咀そ嚼しやくできない。

　声の主の方に視線をやる。

　彼女は──水みな瀬せ秋あき玻はは、窓まど際ぎわの席で居眠りするみたいに上半身を机に投げ出し。

　組んだ腕に頰を載せ、物もの憂うげにこちらを見ていた。

　短めの黒髪と、淡く染まった頰。

　瞳には、渦巻銀河が遠い暗闇に沈んでいる。

　夏服の恥ずかしいほどの白さと、袖から伸びる二の腕のなめらかさがまぶしくて、僕は思わず目を細めた。




　──好きなの。




　ふいに、言葉の意味が鈍った脳に浸透した。

　それはつまり、僕に対する恋愛感情を意味していて。

　僕が待っていた言葉で。

　一ヶ月前の、僕の告白に対する返事で──、

「──本当は、気持ちの整理、まだついてないけど」

　彼女はこぼすように続ける。

「誰かをこんな風に思うのは……初めてのことだし、付き合ってどうしたいとか、本当にそうするのがいいのかとか……。そういうの、ちゃんと考えたかった」

　秋あき玻はは自分の肘を摑つかんだ手にぎゅっと力を込め、

「でも……もう我慢できない。このままでいるの、苦しくて……ちゃんと、捕まえておきたくて……」

　言うと、彼女は身を起こし、背筋を伸ばして僕の方を向く。

　したたりそうに潤んだ瞳と、熱に染まった頰と、震える唇。

　そして──、




「……だから、わたしと、付き合ってください」




　はっきりした声で──彼女は僕にそう言った。

　──どこかで、そういうのは「おとぎ話」だと思っていた。

　好きな人から好かれる。

　恋人同士の関係になる。

　そういうのはあくまで物語の中の出来事で、僕自身にそれが起きるなんて、これっぽっちも思っていなかった。

　だから、それが現実になってしまった僕は、

「……う、うん……うん！」

　声が震え、背中から汗が噴き出し、我ながらみっともないほど取り乱してしまっていた。

「あ、あの……そう言ってもらえて、その……う、うれしいよ！　こ、こちら、こそ……よろしく、お願いします……！」

　回らない舌に、自分で笑いそうになってしまう。

　声はツートーンもスリートーンもうわずり、数単語ごとに裏返り放題だ。

　ただ──取り乱しているのは僕だけではなかったらしい。

「うん……よろしくね。……あぁぁぁ……」

　そんな声を漏らすと、秋あき玻ははもう一度机に突っ伏した。

「え、あ、あの……どうしたんだよ……？　具合悪いのか？」

「ち、違う！　そうじゃないの！」

　腕の中に顔を埋めたまま、秋あき玻はは首を振った。

「い、今あんまり、こっち見ないで……。多分、変な顔してるから……」

「……変な顔？」

「な、なんか……あー、もう……すごく、頭一杯で……多分わたし今、変な顔してる……」

　──なんだかそのセリフに安心してしまって。

　緊張しているのは自分だけではないのだとわかって、

「……あははは」

「……なんで笑うの？」

「いや、なんか、おかしくて……」

「……顔が？」

「そんなわけないだろ」

　恨めしそうにこちらを見上げる秋あき玻はは、ちょっと参ってしまいそうなほどにかわいい。

　この子が今、自分の「彼女」になったのだという事実に、暴力じみた甘みが脳内を浸してく。

「……本当に？」

　そう言って、顔を上げる秋あき玻は。

「本当にわたし今、まともな表情できてる？」

　ためらいがちに僕を見るその目に──僕はついさっきまで読んでいた小説。

　ポール・オースター、『ムーン・パレス』の一節を思い出した。




　──空のなかのある一点を基準として定めなければ、地上における自分の位置を正確に決めることはできない。

　──月や星との関係においてのみ、人は地上でのみずからの位置を知ることができる。




「本当だって……」

「なら、いいんだけど」

　ひとりごとみたいに言って、秋あき玻はは顔を前に戻した。

　そして、なにかに迷うみたいに唇を動かしたあと、

「……なにか、欲しい」

「なにか？」

「その……わたしと、矢や野のくんが……恋人同士になったって、実感できる物……欲しい」

「……ああ」

　言われてみて、そういうのもいいかもしれないと思う。

　これまで一ヶ月間友人で、一ヶ月間告白の返事待ち、という状態で。

　そこから先に進んだのだとお互い実感するため、なにかを用意するのはいいかもしれない。

「……なにが欲しい？　キーホルダーとか、アクセサリーとか……ペアリングとか？」

　言いながら、いかにも「高校生カップル」な発想に笑えてしまう。

　まさか自分が、こんなベタなことを考えるなんて。

　けれど、秋あき玻はは小さく首を振ると、

「……そういうのじゃなくて」

「じゃあ、どういうの……？」

　尋ねると、部室に沈黙が満ちる。

　据え付けられた古くさいスピーカーから、今風の安っぽい電子音チャイムが鳴り、吹奏楽部のトロンボーンが、それのマネをしてマヌケにロングトーンを鳴らす。

　そして、たっぷり数十秒ほども黙ってから、秋あき玻ははじっと前を見たまま──消え入りそうな声で、こう言った。




「……キスしたい」
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＊






「──あ、入れ替わった」

　夕日で暖色に染まる帰り道。人の行き交う通りの片隅で。

　うつむいていた顔を上げると、春はる珂かは道端に10円玉を見つけた子供みたいな口調でそう言った。

「……ああ、矢や野のくん」

「おう」

　彼女は目の前の僕にほほえみかけてから、辺りを見回し幸せそうに目を細める。

「また、秋あき玻はと一緒に帰ってたんだね」

「うん。さっきまで部室にいてさ」

「そっかー。本当に仲良しですなあ……」

　上機嫌にそう言い、春はる珂かは通りを歩き始めた。

　その横に並びながら──ちらりと彼女を盗み見る。

　秋あき玻はと身体からだを共有している、僕の親友。

　顔の作りや体つきは完全に秋あき玻はと同じであるはずなのに、表情が違うのか仕草が違うのか、隣で歩いていても二人の印象は大きく異なる。

　軽やかで、どこか危うげな足取りと、それに合わせて揺れる髪。

　聞こえてくる、調子の外れた鼻歌。

　今日も春はる珂かは平和な面持ちで、同じくらい平和な西にし荻おぎの町を眺めていて。

　そんな彼女の隣にいると、どういうわけだか僕の胸にも、幸福が水彩絵の具みたいに淡く広がっていった。

　と、

「……ん」

　ふいに春はる珂かがなにかに気づいた顔になる。

「……どうした？」

「あ、うーん……」

「忘れ物でもした？」

「……や、そうじゃなくって、その、矢や野のくんさ……」

　言うと、春はる珂かは少しだけ声をひそめて。なぜか恥ずかしそうに頰を染め──、

「──今日、秋あき玻はとなにかあった？」

　……返事に詰まってしまった。

　どうしてそんなことがわかるんだろう？

　どういうわけか。秋あき玻はも春はる珂かも、お互いに起きた変化を敏感に察知することができるようだった。特に、恋愛絡がらみでなにかが起きたときには、もれなく妙な勘のよさを発揮する。

　二重人格なのだから当然なのかもしれないけれど、僕にはそれが超能力みたいに思えて、ひやっとすることがあった。

　けれど、今回は隠すことでもないだろう。

　むしろこの子には──春はる珂かには、真っ先に報告しておきたい。

「ああ、実は……」

　小さく咳せき払ばらいをしてから、若干の照れに目を逸そらしつつ僕は切り出す。

「その、やっと秋あき玻はが、告白の返事してくれた」

「え、ほんとに!?」

「うん。で……付き合おうって」

「ええええええええええ！」

　春はる珂かが上げた大声に、周囲の人々が驚き振り返る。

　それにかまわず、春はる珂かは金星みたいに目を爛らん々らんと輝かせると、

「あの子、ついに返事したんだ！」

「ああ、ずいぶん待たされたけどな」

「へえ、そっか、そっかー」

　そう言って、春はる珂かはニコニコしながら何度もうなずいた。

「いやあ、長かったね。一ヶ月くらい待った？　ほんと、後半はもうさっさと付き合いなよって思ってたけど……よかった。答えが出たみたいで」

「ああ、ありがとな」

「お礼を言われるようなことはしてないよー。矢や野のくんの粘り勝ちだよ！　……でもさ」

　と、突然春はる珂かはいたずらな笑みを浮かべると、

「……それだけ？」

　こちらの顔を覗のぞき込こむようにして、そう尋ねた。

「本当に、付き合おうって話になっただけ？」

「え、ど、どういうことだよ……」

「んー、例えばさ」

　そう言うと、彼女は声をひそめ、囁ささやくような声で──、

「──ちゅーくらいは、しちゃったんじゃない？」

　その言葉に──ついさっきの出来事を。

　秋あき玻はとしたキスのことを思い出してしまう。

　──緊張に震える手で摑つかんだ、彼女の細い肩。

　──唇が触れ合ったときの、瑞みず々みずしい感触。

　──顔を離したときの、上気した秋あき玻はの頰。

　これほど幸せな瞬間は、生まれて初めてだと本気で思った。

　この時が永遠に続いて欲しいと、心の底から願った。

　そして今僕は──目の前の光景に、さらに意識してしまう。

　そこにいる春はる珂かが、秋あき玻はと身体からだを共有していることを。

　僕は今、目の前にいるこの子と同じ唇に──キスしたのだということを。

　──脳裏に蘇よみがえるのは、一ヶ月前。

　秋あき玻はに告白した日のこと。




「──矢や野のくん、すきだよ」




　あの日、二人が入れ替わる間近に、僕はそう告げられキスされた。

　あれが──秋あき玻はによるものだったのか。

　あるいは──春はる珂かによるものだったのか。

　それが、未いまだにわからない。

　その日からも、彼女たちはそんなことがなかったかのようにふるまい続けていて、僕はそこにほころびを見つけることができていない。

　今となっては、秋あき玻はだと考えるのが自然だと思うのだ。

　そして実際、僕らは恋人同士の関係になった。

　けれど、もしもあれが……春はる珂かだったら。

　万が一にも、目の前にいるこの子だったとしたら……。

　僕はこの子に、どんな顔をして向き合えばいいのだろう──。

「……図星みたいだね」

　──気づけば、春はる珂かはこちらを覗のぞき込こみ、にんまり笑っている。

　至近距離にその顔があることに、心臓が小さく飛び跳ねる。

　クリーム色の頰と薄桃色の唇。

　探るような瞳がじっとこちらを見つめていて、なんだか望遠鏡で自分の中身を覗のぞかれているような気分になった。

「いやー、わかりやすいねー矢や野のくんは」

「し、仕方ないだろ……こっちだって、まだ動揺してるんだし」

「そっか……。でも、よかったよ本当に」

　そう言って、春はる珂かはふいに空を見上げた。

　暮れゆく群ぐん青じようと、残光に照らされる橙だいだい色いろの雲。

　それを遠く見上げながら、

「──本当に、よかった」

　春はる珂かは、誰にともなくそう言う。




　──いつか、消えてしまう春はる珂か。

　──なくなることが決まっている、第二の人格。




　そんな春はる珂かは最近、こんな顔をすることが多くなった。

　どこかをぼんやりと眺めながら、なにかを考えているような表情をすることが。

　そのたびに僕は──繰り返し心に誓うのだった。

　確かに、わからないことは沢山ある。不安だって山ほどある。

　それでも──僕はこの子の数少ない日々を。

　長くはない残りの時間を。

　ほんの少しでも、幸福なものにしたいと。





＊






６月４日（月）はるか




　矢や野のくん、秋あき玻は

　矢や野のくんから話聞きました！

　おめでとう!!

　なんだか、自分のことみたいにうれしいです。。。。。。

　幸せなことが一杯あるといいね！




　わたしも、もっとちゃんとしないとなあ。。。

　最近、色々なことを考えています。。。。。

　どうやって生きていくとか、なにをしたいとか、そういうことをたくさん。。。。。。

　自分を隠してばっかりだったから、急に色んなことができるようになって、じゃあわたしは、どうしようかなって思うんです。。。。

　だから多分、これからたくさん迷ったり困ったり、心配かけたりするかもだけど。。。。




　どうか、最後までわたしを見守っていてください──。
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　六月で、空は薄曇りで、登校時間の二十分前だった。

　まだ人の少ない教室は、すでにクラスメイトの会話する声で満ちている。

　そろそろ梅雨も本番だというのに。

　空気だって重たい湿り気を帯び始めているのに、その表情は楽しげで──もしかしたら、衣替え直後の夏服が彼らをそうさせるのかもしれない。

「──おはよ、矢や野の！」

　そんなことを考えていると、背後で明るい声が弾はじけた。

　振り返ると、

「やー！　半袖まだちょっと寒いね！　こっちの方がかわいいし好きだけどさー」

　夏服に小柄な身を包み、両サイドにくくった髪をぴょこぴょこ揺らす小柄な女子。

　僕の友人である──須す藤どう伊い津つ佳かが、笑顔でこちらを見ていた。

　朝一番だというのに、教室の他の誰より高いテンション。

　自分との落差に当てられてしまって、しばし返す言葉が見つからない。

「……お？　どうした？　黙り込んで」

　そう言うと、須す藤どうはにやにや笑いながらこっちを覗のぞき込こんだ。

「もしかして……伊い津つ佳かちゃんの露出度が上がって、ドキドキしちゃった？」

「……いや、朝だしぼーっとしてるだけだよ」

　ようやく気持ちが追いついて、そう口に出した。

　見た目こそかわいい小動物系で、実際男子にもモテる須す藤どうだけれど、一年以上の付き合いの僕にとっては気の置けない友人の一人だ。

　ドキドキすることなんてないし、それをはっきり言える楽な間柄でもある。

　けれど──、

「……」

　──須す藤どうは一瞬、虚を衝つかれた顔をした。

「……どうしたんだよ」

「……あ、ああ、いやー」

　須す藤どうはごまかすように手を振り、その顔にぱっと明るい笑みを浮かべた。

「ごめんごめん！　そっか、そうだよね。いや、なんかまだちょっと、今の感じの矢や野のに慣れてなくてさ！」

「あー……」

「もしかして、なんか不機嫌にさせたかなーと一瞬びびっちゃって……」

　……確かに、それも仕方ない。

　ほんの少し前まで、僕と須す藤どうの関係はちょっと違うものだった。

　高いテンションで言い合う仲というか、お互いがお互いに突っ込み合う仲だった。

　これまでの僕らだったらさっきのやりとりも、

「──伊い津つ佳かちゃんの露出度が上がって、ドキドキしちゃった？」

「──実は……そうなんだ。今にも鼻血出そうで……ちょっとヤバいわ」

「──ふふふ……そうでしょうそうでしょう」

「──だからごめん……購買でポケットティッシュと、焼きそばパンとコーヒーと、あとなんかデザート買ってきてくれね？」

「──それ体ていのいいパシリじゃない！　嫌だよ！　鼻血なんて気合いで止めなよ！」

　みたいな言い合いになっていただろう。多分須す藤どうも、無意識のうちにそういうのを期待していたのだと思う。

　それが先月──関係が、大きく変わったのだ。

　僕がそれまで作っていた「陽気な友人」キャラをやめたことで、変にテンションを上げることなく素の自分で接するようになった。

　……須す藤どうには悪いけれど、ずいぶんと気が楽になった。

　自分を偽ることには強い抵抗があったし、いつも気が抜けないという緊張感があった。

　それがなくなっただけで、肩の荷が下りた気分だ。

　もちろん、起きた変化はいいことばかりじゃない。クラスでの立ち位置も微妙に変わって、何人かには距離を取られてしまった。僕自身、まだこのあり方に戸惑うこともある。

　それでも、思った以上に多くのクラスメイトが変化を受け入れてくれていたし、今回みたいな違和感や罪悪感だって、いつか時間が解決してくれるんじゃないかと今の僕は期待している。

「……で、そうそう、本題なんだけど」

　指をピンと立て、須す藤どうが話を続ける。

「矢や野の、今日放課後空いてない？」

「空いてるけど……どうしたんだよ？」

「それが、ちょっと連れてきたい店があってさー」

「……どんな店？」

「それは、行ってみてのお楽しみだねー！」

　そう言って、笑う須す藤どう。

　くくった両サイドの髪が、いたずらにぴょこんと揺れる。

　けれど──僕は気づいた。

　その表情がさっきまでと少し違う、どこかぎこちない笑みであることに。

　なんとなく、不穏な予感を覚えていると、

「……お、おはよう」

　おずおずとした声が、須す藤どう越しに聞こえる。

　そして、彼女の横からひょっと顔を出したのは、

「おう、おはよう」

「おはよー！　えっと、今は……春はる珂かの方？」

「うん、そうだよ」

　気弱そうにほほえむショートカットの女の子──水みな瀬せ春はる珂かだった。

「今からしばらくは、春はる珂かです……」

　──二重人格。

　目の前にいるこの女の子の中には、水みな瀬せ秋あき玻はと水みな瀬せ春はる珂か、という二人の女の子がいる。

　かつて、家庭の問題で強いストレスに晒さらされた秋あき玻はの中に、ある日突然春はる珂かという存在が生まれ、それ以来二人は一定の時間で人格が入れ替わる毎日を送ってきた。

　具体的に彼女がどんなストレスに晒さらされていたのかを、僕は知らない。

　それが、気にならないと言えば噓うそになる。けれど、今はそこに踏み込むつもりはないし、二人が話したくなるまでは触れるつもりもなかった。

　そして、そんな経緯で生まれた春はる珂かは、秋あき玻はの生活の邪魔をしないようにと自分の存在を隠しながら生きてきた。秋あき玻はのマネをし、春はる珂かなんて存在しないような振りをしてきた。

　けれど……先月。僕がキャラ作りをやめると同時に彼女も二重人格を隠すことをやめ。自分が消えてしまうそのときまで、春はる珂かは春はる珂か自身として生きていくことを決めた。

　その結果──、

「あ、春はる珂か、おはよー！」

「うん、おはよう」

「水みな瀬せさん、後ろ、寝癖ちょっとついてるよ！」

「え、噓うそ!?　ほんと……!?」

　通りがかったクラスの女子たちが、春はる珂かに気負いなく声をかけてくれる。

　──こんな風に、彼女は大方クラスの面々に受け入れられることができていた。

　春はる珂かはそれがずいぶんとうれしいようで、恐る恐る、それでも楽しげに周囲と会話を交わすようになった。そして僕も、そんな彼女を見るたびにほほえましい気分になる。

　そうだ、この子には──こうやって笑顔で過ごす権利が、最初からあったはずなんだ。

　ただ、「二重人格」という属性は単純な興味の対象にもなってしまうようで、

「朝ちゃんと直したつもりだったのになあ……」

「大丈夫ー？　鏡貸そうか？　あとわたし、寝癖直しのミスト持ってるよ！」

「ほんと？　ありがとう……」

　そんな風に話している春はる珂かと須す藤どうに、廊下を行き交う生徒から時折視線が向けられる。

　不ぶ躾しつけにじっと二人を見る生徒、隣の友人になにやら耳打ちする生徒、短くその場に立ち止まる生徒──。

　このクラスに二重人格の女の子がいるということは、すでに学校中に知れ渡っているらしい。こんな風に、ちょっと距離を置いてじろじろ見られることがよくあった。時にはまったく知らない同級生や先輩から声をかけられることもあるらしい。

　それ自体はある程度仕方のないことだと思う。

　見ている限り、悪意をぶつけられることもほとんどないし、そもそも春はる珂かは見られていること自体に気づかなかったりする。

　だけど、それでも僕はそういう視線に憤いきどおりを覚えて──一言彼らに文句を言ってやりたい気分にもなる。相手の数があまりに多すぎるから、今のところそれを実行できてはいないのだけど……。

「……あ、で、そうだ」

　寝癖直しを春はる珂かに渡したところで、須す藤どうがなにかに気づいたような表情になる。

「春はる珂かも、放課後時間ちょっともらえない？　連れてきたい店があるんだけど……」

「あ、うん。大丈夫だよ。お店って、ご飯屋さん？」

「そう、ちょっと話したいことがあってさー」

「……ああ、春はる珂かも一緒になんだ」

　そのやりとりに、ちょっと意外な気分になった。

　深刻そうな表情から、二人だけで話したいことでもあるのかも……と思っていたけれど。そういうわけでもなかったらしい。

　もしかしたら、最近見つけたおいしい店に連れて行きたい、とかそれくらいの話だったのかもしれない。

　──須す藤どうのこんな気軽さが、正直今の僕にはありがたくもあった。

　近しい友人にしか明かしていないけれど。

　家庭の問題が解決した現在──春はる珂かはそう遠くないうちに、人格ごと消えてしまうと言われている。

　ストレスがなくなった今、彼女たちが二重人格でいる理由はもうなくて。

　そうなれば、第二の人格である春はる珂かの存在も『不要』ということになってしまう。

　だから春はる珂かにとって、今は最後に残された貴重な日々で。

　そのことを思うと、僕は肩肘張って、深刻な気持ちで彼女に接してしまいそうにもなる。

　実際、そういう態度を春はる珂かに取ってしまったことだってあった。

　けれど、

『──えー、普通にしててよ！　そんな気を遣われる方が、わたしも辛つらいし……』

　春はる珂かのその言葉で、僕はそんな態度が、彼女のためにならないことを理解した。

　もちろん須す藤どうだって、思うところは大いにあるだろう。

　春はる珂かがいつか消えると聞いて、最初に涙を流したのはこの子だ。

　しかし、それでも──ごく自然にこうやって春はる珂かを誘い出す須す藤どうの分け隔てなさは、ふとしたことで深刻になってしまう自分にとっても、ありがたいものだった。

　だから僕もできるだけ、自然体の自分でいるようにしよう。

　そう考えて、ふと思い付き、

「……だったら、修しゆう司じも呼ぼう。あいつも空いてそうだし」

　僕はすでに教室左後ろにいる男子、広ひろ尾お修しゆう司じの席に向かおうとする。

　高身長に整った顔、性格の穏やかさもあって女子受けのいい友人だ。

　これまでも、出かけるときは四人一緒のことが多かったし、せっかくならあいつも呼んでやりたい。

　しかし、

「──待って！」

　須す藤どうの上げた声の鋭さに──僕は驚く。

「それは……待って」

　振り返ると──須す藤どうはこれまで見たこともない、焦あせりの表情でこちらを見ていた。

　隣では、春はる珂かも須す藤どうの声の孕はらむ切実さに目を見開いている。

「……あ、そ、その」

　僕らの反応に気づいたのか、須す藤どうは「今のなし！」とでも言うように手を振ってみせた。

「いや、まあ色々あって……今回は、三人で行きたいなって……」

「あ、ああ……」

　おずおずとうなずきながら。

　僕はやはり、さっきの気がかりが勘違いではないことを、確信していた。





＊






「ね、ねえ……どういうお店に行くのかしら……」

　放課後。

　入れ替わったばかりの秋あき玻はは、須す藤どうの後ろを歩きながら不安げに辺りを見回していた。

「この辺にあるの、飲み屋ばかりよね……？　高校生の入れるところ、あるのかしら……」

「た、確かに……」

　うなずきながら、僕も少しずつ心配になり始めていた。

　ここは、西にし荻おぎ窪くぼ駅えき南口から徒歩数十秒。

　線路沿いにある、雑然とした雰囲気の飲み屋街だ。

　戦後の闇市が元になっている、というこの辺りは、狭い路地の両サイドに怪しげな雰囲気の飲み屋が建ち並び、道にはみ出た簡易席では、すでにおじさんたちが一杯やり始めている。

　まだ午後四時くらいなのに、ずいぶん出来上がっているな……。

　この人たちは普段、一体なにをしている人たちなのだろう……。

　掘っ立て小屋のようなタイ料理屋の二階からは外国人店員がこちらを見下ろし、路地の両サイドを店舗としている焼き鳥居酒屋では、店員さんが威勢よく注文を取り料理を運んでいた。

　この街に生まれてもう十六年になるけれど……この通りはちょっと怖いイメージがあって、今もあまり近づかない場所だった。

　そこに僕らを連れ込んで……須す藤どうはどうするつもりなんだ？

　まさか、飲み屋に連れ込んで未成年飲酒……？

　いや、制服姿の僕らにアルコールを出す店があるとも思えない……。

「なんかちょっと、緊張する……」

　言いながら、秋あき玻はは僕の制服の裾をぎゅっと摑つかんだ。

　今朝の須す藤どうの剣幕を見ていないこの子からすれば、この状況はもっと不安だろう。

　普通に夕飯に誘われたと思ったら、こんな怪しげな路地に連れてこられたわけで……。

「こういうところに来るの、初めてだわ……」

　辺りを見回し、眉を寄せている秋あき玻は……。

　さすがにちょっと……かわいそうだな。

　そろそろ須す藤どうに行き先を尋ねるか……と、口を開いたところで、

「……ついたよ、ここ」

　そう言って、彼女はある店の前で足を止める。

「ここは……」

「……ラーメン屋？」

　多分、周りの店で飲み終えた客が締めに一杯やるんだろう。

　年季の入った黄色い看板の、昭和感溢あふれるラーメン屋がそこにあった。

　どう見ても、須す藤どうみたいな女子高生には似合わない店だけれど……、

「そう、入ろっか」

　それだけ言うと、彼女は手慣れた様子で店の中に入っていく。

　僕と秋あき玻はも顔を見合わせると、恐る恐るその小さな背中に続いた。







「──いらっしゃい……。おお、伊い津つ佳かちゃんじゃないか！」

「うん、また来ちゃった。久しぶりだね！」

「そうかい？　先月も来てなかった？」

「……あー、来たかも。でも今日は友達も一緒だよ！」

「お、めずらしいねぇ！」

　店主らしい男性と軽い口調で会話しつつ、須す藤どうは空いていたカウンターの席に座る。

　どうやら、顔見知りらしい。もしかしたら須す藤どうは、ここの常連の一人なのかもしれない。

　笑顔でこちらを見る店主に会え釈しやくしてから、僕と秋あき玻はも彼女の並びに腰掛けた。

「ここ、すごくおいしいから好きなの選びな。わたしおごるよ」

　須す藤どうはそう言って、卓上のメニューをこちらに差し出す。

「……え、いいのか？」

「うん、わたしが誘ったんだし」

「……そっか、じゃあ遠慮なく」

「え、でもさすがになんだか……申し訳ないわ」

　生真面目な顔で、秋あき玻はが食い下がる。

「自分の分は自分で払うよ……」

　確かに、おごられる理由なんてないし気が引けるのはよくわかる。

　けれど、僕は秋あき玻はに目配せしながら、

「いや、ここはおごられとこう」

「……いいのかしら？」

「須す藤どうがこんなこと言い出すのなんて、超レアだからさ。今逃したら次何十年後かわからないし、ごちそうになっておこう」

　きっと須す藤どうは、そうしてでも話したいことがあるんだろう。

　だとしたら、変に遠慮するよりもお言葉に甘えておく方が、彼女にとっても気が楽なのかもしれない。

「……そう。だったら、そうね、ごちそうになるわ」

　理解してくれた様子で、秋あき玻ははこくこくとうなずいた。

　須す藤どうがワンタン麵、僕が玉子そば、秋あき玻はが中華そばを注文し、しばらくすると丼が僕らの前に置かれる。

　待っている間に本題に入るかな、と思っていたけれど……なにやら須す藤どうは考え事をしている様子で、ぼんやりと厨ちゆう房ぼうを眺めていた。

「いただきます……」

　そう言って手元に丼を下ろし、スープを一口飲んだ僕は、

「……うま！」

　思わず、そんな声を漏らしてしまった。

　隣では秋あき玻はも、

「ほんとだ、おいしい……」

　と目を見開いている。

　この街はラーメン激戦区と言われていて、飲食店評価サイトでも高評価の人気店が多い。

　そのいくつかには僕も行ってみたし、実際あまりのおいしさに衝撃を受けることもあった。

　ただ……この店は、そのどことも違う。

　他の店が「独自のおいしさ」を追求し、わかりやすく他にない特徴をアピールする中で、この店のラーメンはあくまでオーソドックスだ。

　シンプルな醬しよう油ゆスープに中太麵、具材はもやしに挽ひき肉にくにチャーシュー、煮卵、メンマ。

　けれど……そのバランスが見事な調和を織りなして「オーソドックスだけど他にはない」という、絶妙な旨うまさを生み出していた。

「こんな店が……ここにあったんだな。全然知らなかった……」

「えへへ～そうでしょ？」

　早くも麵をすすっていた須す藤どうが、なぜか自慢げにそう言う。

「中学のときに偶然見つけてさー。それ以来、ちょくちょく通ってるんだ。わたしの秘密の、お気に入り」

「なるほど……確かにこれは、ハマるな……」

「でしょ？　ていうかさー」

　そう言うと、須す藤どうはチャーシューを一口で食べ──何気ない口調でこう言った。




「──告られた」

「……は？」

[image: ]

「昨日、修しゆう司じに告られた」

「……」




　……雑談に、あまりにも自然に混ぜ込まれたその言葉。

　理解が一瞬追いつかない。

　頭の回転が手一杯になって、口の中の味がわからなくなる。

　隣から、秋あき玻はが箸を取り落とすカランという音が聞こえた。

「昨日の放課後。帰り道で。『小学校のときからずっと好きだった。付き合って欲しい』って」

「……マ、マジか」

　あまりの驚きに、なぜか平静を装よそおわなければいけない気分になる。

　動揺に手が震えそうになるのを抑え込みながら、僕はレンゲで何度かスープを飲み、

「そうか、修しゆう司じ……告ったのか……」

「うん……」

「でも……ついに、って感じだな」

　どういうテンションで話せばいいのかわからなくて、ひとまず笑みを浮かべながら僕は須す藤どうを見る。

「あいつが、須す藤どうを好きなのは……なんとなく、須す藤どうも気づいてただろ？」

「……まあ、ちょっとは」

「僕が最初に会ったときからそうだったし……周りも普通に、その前提だったしな」

　気遣いからなのか、誰もそれを口にはしなかったけれど。

　修しゆう司じが須す藤どうを好きなことは、もはや僕らの中で一つの共通認識になっていたと思う。

　それくらいに、あいつが須す藤どうを大切にしているのは傍はた目めにも明らかだった。

　須す藤どうが望めばどんなにめんどくさくても一緒に登校したし、須す藤どうが遅刻すれば修しゆう司じも一緒に遅刻した。

　出かけるときにはだいたい一緒、クラスまで、小学校のときからずっと同じらしい。

　あれだけ大切にされて、周囲も須す藤どう本人も修しゆう司じの好意に気づかないはずがなかった。

「ああ、やっぱりそうなのね……」

　黙っていた秋あき玻はも、吐息混じりにそう言う。

「わたしも、付き合いは浅いけど……なんとなくそうかなとは思ってて……」

「……秋あき玻はにもバレてたんだー」

　メンマを嚙かみながら、ちょっと恥ずかしげに須す藤どうは言う。

「まあでも、そうだよね……。あそこまで隠す気ないと。ていうか、昨日あいつが告ってきたのってさ、多分、秋あき玻はと矢や野のが付き合い始めたのもきっかけになったんだと思う。なんか結構、うらやましそうだったから……」

「そ、そうなの……」

　そう言って、恥ずかしげにうつむく秋あき玻は。

　須す藤どうと修しゆう司じは、僕らが付き合い始めたのを報告すると、我がことのようによろこんでくれた。

　記念にとファミレスでパーティを開いてくれたし、なぜか四人でプリクラを撮りに行ったりもした。

　けれど、まさかそれが、この二人にそういう変化を起こすなんて……。

「……で、返事は、どうするの？」

　秋あき玻はのその言葉に、我に返った。

「付き合って欲しいって、言われたのよね？」

　そうだ、こっちとしてはそれが本題だ。

　須す藤どうは、修しゆう司じと付き合うのか。

　それとも……振ってしまうのか。

「……正直、迷ってる」

　僕らより、一足先にラーメンを食べ終え。

　丼の上に箸を置いて、須す藤どうはそう答えた。

「いいやつなのは知ってるしさ、客観的にイケメンなのもわかるんだけど……いまさら、そういう関係になれるのかなーって。だから、二人の意見、聞いてみたいんだけど……」

　言うと、須す藤どうは時折見せる真剣な表情で。

　普段のおちゃらけた姿からは想像もできない、生真面目な顔でこちらを見ると──、

「……どう思う？」

　茶化すことも笑いを交えることもなくそう尋ねた。

　……なるほど。そういうことか。

　一口水を飲み、僕は納得に深く息を吐いた。

　そりゃ、修しゆう司じをこの場に呼べないわけだ……。

「……いいと思う」

　ちょっと考えてから、僕ははっきりとそう言い切った。

「同じ男の僕から見ても、なかなかいないくらいいいやつだし、きっと幸せになれると思う」

　本心から、そう思う。

　あんないいやつなんて他にそうそういない。

　須す藤どうとの相性もいいし、うまくいくとしか思えなかった。

　修しゆう司じの気持ちを応援したい、という気持ちもあるけれど、それ以上にシンプルに、修しゆう司じと須す藤どうは似合いのカップルになると思えた。

　秋あき玻はの方をちらりと見ると、彼女も僕に小さくうなずいてみせてから、

「……わたしも、修しゆう司じくんならいいと思う」

　真面目な顔でそう続けた。

「優しいし、気遣いできるし、大人だし……きっと、幸せになれるんじゃないかなって」

　秋あき玻は自身も、修しゆう司じに気持ちの上で助けられることがあったんじゃないかと思う。

　僕にしろ秋あき玻はにしろ須す藤どうにしろ。春はる珂かが消えてしまうことを知っているのは、ちょっと気持ちに余裕のないタイプばかりだ。そんな中、唯一修しゆう司じは大人びた、余裕のある性格で。彼が僕らの精神的な基盤……みたいになってくれているところはあるかもしれない。

　……まあ、そうは言いつつも。

　自分の彼女が他の男子を強めに褒めるのは、ちょっと不安になるけれど……。

　優しくて気遣いできる大人……。まあその通りだし、イケメンだし頭もいいしスポーツもできるし、文句のつけようもないけどさ……。

　そんな風に、内心ちょっとふてくされていた──そのとき。

　カウンターの下、膝に置いていた手の指を……秋あき玻はが小さく摘まんだ。

　驚き彼女の方を見ると……秋あき玻はは小さく、僕にほほえんでみせる。

　──気持ちが読まれていたらしい。

　恥ずかしくなってうつむくと、秋あき玻はは何食わぬ顔で、こちらに伸ばしていた手をさりげなく引っ込めた。

「……そっかー」

　そう言うと、須す藤どうはカウンターの上のコップを手に取り、ちびりと水を飲んだ。

　幸い、カウンター下のやりとりは気づかれなかったらしい。

「一応、十日間だけ考えさせてって、修しゆう司じには伝えてあるんだ……。告られたのが六日だから、十六日まで……。すぐ、答え出せそうにないから、時間欲しいって。でも……うん。そっか、二人は賛成か……」

　言うと、須す藤どうはコップの中の水を飲み干し、

「ありがとう……もう少し、考えてみる」

「おう」

「またなにかあったら、相談してね」

「ありがと。あー気が楽になった。本当に助かったよー。……と、ちょっとお手洗い」

　そう言うと、須す藤どうは席を立ち店の奥に歩いていった。

　その背中が、扉の向こうに消えるのを見送ってから、

「……そういうことだったかー」

　なんだか緊張が解けた僕はどはーっと息を吐いた。

「ずいぶん思い詰めてるから何かと思ったけど、告られたのかあいつ……。いやでも、本当に修しゆう司じならいいと思うんだけどな。あれ以上、なにを望むって言うんだよ……」

「……そうね」

　最後の麵をちょろっと口に入れ、秋あき玻はは目を細める。

　そして彼女は箸を置くと、しばらくなにか考え込んでから……おもむろに、薄いガラスのコップに手を伸ばした。

「けど……確かに、すごく難しいとも思う……」

　指先でコップの縁をなぞり、そう言う秋あき玻は。

「……そうか？」

「……一度、友達っていう関係になっちゃうとね……」

「あ、ああ……」

　なぜだろう……その表情が妙に切実に見えて。

　彼女自身の気持ちの吐露であるようにも思えて……僕はそこから、目が離せなくなる。

　そして彼女は、

「きっと、それをきっかけに関係が壊れたり、誰かが……すごく、傷ついたり……そういうこともあるだろうから……」

　その言い方に──酷ひどくドキリとした。

「……もちろん、それでも……気持ちは伝えた方がいいと思う。だから……うん。応援したいな。修しゆう司じくんのことも、伊い津つ佳かちゃんのことも……。結果がどうなるかは、わからないけど……」

「……まあ、そう、だな」

　それだけ返すので、精一杯だった。

　今きっと僕は──彼女の言葉の意味を、そこに込めた気持ちを、全ては理解できていない。

　だからこそ、うかつな言葉を口に出したくなかった。

　わかった風な振りで、無責任なことを言いたくないと思った。

　店内に、大鍋の湯が沸く音と、むっとする蒸気と、不自然な静けさが満ちた。

　恋人同士になったって。

　彼氏彼女になったって、相手の気持ちを全て知ることはできない──。

　そんな当たり前のことを、いまさら僕は実感する。

「……お二人さんは、伊い津つ佳かちゃんの友達なんだよね？」

　ふいに、カウンターの中で声が上がった。

　見れば──髪のほとんどが白髪になった壮年の店主が、顔中をしわだらけにして笑い、こちらを見ていた。

「……あ、はい……そうですね」

「じゃあ、ここだけの話なんだけど」

　僕がおずおずとうなずくと、店主はワンタンを包む手を止めないまま声をひそめ、

「あの子、この店の結構な常連さんなんだけど、ここに来るのはだいたい、すごく落ち込んでるときみたいだからさ」

「……そ、そうなんですか？」

「ああ」

　孫を慈いつくしむ祖父みたいな顔で、店主はうなずく。

「余計なこと言ったせいで友達の恋愛邪魔しちゃったとか、先月くらいには、仲良くしてる子の気持ちにずっと気づけなかったとか。ここに来てはそんな話をして、ラーメン食べて帰ってくんだよ」

「……そう、だったんですか」

　それは……知らなかった。

　いつも明るくふるまうあいつに。暗い顔を見せまいとするあいつに、そんな習慣があったなんて。須す藤どうが繊細で優しいやつなのはもちろん気づいていたけれど……たびたびここに来て一人でラーメンを食べていた、というのは、なんだかちょっと意外だった。

　そして……ふと気づく。

　店主の言う『友達の気持ちに気づけなかった』というのは……もしかしたら、秋あき玻はと春はる珂かの二重人格のことなのかもしれないと。

「……でも、なんでそんなこと教えてくれるんですか？」

「うーん、なんだかなあ。ちょっと心配になってさ」

「心配？」

「これまでずっと一人だったあの子が、兄ちゃんたちを連れてきたんだ。もうちょっと一人で抱え込むのが限界なのかもしれない……と思ってね。悪いね、いきなりこんな話」

「……なるほど」

「多分、兄ちゃんたちは伊い津つ佳かちゃんにとって、大事な友達なんだろう。で、あの子の友達だっていうなら、兄ちゃんたちもきっといいやつなんだろう。だから……」

　そう言うと、店主はもう一度ニヤリと笑って、

「よければ、あの子を助けてやってな」





＊






『──須す藤どうから、聞いた？』

　通話の最初に、修しゆう司じは単刀直入にそう尋ねてきた。

「うん……聞いたよ」

　ベッドに寝そべり、天井の蛍光灯をじっと眺めながらそう答える。

　そのまぶしい光はあっという間に目に焼き付いて、瞬またたきするたびに網膜の残像が虹色にきらめいた。

『そっか、そうだよな……』

　修しゆう司じはそう言って、スマホの向こうで深く息を吐いた。

『なら、話が早くて助かるよ……』

　夕飯を食べ終えた、午後八時過ぎ。

　修しゆう司じから着信があり、僕は書きかけだった交換日記のページを閉じて、こうして彼と話し始めたのだった。

『……矢や野のは、どう思った？』

　緊張気味の声で、修しゆう司じは尋ねる。

『須す藤どう、急に俺にこんなこと言われて……迷惑だったかな？』

「……んー、迷惑っていう風には思わないだろ。そりゃ、悩んではいたけどさ」

『やっぱり、悩ませてるか……』

「そりゃそうだよ。でもそれは、修しゆう司じが大切だからだと思う」

『……』

「……どうしたんだよ」

『あ、ごめん……なんかやっぱり、矢や野のが全然おちゃらけずにそういうこと言うと、ちょっとびっくりしちゃうとこがあって』

「……なんだよ。まあ、そりゃ仕方ないかもしれないけど」

　僕自身、今でも時々「作っていない自分」の方に違和感を覚えることがあるのだ。

　それだけ自分のキャラ作りが自分自身に、周りの人たちに影響を与えるのかと思うと、知らないうちに自分の中に、もう一人別の人間が生まれていたような気分になる。

「僕は僕で、ちょっと意外だけどな、修しゆう司じがこんな風に、不安そうになるの。もっとどっしり構えてるもんだと思ってた」

『そうしたいのは山々なんだけどね』

　受話器の向こうで、修しゆう司じは小さく笑う。

『でも、さすがにちょっとそうもいかないみたいだ。だから、うん……』

　そして、修しゆう司じはためらうようにしばし口ごもると、

『……正直、友達のよしみで力を貸してくれるとうれしいよ。多分、結果はここからの一押しで決まる気がするし……須す藤どうが、ＯＫしてくれるように、力を貸してくれるとうれしい……』

「……そっか」

　考えながら、僕は小さくうなる。

　須す藤どうもそうだったけれど……修しゆう司じもずいぶんと、気持ち的に追い詰められているようだ。

　十年以上二人は至近距離にいて。それが今、大きく変わろうとしているんだから、仕方がないことなのかもしれない。

　だとすれば──僕の答えは一つしかないだろう。

　スマホを手に持ったまま、僕は大きく息を吸い込むと。

「……ごめん、それは無理だ」

　はっきりと、僕は修しゆう司じにそう答えた。

『えっ』

　虚を衝つかれたような修しゆう司じの声。

「……それは、どうして……」

「僕らは僕らで、須す藤どうに相談されて……だから、修しゆう司じが友達だからって理由で手伝うことはできない」

　──須す藤どうだって、僕の大切な友人なのだ。

　その彼氏候補を、「友達のよしみ」で推すことはできない。

　修しゆう司じはめずらしく、ずいぶんと長い沈黙を挟んでから。

『……そっか』

　意気消沈した様子で、そうつぶやいた。

『それも……確かにそうだな。ごめん、身勝手なお願いだった……』

「うん。だから……」

　言いながら──僕は秋あき玻はとの交際記念に、四人で撮ったプリクラを。

　スマホのケースの内側に貼り付けておいたプリクラを見る。

　満面の笑みで写っている、僕と秋あき玻はと、修しゆう司じと須す藤どう──。

　時間を空けて、春はる珂かに入れ替わってから撮り直したものもある──。

「──僕は、僕の意思で、須す藤どうに修しゆう司じを勧めるよ」

『……え？』

「修しゆう司じに力を貸して欲しい、って言われたからじゃない。悩んでいる友達が、一番いい答えを出せるように……僕が思うベストの回答を勧めるよ。修しゆう司じと付き合った方が、いいと思うって」

　──修しゆう司じなら須す藤どうを幸せにできると本気で思う。

　誇張抜きで、思うのだ。こんなに似合う二人は、そうそういないと。

　それに──須す藤どうだって。

　自覚はなくとも、内心修しゆう司じに少なからず好意がある気がするのだ。

　だとしたら──僕は二人の友人として。

　自分の意思で、須す藤どうに修しゆう司じを勧めたいと思う。

『……ありがとう』

　深い吐息混じりに、修しゆう司じはそう言った。

『本当にありがとう……。矢や野のにそう言ってもらえて、勇気が出たよ……』

「ならよかった。それに、これが修しゆう司じへの恩返しになればいいな、と思うしさ──」

　それから、僕と修しゆう司じは少しだけ会話をして、通話を終了した。




　──色んなことが、起きるんだな。




　スマホを耳から離し、充電器につなぎ。

　長電話のあとの耳鳴りを右耳に感じながら、僕はそんな当たり前のことを思う。

　正直──このところ僕は、自分のことで一杯一杯だった。

　二重人格の知り合いができて、その片方の人格に恋をして、その片方と友達になって。

　こんなマンガみたいなことが起きるのかと、我ながら驚いていた。

　けれど──。

　そんなドラマチックな前置きがなくても、みんな生きていく中でなにかを願って、恋をして、沢山の物語が生まれる。

　その一つ一つが大切で愛おしいストーリーで、それを思うと、この世が隠し持っている物語の総ページ数に、そこに含まれる膨大な感情の洪水に、飲み込まれそうな気がした。

　ベッドから起き上がると、勉強机の上、書きかけだった交換日記の方へ向かう。

　春はる珂かと友達になった日に始まったこの交換日記は、あれから二ヶ月が経たった今も、三人の間で続いていた。

　以前にくらべると、誰かの手元で数日間止まる、ということも増えてしまった。

　それでもこの日記は、今でも僕たちにとって大事なコミュニケーションの手段だ。

　そして僕は──前回の書き込みが。

　僕と秋あき玻はが付き合い始めた日の、春はる珂かの書き込みが気になっていた。




　──最近、色々なことを考えています。。。

　──どうやって生きていくとか、なにをしたいとか、そういうことをたくさん。。。

　──自分を隠してばっかりだったから、急に色んなことができるようになって、じゃあわたしは、どうしようかなって思うんです。。




　このところ、考え込むような表情を見せる春はる珂か。

　もしもあれが、これからの生き方を考えているというのなら。

　そしてもし、彼女がなにかを決意したら──。

　なぜだろう、僕らの関係が、大きく変わりそうな予感がしていた。

　悩んでいるなら、応援したいと思う。

　親友として、できる限り力を貸したいと思う。

　でも、一体その先に……どんな出来事が、僕らを待っているんだろう。

　そこまで考えて──僕はふと思い立った。

「……そうだ」

　そして、机の上に転がっていたスマホを拾い上げると。

　ラインで「水みな瀬せ」のアカウント宛に、相談のメッセージを送り始めた……。





四季『今週末、九日か十日、空いてないか？──』
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６月８日（金）はるか




　今日は放課後、加か奈なちゃんと沙さ也やちゃんと、沙さ也やちゃんの家で遊びました！

　あ、加か奈なちゃんと沙さ也やちゃんっていうのは、最近できたお友達です！

　二人とも手芸部で、わたしのこと知ってから、ずっと遊んでみたいって思ってくれてたんだって。。。

　こんなこと初めてだったから、そう言ってもらえて、泣いちゃいそうになりました。。。

　二人には手芸を教えてもらったんだけど、それもとっても楽しかったです！




　まさか、こんな日が来るなんて、ちょっと前のわたしは全然思ってなかったなあ。。。

　いつか、矢や野のくんと秋あき玻はにもなにか作ってあげられるといいなあ。。。。。

　あんまり期待しないで待っていてね。。。。




　あ、今週末も楽しみだね！

　どうなるかなあ。。。。。。。

　須す藤どうさんと修しゆう司じくん、うまくいくといいなあ。。。

　わたしもがんばらないと。。。。！







[image: 第七章　【夕映少女】]







「……おはよう」

　そう声をかけると、焦げ茶色の木製椅子に腰掛けていた彼女は──秋あき玻はは文庫本から顔を上げ、その顔にぱっと笑みを咲かせた。

「……うん、おはよう」

「ごめん、待たせた？」

「ううん、そんなことないよ」

　首を振り、ストローでアイスコーヒーを飲む秋あき玻は。

　グラスの中身はほとんど減っていないし、確かに入店してそれほど経たっていないようだ。

　──学校の程近くにある、喫茶店。

　休日昼過ぎの店内はそこそこ混み合っていて、秋あき玻はは短く周りを見渡してから、

「どうしよう……もう、向かった方がいいかしら？」

「いや、大丈夫だよ。まだ時間あるし、僕もなにか飲みたい」

　言いながら彼女の向かいに腰掛け、メニューを手に取った。

　このあと、僕らは二人で『とある集まり』に参加する予定だった。

　それでも、せっかく彼氏彼女の仲になったんだ。その前に、できるだけ二人っきりの時間も楽しみたい。

　メニュー一覧を眺めていると、コーヒー豆の匂いが鼻をくすぐる。

　頭上では、時計がツォーンと鐘を鳴らして──なんだか懐なつかしいその感覚に、気分が落ち着いた。

「しかし……久しぶりだなあ、この喫茶店」

　マスターにアイスコーヒーを注文し終えたところで、僕はもう一度店内を見渡した。

「前回来たのは、知り合ってすぐの頃……だったっけ」

「そうね……」

　うなずいて、秋あき玻はは目を細める。

「あのときは、矢や野のくんとこんな風になるなんて思ってなかったわ……」

「まあ、そうだよな」

　店内に無数のアンティーク時計が飾られたここは、以前、秋あき玻は自身から入れ替わりについて説明を受けたときにも来た店だ。

　あれはもう……二ヶ月以上前のことになるのか。

　冬服を着て、今よりよそよそしい顔で席に座っていた秋あき玻はの姿を、懐なつかしく思い出す。

「……ていうかね」

　ふと、秋あき玻はが声を上げる。

「あのときは、ああ、ダメかもって。きっと、春はる珂かに取られちゃうんだろうなって、思ってたから……」

　そう言うと、彼女は恨みがましい目でじっとこちらを見て、

「結構わたし……つらかったんだよ？」

「……ご、ごめん」

　あのすれ違いは、ちょっと前に発覚したお互いの勘違いは──確かに全部僕のせいだったと思う。

　もっと勇気を持って踏み出していれば。

　伝えるべき言葉を伝えていれば。

　あんな風に、秋あき玻はが苦しむことなんてなかったんじゃないか。

　けれど、

「……冗談だよ」

　秋あき玻ははそう言って、小さく笑う。

「別に矢や野のくんは悪くないよ。勘違いしてたのは、わたしも同じだし。それに……」

　そう言って、秋あき玻はは手に持っていたコップをテーブルに置くと、

「今は、すごく幸せだから……本当に楽しいから」

　その整った表情を──柔らかにとろけさせた。

「そう思えるときは、その時間を、大切にしたいと思うの……」

　──その顔に、声も出せないでいると。

　あまりのかわいらしさに波のような感情がこみ上げて、呼吸もできないでいると──。

　秋あき玻ははいたずらに笑い、パンプスを履いた爪先で、僕のスニーカーの先を小さく何度かつついた。







　約束の時間が近づき、二人で店を出る。

　幸せな気分に浸れて、できればずっと店にいたかったけれど……今日の本題はここからだ。

「……もしかして、緊張してる？」

　僕の隣を歩きながら、秋あき玻はが遠慮がちに尋ねる。

「なんか矢や野のくん、いつもより歩くの速いかも」

「……あ、ごめん！　速かった!?」

　言われてみれば、いつの間にか僕は秋あき玻はの半はん歩ぽ前を歩いてしまっている。

　慌てて速度を落とし、彼女と肩を並べた。

「気づかなくてごめん……」

「ううん、いいの」

　そう言って、秋あき玻はは目を細めてから、

「やっぱり、ちょっと緊張してるでしょ？」

「……まあ、そうだな」

　僕はため息交じりにうなずいた。

「実は、これから会うやつ、微妙に苦手でさ……」

「そうだったの……」

　秋あき玻ははそう言うと、縮まった距離をちらりと確認する。

　そして、なにか言いたげに口元をもごもごさせてから……諦めたように、小さく息を吐き出した。

　六月も中頃、照りつける日差しで辺りはジワジワと蒸し暑い。

　連れだって遊びに行くんだろう、小学生数人が真夏と変わらない服装で道路を横切る。

「……苦手って、どう苦手なの？」

　ちょっとだけ眉を寄せ、秋あき玻はは質問を重ねる。

「ケンカしたとか、馬が合わないとか……？　怖い人だったり、するのかしら？」

「ああ、いや、そういう感じではないよ」

　どうやら、ちょっと心配させてしまったらしい。僕は慌てて笑顔を作ってみせた。

「別になにか揉もめたわけじゃないし、全然怖いやつでもないよ。むしろ、本当は僕とちょっと似てるんじゃないかと思う……」

「へえ……矢や野のくんと似てる人……」

「うん。でも、なんだろうな。なんか苦手なんだよな……。しゃべってると、妙に凹へこんだりして……」

　自分でも、なんでそんな風に思うのかはよくわからない。

　あいつのどこかを、明確に不快に思っているわけでもないのだ。

　けれど……なぜか僕は、彼が苦手だ。

　会うのを想像するだけで、若干テンションが下がってしまうくらいに。

　……今回のことを提案したのは僕自身だ。

　だから、本当はこんなことを言うのは、非常に失礼なのかもしれないけれど……。

　そんなことを考える僕を、秋あき玻ははじっと見ている。

　そして──、

「じゃあ──わたしが守ってあげる」

「……え？」

「矢や野のくんが凹へこみそうになってたら、わたしが助けてあげる」

　なんだか、秋あき玻はらしくもない物言いに少し驚いてしまう。

　どうしたんだろう、急に「守ってあげる」だなんて……。

　それに、なぜだろう。そう言う秋あき玻はの表情は、どこか不満げにも見える気が……。

「だから……ねえ」

　戸惑う僕に、彼女は不機嫌に眉を寄せ──こちらにぐっと身を寄せた。




「……手くらい、つないでくれても、いいじゃない……」




「……へ？」

「わたし……彼女になったんだから」

　僕の右側、肩の触れ合う至近距離で、むすっとしている秋あき玻は。

　その表情に、ようやく言っていることを理解した僕は、

「あ……ああ……」

　慌てて手の平をズボンで拭った。

「じゃ、じゃあ……」

　恐る恐る右手を伸ばし、彼女の左手を握る。

　──手の平に伝わる、ひんやりとした感触。

　──ガラス細工みたいに細い秋あき玻はの指と、絹のような手触りの肌。

　ずっと、どこかで夢見ていた。

　小説やマンガやらで見て憧れていた、「恋人」とのこんな関係。

　それが今、現実になったことにどぎまぎしながら彼女を見ると、

「……へへ」

　秋あき玻ははようやく表情を緩め、僕に笑いかけた。
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　しかし──、

「……おう」

「よお……」

　そんな幸せな気分も──待ち合わせ場所。

　西にし荻おぎ窪くぼ駅えきに着いたところで、雲散霧消した。

　すでにそこにいたそいつと、隣の女の子に小さく挨拶してから、

「まだ……須す藤どうと修しゆう司じは来てない？　二人だけ？」

　と尋ねると、その男は。

　どこかぶっきらぼうな印象の同級生──細ほそ野の晃あきらは、くしゅっとした髪を搔かき、醒さめた目をこちらに向けないまま印象通りの口調でこう答える。

「ああ、まだ、俺と柊ひいらぎだけだよ」

「そっか……」

「……そっちの女子は、彼女か？」

「……あ、ああ！」

　言われて、秋あき玻はと手をつないだままだったのに気づいた。

　なんだか急に気恥ずかしくなってしまって、どちらからともなく手を離す。

「ま、まあ……そう、だな……。水みな瀬せ秋あき玻はって言うんだけど……」

「ああ、須す藤どうの言ってた子か。なんかその、色々……あったっていう」

「……そう、だけど」

「……どうも、水みな瀬せです」

「ああ、細ほそ野のです」

　挨拶する秋あき玻はにも、細ほそ野のはそれだけ言ってむっつり黙り込む。

　そして、そばにいる女子──細ほそ野のの彼女である柊ひいらぎさんも、彼の隣で静かにただ佇たたずんでいた。

　──細ほそ野の晃あきらと、柊ひいらぎ時とき子こ。

　二人は、僕らと同じ宮みや前まえ高校の二年生だ。

　クラスが違い、普段あまり接点はないのだけど……去年の夏、僕はこの二人と、一度だけ一緒にファミレスに行ったことがある。共通の友人である須す藤どうから「本好きのとっつきづらいやつだけど、実は結構優しいから、一度会わせたくって」なんて紹介されたのだ。

　最初は、なんとなく気が合いそうだと思っていた。

　その当時は、明るくてノリのいいキャラを演じていたけれど、内心共感できそうなやつと知り合いになれるのは純粋に楽しそうだ。前々から、須す藤どうの話に出てくる細ほそ野のの存在が気になっていたのもある。

　しかし、実際に細ほそ野のと顔を合わせた僕は──原因不明の「やりづらさ」を感じた。

　確かに、近いところはあるのだ。

　本が好き、人付き合いが悪い、テンションが低い。

　この辺りは、本来の僕とまったく同じだ。

　なのに、なぜだろう……。

　どこかいつも物もの憂うげで、口数も少ない細ほそ野のといると、なぜか僕は凹へこんでしまう。

　気持ちが微妙に落ち込んで、なにをしゃべればいいのかわからなくなってしまう。

　──苦手だ……。

　それが、その日僕が細ほそ野のに対して抱いたぼんやりとした印象だった。

　……ただ、柊ひいらぎさんの方は、細ほそ野のほどぶっきらぼうではないらしく、

「……はじめまして」

「うん、はじめまして」

　おずおずと前に出ると、小さくほほえみ秋あき玻はに話しかける。

「あの、伊い津つ佳かから、よく話は聞いてるよ……」

「わたしも、あの子から柊ひいらぎさんのことは時々話に聞いていたわ」

「そうなんだ……。なんだかちょっと照れるね……。で、えっと……今、表に出てるのは……秋あき玻はちゃん、の方……なんだよね？」

「ええ、そうね。もう少しで、春はる珂かに入れ替わってしまうけど……」

「そっか、春はる珂かちゃんと会うのも、楽しみだなあ……」

　そう言うと、柊ひいらぎさんは邪気のない表情で頰を緩めた。

　──春はる珂かちゃんと会うのも、楽しみだなあ。

　今回集まった目的の一つが、これだった。

　春はる珂かと、柊ひいらぎさんを会わせる。

　そして、できれば友達になってもらう──。

　春はる珂かと初めて出会ったあの頃、彼女は「友達」を強く欲ほつしていた。

　僕がその第一号になり、今では親友と呼べるほどの仲になったと思っているけれど……きっとその数は、もう少し多い方がいいだろう。彼女に残された時間を少しでも楽しい、価値のあるものにするなら、きっと友達の存在は重要だ。

　というわけで、僕は春はる珂かと秋あき玻はに「須す藤どうや修しゆう司じ以外のやつと遊びに行かないか？」と交換日記で提案。




　──え、行きたい行きたい！

　──それはいい案ね。




　と賛成を得て、それを須す藤どうに相談した。

　須す藤どうも乗り気で考えをめぐらせてくれて「だったら……細ほそ野のとトッキーと遊ぶ？」「考えてみたら、トッキーと春はる珂か、気が合いそう！」と今日の顔合わせを計画してくれたのだった。

　確かに柊ひいらぎさんなら、春はる珂かとも、秋あき玻はとも仲良くやってくれそうな気がする。趣味的には秋あき玻はと気が合いそうだし、性格の面で言えば春はる珂かと馬が合いそうだ。

　さらに言えば、

「──そうそう、わたしも『十四歳』読ませてもらったわ」

　秋あき玻はがそう言うと、柊ひいらぎさんは口元に手をやり、

「え、ほんとに……!?」

「ええ、とても面白かった」

「あ、ありがとう……。どうしよう、なんか、恥ずかしい……」

　頰を染め、視線をふらふらさまよわせる柊ひいらぎさん。

「そんな、恥ずかしがることないと思うわ。共感できたし、感心するところも沢山あったし……」

　──ちょっと、信じがたいことなのだけれど。

　ややこしいし、混乱してしまいそうな話ではあるけれど……。

　実は柊ひいらぎさんは『十四歳』という、数年前に発売された小説の主人公だ。

　いや、正確に言えば……小説の主人公のモデルなのだ。

『十四歳』──「トキコ」の穏やかな毎日を繊細な筆致で描いた長編小説で、執筆したのは柊ひいらぎさんの姉である作家、柊ひいらぎところ。読者からの静かな共感を集めたことで、続編も何作か執筆されている。僕もたまたまその小説を読んでいて、彼女との初対面時にその事実を聞かされたときは、度肝を抜かれた。

　そして偶然にも──秋あき玻はも、中学生のときにその小説を読んでいるのだ。

　となれば、話題に事欠くことはないだろう。

　二重人格だったり小説の主人公だったり、特殊な立場にある者同士、共感し合えるところもあるかもしれない。

　……ちなみに。

　細ほそ野のも、元々は『十四歳』の熱心な読者で。それをきっかけにして、彼女との距離を縮めて恋人同士になったのだそうだ。その話を聞いた当時、ちょっとだけ「うらやましい」と思ったのは、今となっては誰にも言えない秘密だ。

「──おーい、みんなー！」

　そんなことを考えていると、通りの向こうから聞き慣れた高い声が聞こえる。

「ごめーん、遅くなっちゃって！」

　そちらに目をやると、案の定、髪をぴょこぴょこさせながら須す藤どうがこちらに駆けてくるところだった。

「いやー、途中でしつこい芸能関係者にスカウトされちゃってさー。美少女過ぎるのも困りものだねー！」

「……いや、西にし荻おぎに、スカウトとかいないだろ……」

「矢や野のテンション低っ！」

　そう言って、須す藤どうは楽しげに笑った。

「なんか、相変わらずちょっと慣れないねー！　まあ、別にいいんだけどねー！」

「そ、そうかよ……」

　そんな風に、気のない返事をしたけれど。

　ノってやれなくて申し訳ない気持ちになるのも、違和感があるのも相変わらずだった。

　しみついた演技の癖は、なかなか抜けてくれないらしい。

　さらに……細ほそ野のがこちらを、驚きの表情で見ていることに気づいた。

「……な、なんだよ？」

「いや、矢や野の、お前……」

　尋ねると、細ほそ野のは怪け訝げんそうな表情のままで。

「……そんなキャラだったっけ？」

　……ああ、そうだ。

　僕が前回細ほそ野のに会ったのは、一年ほど前のこと。

　まだ「明るくてノリのいいクラスメイト」を演じていた頃のことなんだ。

「いやまあ、色々あってな……」

「へえ……」

「細ほそ野のもトッキーも秋あき玻はも、おはよう！」

　須す藤どうが明るい声で、そこにカットインしてくる。

「お、トッキー今日も相変わらずかわいいねー」

「え、あ、ありがとう……」

「秋あき玻はもきれいだよー。矢や野のと付き合ってからどんどんきれいになるねえ」

「そ、そう……？」

　よっぱらいのめんどくさいおっさんのように、女子二人にかまい始める須す藤どう。

　初っぱなから高いテンションに、そばで見ている僕も苦笑してしまう。

　けれど、そんな須す藤どうも──。

「──ああ、ごめん、俺が最後か」

　背後から近づいてくるその声に──表情をきゅっと固くした。

「……っ！」

　──穏やかで、心ここ地ち好よい低音の大人びた声。

　そして、その声がよく似合う俳優じみて整った顔──。

「……おう修しゆう司じ、遅かったな」

「ごめんごめん、出がけに父親に話しかけられてさ」

　細ほそ野のがそんな風に迎えたのは──今日一緒に遊ぶことになっている最後のメンバー、広ひろ尾お修しゆう司じだった。

「矢や野のも水みな瀬せさんも柊ひいらぎさんも、遅れてごめんね……」

「いや、言うほどは遅れてないよ」「うん、気にしないで」

「そっか、ありがと……」

　そんな風に言い合ってから。修しゆう司じは自分に背を向けている須す藤どうに視線を向ける。

「……須す藤どうも、ごめんね、遅くなって」

　その言葉に──須す藤どうの肩がぴくりと動いた。

　そして、微妙な間を挟んでから、彼女は修しゆう司じの方を向くと、

「……べ、別にいいよ」

　視線を不自然に落とし、かすれた声でそう言った。

「うん、ありがとう」

「……」

　あっという間に会話は終わり、須す藤どうはそそくさと彼と距離を取ってしまった。

　──あの日から。

　修しゆう司じが須す藤どうに告白してから、二人はずっとこんな感じだった。

　須す藤どうは修しゆう司じから逃げ回り、まともなやりとりを交わすこともない。

　昼食の時間こそ以前のように僕と秋あき玻は、春はる珂か。須す藤どうに修しゆう司じ、というメンバーで食べ続けているけれど──そこでも、二人の間に会話はなかった。

　そのぎこちなさがさすがに気にかかって。僕はある日、須す藤どうに尋ねてみることにした。

「──なんでそんな、修しゆう司じを避けるんだよ。気まずいのはわかるけど……もしかして、なんか事情があるのか？」

　昼休み終わりかけの教室で。自席の須す藤どうはばつが悪そうに口をもごもごさせ、

「いや……なんか、緊張しちゃうんだよー」

　意外とシンプルなことを言いながら頭を抱えた。

「今までどう接してたのかわかんないし、変に気を遣って不自然になりそうだし……ううう……」

「……まあそれもそうか。でも、できればもうちょい普通にしてやって欲しいけどな」

「そうしたいよこっちだって！　こんな感じじゃ、ふわふわしてばっかりで、返事ちゃんと考えられないし……。でも、どうしたらいいかわかんないんだよ……」

　そう言う須す藤どうは、本気で参ってしまった様子で。

　そして修しゆう司じも、そんな須す藤どうとの距離に若干傷ついているようだった。

　なら──僕としては、二人の力になりたいと思った。

　変なことになってしまった二人の距離を、元に戻したい、と。




　だから今回は、春はる珂かと柊ひいらぎさんを友達にするだけでなく。

　須す藤どうと修しゆう司じに「普通の会話」を取り戻すのも、目標の一つだ。
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「──えーなんなのーなんで細ほそ野のそんな速いのー！」

　画面の中のキャラクターが次々とゴールを切る中。

　須す藤どうは投げ出すようにコントローラーを置き、不満げな声を上げた。

「そんな細ほそ野の……ゲーマーとかそんなキャラでもないじゃん！　むしろちょっとヘタそうじゃん！　どうしてー！」

「た、確かに！　すごく速かった……！」

　未いまだに一人だけゴールしていない春はる珂かも、必死にカートを操りながらこくこくとうなずいた。

「カーブでも、ビューって走っていって、なにしてるのか全然わかんなかった！」

「カラオケもうまかったし、高校入って早々に彼女も作るし……なんなの!?　クールぶってて実はパリピなんじゃないの!?」

「パリピなわけねえだろ……」

　めんどくさそうに目を細め、細ほそ野のはそう言う。

「母親が結構こういうゲーム好きでさ……。それに小さいときからだいぶ付き合わされてるから、慣れてるんだよ」

　ここまでですでに五連勝ほどしているというのに。その口調はうれしそうでもなんでもない。

「……そういうことか」

　僕もコントローラーをローテーブルに置きつつ、小さな敗北感にうちひしがれていた。

　我が家にもこのゲームはあって、これまで須す藤どうたちと対戦したときもかなりの勝率を誇っていた。

　けれど……ちょっとこいつには敵かないそうにない。

「……ふう」

　ソファの上で身を伸ばし辺りを見渡す。

　こぎれいに掃除されたリビング。

　観葉植物があちこちに置かれた十五畳ほどの広さのこの部屋で、僕らは50インチほどの薄型テレビに向かっていた。

　画面には、国内ゲームメーカーの、人気レースゲームが表示されている。

　春はる珂かと柊ひいらぎさんを会わせてみよう、という話になったあと。インドア派の二人のために今回は屋内で遊ぶ流れになり、人数とスペースの問題を考えて場所は細ほそ野の家に決定。こうして全員ここを訪れ、ゲームに興じているのだった。

　……正直、苦手なやつの家にいるというのは、微妙に居心地が悪かった。

　シンプルな内装も家具もどこかよそよそしく感じられて、まさに『アウェイ』の気分。

　とは言え細ほそ野のも、ほとんど面識のない僕や春はる珂かたちのためにスペースを提供してくれたわけで。感謝はしても、文句を言う筋合いはどこにもないだろう。

「わ、ゴールしたね、おめでとう」

　今回のレースをそばで見ていた柊ひいらぎさんが、ようやく走りを終えた春はる珂かにそう言う。

「今日、初めてなんでしょ？　わたし、最初にこれやったとき、全然ゴールできなかったから、すごいよ……」

「えー、ほんと？　わたし、才能あるかな!?」

「うん、あると思う」

「うふふ、そうかなー」

「……なんか、あの二人のやりとりすごく癒やされるんだけど」

　柊ひいらぎさんたちを見ていた須す藤どうが、頰を緩めてそう言った。

「秋あき玻はとの組み合わせも絵になってたけど、春はる珂かとだとこうなるんだね……。動画に撮って、寝る前とかにずっと見てたい感じ……」

　確かに……彼女たちのやりとりは、どこか抜けていて悪意がまったくなくて、見ていてほっとするところがあった。

　人格が春はる珂かに入れ替わって、三十分ほど。

　人前で替わるのは恥ずかしいから、と一旦席を外し、春はる珂かになって戻ってきた彼女と柊ひいらぎさんは──あっという間に仲良くなった。

　根本的に、ちょっと性格が似ているんだろう。

　考え方やテンポ感が近いようだし、雑談しているだけでも二人はずいぶん楽しそうだ。もちろん、今回集まった事情を知っている柊ひいらぎさんが、積極的に話しかけてくれたのもあるのだろうけど。

　現在、秋あき玻はと春はる珂かの入れ替わり時間は九十分ほど。

　次の入れ替わりまであと一時間ほどだけれど、きっとそれまでに、二人はもっと仲を深めることができるだろう。

　となると問題は──、

「次、誰やるー？」

「あ、じゃあ俺やるよ」

「……そ、そう……」

　あからさまに目を逸そらしながら、修しゆう司じにコントローラーを渡す須す藤どう。

　相変わらずぎくしゃくしたままの、こっちの二人だな……。
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「──なあ、ここからちょっと、チーム戦にしないか？」

　三十分程が経たち。

　一レースが終わったその段階で、少し考えてから僕は皆にそう提案した。

「え、チーム戦？」

「それは……どういう感じでやるの？」

　細ほそ野のと修しゆう司じの質問に、僕は「そうだな……」と考えてから。

「じゃあ……二人一組にしてさ、一周ごとにプレイヤーを交代しながら、一人のキャラを操作する……っていうのでどうだ？　それぞれの力量はそろそろわかってきたし、ちょっと趣向変えてみるのもいいんじゃないかなって……」

　あれ以来細ほそ野のは相変わらずのキレのある走りを、春はる珂かと柊ひいらぎさんはほんわかしたやりとりを披露し続け──須す藤どうたちの距離も、縮まらないままだった。

　このまま放っておけば、きっとこの感じのまま今日はお開きになる。

　それはそれで楽しかった、と思えるだろうけれど。

　告白の返事の日は近いのだから、この機会にできることはしておきたい。

　──そう思って、僕はそんな提案をしたのだった。

　一旦無理にでも距離を詰めてみて、そこからどうにかするという作戦である。

　……ちなみに、一周ごとにプレイヤー交代だなんて。コントローラーを持ち代えるだなんて、ちょっと強引なやり方だとは思う。

　けれど、今回の目的はあくまで須す藤どうたちの関係を近づけることだ。

　この目的を知っている須す藤どう以外のメンバーには、その辺りの雑さは勘弁してもらいたい。

「……いいんじゃね？」

　意外なことに、最初にそれに乗ってくれたのは細ほそ野のだった。

「せっかく初対面のメンツとかもいるんだし……柊ひいらぎも、そういうのどう？　やりづらいか？」

　ごく自然に、恋人を気遣う細ほそ野の。

　そしてそれに、柊ひいらぎさんも小さく笑みを浮かべ、

「ううん……わたしもそれがいいと思う」

　……二人とも、決して口数が多いわけでも、人付き合いがいいタイプでもないだろうに。

　それでも、こんな風にどこか通じ合っているところを見せられると、少し憧れてしまうところがあった。僕と秋あき玻はも、いつかこんな空気を出せるようになるんだろうか……。

　ちらりと春はる珂かの方を窺うかがうと、彼女はのどかな表情で細ほそ野のたちを見ていて、それはそれでほほえましい気分になった。

「わたしもいいと思うよー」

「俺も、それでかまわないかな」

　春はる珂かと修しゆう司じが同意して、場の意見がだいたいまとまる。

　残るは、あと一人なのだけど──、

「……うーん」

　低くうなるようなその声に目をやると──ローテーブルの前。

　クッションの上に座っていた須す藤どうは、むんずと腕を組み考え込んでいた。

　……もしかして、ちょっと強引すぎたか？

　このやり方……さすがに須す藤どうには抵抗があったか？

　けれど、須す藤どうはふいに、思い付いたようにくわっと顔を上げ、

「……普通にやるんじゃつまらないよ！　負けたチームは罰ゲームね！」

「あ、ああ……」

　……なんだよ、そういうことか。

「いやまあ、いいけど……どういう罰ゲームやるんだ？」

「うーん、じゃあね……周りがいいって言うまで、恥ずかしかった出来事を告白すること！」

「……わかった、じゃあそれでいくか」

　全員の表情を窺うかがい、反対意見がなさそうなのを確認してから話を次に進める。

「よし、じゃあ次はチーム分けだな。できれば、チームごとの実力が均等になるように振り分けたいけど……」

　重要なのは、ここからだ。

　須す藤どうと修しゆう司じの距離を近づけるなら、二人を同じチームにしなければいけない。

　他のメンバーでうまく連携していく必要がある。

　僕の意図はなんとなく読み取ってくれているだろうし、みんな空気を読みながらチームを組んでくれるだろう、と思うけれど、

「あ、あの……」

　予想外にも、最初に手を上げたのは柊ひいらぎさんだった。

「わたし、せっかくだし……春はる珂かちゃんと同じチームがいいんだけど……」

「……ええ!?」

　思わず、大きめの声が出てしまった。

「あ、わ、わたしも……！　わたしも時とき子こちゃんと一緒がいい！」

「は、春はる珂かもか……!?」

「え、だ、ダメかな……？」

「い、いや、僕らとしてはいいけど……その、割と、実力的に偏りがないか？」

　正直──実力差や人間関係的に、細ほそ野の・柊ひいらぎチーム、矢や野の・春はる珂かチーム、須す藤どう・修しゆう司じチームに分かれるだろうなと思っていた。

　なのに、まさか……初っぱなからその構想が崩れるなんて。

「うん……二人とも、初心者だけど。一緒に頑張りたいから……」

「だよね！　うん、頑張ろう時とき子こちゃん！」

「そ、そっか……」

　そこまで言うなら、止めるわけにもいかないだろう。

「じゃあ、春はる珂かと柊ひいらぎさんが、まずは同じチームで……」

　ただ……そうなると。

　残りのメンバーで、須す藤どう修しゆう司じをくっつけようと思ったら──。

　そんなことを考えて、うまく口を開けずにいると、

「……やるか、矢や野の」

　おもむろに、細ほそ野のがこちらを見て言う。

「なんか、せっかく知り合いになったんだし、もうちょい絡からんどくか」

　そうだ──こういう組み合わせにするしかない。

　僕と矢や野のが組むしかないのだ。

「……おう、そうだな」

　バレないように、小さくため息をついた。

　……やりづらい。

　やりづらいし、どういうテンションで相手に絡からめばいいのかもわからない……。

　なんでこうなるんだろう……。こんなに友達が集まった空間で、わざわざ唯一苦手なやつとチームを組むなんて……。

　……ただ、考えてみれば、

『春はる珂かと柊ひいらぎさんを友達にする』

『須す藤どうと修しゆう司じの距離を近づける』

　この二つの目標を考えれば、確かに現在の組み合わせはベストだ。

　今回と言い、チーム戦を提案したときと言い、なぜだか細ほそ野のは毎回適切なリアクションをしてくれるな。

　……もしかしてこいつ、僕のやろうとしていることを理解して、うまくサポートしてくれているんだろうか？　あんまりそういうこと、しないタイプのような気もするけれど……。

「じゃあ……残りは俺と須す藤どうだね」

「う、うん……」

　須す藤どうがうなずき、チーム分けが決まった。

　実際のレーススタート前に、もう一度ルールの確認をする。

「コースは一番オーソドックスなところで、一周ごとにプレイヤーを入れ替えながら四周する。ＣＰＵのプレイヤーはなし、走るのは僕ら三人だけ、っていうルールでいこう。負けたチームは罰ゲームとして、周りの全員がいいって言うまで『これまであった恥ずかしい出来事』を話す。……これでいいよな？」

「うん」「大丈夫」

　周囲の全員がうなずいて──さっそく、レース開始となった。

　スタート時のプレイメンバーは、細ほそ野の、須す藤どう、春はる珂かだ。







　コースが表示され、各キャラがスタートラインに並ぶ。

「──よし……絶対一位取る！」

「……」

「あーどうしよう、緊張してきたよー！」

　コントローラーを持ったメンバーは、画面を食い入るように見つめていた。

　柊ひいらぎさんが、春はる珂かの後ろで、「頑張って……！」と真剣な顔で声援を送っている。

　そして、全員が息を吞のむ中。

　スタートランプの点滅が始まった。

　風船を模したスターターキャラが指でカウントダウンをし──３、２、１、

　──０。

　──レース開始だ。

　同時に──、

「──ああ～！」

　春はる珂かの情けない声が響いた。

　アクセルを踏み込むのが早すぎたらしい。

　タイヤが空回りし、春はる珂かの選んだお姫様キャラが大きく出遅れる。

　その間に──細ほそ野のの主人公キャラ、須す藤どうのトカゲキャラはスタートダッシュに成功。

　スタジアムに作られたサーキットコース内を、滑るように駆け出した。

　現在の順位はわずかに須す藤どうが細ほそ野のをリードして一位、次いで細ほそ野の、春はる珂かという順番だ。

「よし！　このまま逃げ切る！」

　そう宣言して、須す藤どうはコントローラーを握る手に力を込めた。

　しかし──、

「──あーもう！　こないでよ！」

　細ほそ野のは正確なドリフトでコーナーを切り裂き、須す藤どうのカートを猛追していく。

　そして、アイテムボックスから攻撃アイテム、追尾機能なしボールを入手。

　それをじっくり須す藤どうに狙いをつけ、

「……よし！」

「あー！　なんで当たるのー！」

　見事命中させ、須す藤どうのカートを派手にクラッシュさせた。

「ちょっと！　女子にいきなり暴力とか最低じゃない!?　そんなんでトッキーをほんとに幸せにできんの!?」

「いや、須す藤どうのキャラ、オスだろ……」

「屁へ理り屈くつこねないで！　あーくそー！　絶対細ほそ野の抜き返してやる！」

「うえー待ってよー……」

　復ふく讐しゆうに燃える須す藤どうと、なんとか食らい付く春はる珂かを置き去りにして、細ほそ野のは首位をキープしたまま一ラップ目を完走。

「矢や野の、頼む」

「……おう」

　こちらにコントローラーを差し出した。

　僕はそれをおずおずと摑つかみ、走りを引き継ぐ。

　一瞬触れた細ほそ野のの指が少し冷たくて、なんだか変に気まずい気分になった。

　少し遅れて、須す藤どうも一ラップ目を終了。

　隣の修しゆう司じにコントローラーを渡そうとするけれど、

「は、はい……」

「うん」

「……わっ！」

　あちらも指先でも触れてしまったのだろうか──須す藤どうが勢いよく手を引っ込め、コントローラーが床に転がった。

「しまった！」

　慌てて修しゆう司じが拾い上げ、走りを再開する。

　しかし──カートは完全に速度を失い、僕から大きく引き離されるだけでなく、春はる珂かのカートにも差を詰められてしまっていた。

「時とき子こちゃん、ビリでごめん！」

「大丈夫。すごくいい走りだったよ、ありがとう……」

「えー、ほんとー？」

　ここでようやく、春はる珂かも一ラップ目を完了。

　相変わらず癒やされるやりとりをしながら柊ひいらぎさんにコントローラーを渡した。

　──順当なレース運びだな。

　首位を独走しながら、僕は改めて状況を見直す。

　春はる珂かと柊ひいらぎさんの経験不足は、やっぱりいかんともしがたいだろう。

　須す藤どうと修しゆう司じもいい線を行っているけど、案の定ぎくしゃくした空気がネックになっている。

　このまま順調にいけば僕らが優勝、少なくとも罰ゲームは回避できそうだ……。

　ただ──今回の本題は、須す藤どうたちをどうするか、なのだ。

　ここからどうすれば、須す藤どうと修しゆう司じの間にある壁を壊せるか……。

　コーナーの内側を攻めながら、一人考えをめぐらせるけれど──めまぐるしく通り過ぎる画面の景色に気を取られて、なかなかアイデアは浮かんでくれなかった。




　──その後、第二ラップが終了し、プレイヤーが交代となる。

　細ほそ野のは相変わらずのキレのある走りでぐいぐいと差を広げ、一位を独走する。

　細ほそ野のが一位、須す藤どうが二位、春はる珂かが三位という順番のままで──レースはついに、ファイナルラップに突入した。




「──このままいけそうだな……」

　──ファイナルラップも残り半周。

　あと数十秒でレース終了、と言ったところで、僕はコースを見渡し、そうつぶやいた。

　修しゆう司じは後ろにつけてきているけれど、ここから大きな山場はない。

　事故が起きなければ、このままの順位でゴールできるはず。

　……ただ。

　考えながら、ちらりと須す藤どうたちの方を窺うかがった。

　レースを始める前よりは、わずかに距離は近づいただろうか。

　さっきのようにコントローラーを落とすことはないし、やりとりにも固いところはない。

　けれど、以前の二人の関係を考えれば、この会話ゼロの状態はやっぱり不自然だろう。

　少しずつ変わっていくしかないとは言え、そのスピード感のなさがどうにももどかしい。

　──そんなことを考えているうちに、最後のアイテムボックスコーナーに差し掛かる。

　僕が入手したのは……わずかにカートの速度が上がるダイヤだ。

　あまり効果のないアイテムだけど、首位であることを考えれば仕方がない。

　そして、続く修しゆう司じが手に入れたのは──、

「……よし！」

「マジかよ……」

　追尾機能なしの攻撃アイテム、ボールの三個セットだった。

　一つだけならかわす自信がある。けれど、それが一気に三つも来るのはかなり厳しい……。

　予想外に、強力なアイテムだ……。

　修しゆう司じのカートが僕の後ろにつき、ジワジワと照準を定める。

「いや、ちょ！　撃つなって！　このままいけば僕ら罰ゲームしなくてすむんだぞ！」

　なんとかビリを避けたくて、僕は必死で修しゆう司じの説得にかかる。

「無理にここで一位狙うことないだろ！」

「いや、それでも俺、最後まで全力尽くしたいから」

「そんなスポーツマンシップ今はいらないって！」

　言葉を重ねるも……修しゆう司じは聞く耳を持ってくれない。

　そして、コーナーに差し掛かったタイミングで、

「うわっ！」

　──修しゆう司じは、ボール三つをまとめてこちらに放った。

「くそっ！」

　慌ててハンドルを切り、なんとか直撃は避けることができた。

　しかし──ボールはコースの壁に衝突。

　そして、予測不能の軌道ではね返ると──、

「うっわああああ！」

　──まっすぐこちらに飛んできて、僕のカートを弾はじき飛とばした。

　乗っていたスピードそのままに、コース外に飛んでいく僕のカート。

　これで終わりか……と思った瞬間。

「ああ、まずい！」

　修しゆう司じが声を上げ──激しいクラッシュ音。

　見れば──ボールを投げた修しゆう司じ自身までもが、はね返ったそれに当たりコース外に弾はじき飛とばされていた。

　そして、最後尾を走っていた柊ひいらぎさんは、

「あれ……このアイテム、なんだろう……」

「なんだろうね……とりあえず、使ってみればいいんじゃない？」

「うん、そうしようか……」

　春はる珂かとのんきに話しながら、このゲーム最強の性能を持ったアイテム「流星」を発動。

　とてつもないスピードを得た彼女のカートは、あっという間に僕と修しゆう司じのいたコーナーを越えゴールに向かって疾走していった──。





＊






　──というわけで




　一位『時とき子こ・春はる珂かチーム』

　二位『細ほそ野の・矢や野のチーム』

　三位『須す藤どう・修しゆう司じチーム』




　という結果に落ち着き──、

「──あー、これは本当に出したくなかったんだけどなー……」

　現在僕らは、罰ゲーム、須す藤どうによる「恥ずかしい話」を聞いていた。

「──昨日靴下左右で違うものだった」

「──小六でおねしょしたことがある」

　という話で周囲を満足させることができなかった彼女は、『ある画像』の映ったスマホを僕らに差し出している。

「これは……」

「え、なんだこれ？」

「……はがき？」

「うん、そう……」

　うなずいて、須す藤どうは恥ずかしげに唇を嚙かんだ。

　画面には──一枚のはがきが。

　イラストと、メッセージの書かれた一枚のはがきが表示されていた。

　イラストは、ペンで描かれた、明らかにプロの手によるもの。

　そしてその周囲に書かれた『いつかちゃん』という名前入りの直筆メッセージ……。

「……え、これ有名なマンガのキャラだよね!?」

「しかも……作者の人の直筆？」

　こちらを覗のぞき込こんでいた春はる珂か、柊ひいらぎさんも目を丸くしている。

「うん……それ、『トランキライザー』のゼノ、っていうキャラ……」

「あ、ああ……『トランキライザー』……」

　そのタイトルは僕も覚えている。七年ほど前に一部で大流行した少年マンガだ。

　はがきには、その登場人物が大きく描かれ、そしてその周りには「応援ありがとう」「そこまで好きになってくれて、うれしい」というメッセージがちりばめられている。

「あの……あんまり皆には言わなかったけど、わたしあの頃『トランキライザー』にすごくはまってたのね」

　ぽつぽつと、須す藤どうは説明を始める。

「少年マンガだけどダークな感じとか、キャラがかっこよくて……。で、その中の、このゼノっていう、このキャラには……本当にもう、完全に恋してて……。いつも、どうしてもゼノに会いたい、このまま彼に会えないままなのが辛つらいって思って……編集部宛に……本気のラブレター、便せん五枚分くらい書いて送ったの。そしたら……作者の先生が、この返事くれた……」

「えーすごい！」

　画面を覗のぞき込こみ、春はる珂かが目をキラキラさせている。

　細ほそ野のも感心した様子で、

「恥ずかしい話って言うか、すごい話じゃねえか」

　確かに、これはちょっとうらやましい。

　僕も好きな漫画家や小説家にこんなはがきをもらえたら、宝物としてずっと部屋に飾っておくだろう。

　けれど──須す藤どうはそうも思えないらしい。

「今となっては恥ずかしいんだよー！　いや、キャラ好きになることは今でもあるし、別にいいと思うけど……。ていうか、やっぱり光栄だから、こうやって画像に撮って持ち歩いてるけど……。でも、ラブレターまで書いて……もう本気で恋してて、どんだけ幼かったんだよっていう！」

　そこまで言うと、須す藤どうはソファに突っ伏しクッションに顔を埋めた。

「あーもう！　罰ゲームなんて言い出さなきゃよかったよー！　あー！」

「……これは、ＯＫだな」

「だね」

　細ほそ野のと修しゆう司じがそう言って、笑顔でうなずき合う。

　これには僕も同意見だ。発案者として、不足のない「恥ずかしい」話だったと思う。

「お疲れ須す藤どう。それで十分だよ」

「……うう」

　細ほそ野のがそう言うと、須す藤どうはようやく顔を上げる。

「なんでわたし、自分が考えた罰ゲームでこんなダメージ受けてるんだろ……」

「で、次は修しゆう司じだな」

　そう言って、細ほそ野のが修しゆう司じの方を見た。

「須す藤どうがこんなに頑張ったんだし、修しゆう司じも相当なやつ出さないと納得されないぞ？」

「そうだね、参ったなあ……」

　頭を搔かき、苦笑している修しゆう司じ。

「どういうこと話せばいいだろう……」

　そんな修しゆう司じから──須す藤どうは相変わらず目を逸そらしている。そして、さりげなくソファから立ち上がると、彼から離れた位置にある椅子に座り直した。

　──結局。今のところ、二人の距離を縮める糸口は見えていなかった。

　チーム戦であれだけ接したのにこの感じ、ということは、もう自然回復を期待することはできないだろう。

　だからなにか、もう少しきっかけを。色々な事情を忘れて、思わず話が盛り上がってしまうような、そういう状況を用意できればいいのだけど……。

「……あ、そうだ」

　そこで、ふと僕は思い付き、

「なんか……懐なつかしい話とかないか？」

　修しゆう司じにそう尋ねてみる。

「懐なつかしい話？」

「そう。修しゆう司じと須す藤どうと細ほそ野の、小学校からずっと一緒なんだろ？　だったら、なんか二人も知ってるようなことで……恥ずかしい話とかないか？」

　──そういう話題なら。

　すでに須す藤どうも知っている、二人にとっての「昔話」なら、必然的にちょっと盛り上がるんじゃないだろうか。

　自分に幼なじみと呼べるような間柄の友人はいないけれど、小学校の頃の知り合いに会えば、当時の話題でそこそこ楽しめそうな気がする。

「……ああ、じゃあ……あれの話しようかな」

　そう言うと、修しゆう司じは恥ずかしそうに苦笑してから、

「小学校の頃……魔法使いの噂うわさあっただろ」

「……ああ、あったな！」

「……あー、四年生くらいの頃……」

　細ほそ野のがうなずき、未まだダメージから回復しない須す藤どうが消え入りそうな声で言う。

「そうそう。えっと、矢や野のたちに説明すると……その頃、放課後の学校に、魔法使いの格好をした子が現れるって噂うわさになったんだよ。濃い緑色のローブみたいなのを羽織って、杖つえを持った男の子が……」

「へえ……」

「それは、怪談みたいな……？」

「そうだね」

　柊ひいらぎさんの質問に、修しゆう司じはうなずく。

「まさにそんな感じだよ。怪談というか、都市伝説というか、実際、その魔法使いに会うと一週間以内に死んじゃうとか、家族全員が呪われる、とか、そういう噂うわさもあった」

「そうそう。魔法使いじゃなくて死神だって言われたりしてたな」

「で、その魔法使い、四年の終わり頃に話題にならなくなり始めて、五年になった頃にはみんなもう忘れかけてたんだけど……」

　修しゆう司じはうつむき、ちょっと口ごもると。

　恥ずかしげに苦笑し──僕らに告白した。

「……実はあの魔法使い……俺です」

「はあ!?」

「え、噓うそでしょ!?」

　細ほそ野のと須す藤どうの顔色が変わる。

「え、修しゆう司じ……あれ、え、お前だったのか？」

「う、うん……あれ、昔学芸会の劇で使ったローブ着て、杖つえ持って、放課後の校舎歩いてたんだよ……」

「え、ちょ、それ、なんでそんなことしたんだよお前……！」

「いや、なんかその頃……本とかゲームとか見て、魔法使いに憧れてて……」

　言いながら、修しゆう司じの顔は真っ赤になっていく。

　恥ずかしさのせいか、口元には変なにやけ笑いが浮かんでいる。

「だから、なんか俺も……魔法使いになりたいなって。で、できれば……自分でやるだけじゃなくて、誰かに見られて、噂うわさになりたいなって……」

「……だからって、修しゆう司じ……コスプレして放課後、学校うろついたのかよ……」

　愕がく然ぜんとした細ほそ野のの表情。

　そして僕も──僕だけでなく、柊ひいらぎさんも春はる珂かも。

　まさかの告白にぽかんとしていた。

　修しゆう司じはそういう……子供らしい言動とは縁遠い印象だった。

　今の修しゆう司じは二十歳以上と言われれば信じてしまいそうな程に大人びているし、なんとなく、小学生のときくらいから落ち着いていたんじゃないかと……。

「で、時々そうやって誰かに見つかって、話題が広がってくのがうれしかったんだけど……春休みに入るちょっと前に、その魔法使いの格好してるのを、片かた岡おか先生に見つかってさ……」

「……あー……」

「よりによって、片かた岡おかに見つかったのかよ……」

　細ほそ野のたちが、半笑いの顔のまま眉を寄せる。

「矢や野のたちはわかんないよね。片かた岡おか先生っていうのは、四十歳くらいの女の先生で、ものすごく厳しいので有名だったんだ。で、案の定捕まった俺もこっぴどく[image: 叱]られてさ……皆が不安に思ってるんですよ！　って。最終的には、親まで呼び出されて説教されたんだ」

「……マジかよ」

「で、恥ずかしさと怖さで俺、大泣きしちゃって……。もう二度とやらないですって、宣言させられて……。それ以来、学校に魔法使いが出ることはなくなったっていう……」

　言うと、修しゆう司じは恥ずかしげに頰の辺りを搔かき、

「……そういう……話でした」

　……一瞬、部屋中がしんとしてしまう。

　うつむく修しゆう司じと、絶句しているそれ以外の面々。

　予想をはるかに超えた告白に、僕もどうリアクションすればいいのかわからない……。

　けれど──次の瞬間。

「……あははははははは！」

　リビングに笑い声が上がった。

　明るく弾はじけるような、高い声。

　その声の主は──、

「あはは……なにやってんの修しゆう司じ……あれ……修しゆう司じだったって……あはははは！」

　──それまでひたすら修しゆう司じと距離を取っていた、須す藤どうだった。

　お腹なかを押さえ、顔を真っ赤にし、目に涙まで浮かべている須す藤どう。

　ついにはソファの上で身をよじり、苦しそうにクッションを摑つかんでいる。

　それに釣られて、細ほそ野のが声を上げて笑い出し、柊ひいらぎさんと春はる珂かも笑う。

　さすがに恥ずかしいのか、

「でも、仕方ないだろー！　子供のときは誰だって、魔法使いとか憧れるだろ！」

　と修しゆう司じは言い返すけれど、

「憧れるけど……わざわざ格好マネする人なんていないよ！　しかも……学校うろつくとか……」

「だって、一人でやるだけじゃつまんないだろ！　須す藤どうだって、ラブレター編集部に出したんだろ!?」

「出したけど、わたしはそのあと怒られて泣いたりしてないもん！　あははははは！」

「……もうほんと、やめてくれよー！」

　言いながら、ソファに崩れ落ちる修しゆう司じ。

　その顔は確かに恥ずかしそうだけれど──須す藤どうと久しぶりに話ができたからか、どこかうれしそうにも見えた。





＊






「……矢や野の、今日はありがとな」

　須す藤どうの家からの帰り道。

　家が別方向の須す藤どう。柊ひいらぎさんを送っていく細ほそ野のと別れて、三人で駅に向かう途中で。

　修しゆう司じが僕の隣を歩きながら、ぽつりとこぼした。

「正直、告白してからずっとまともに話せなかったから……本当に助かった。春はる珂かちゃんも、ありがとう」

　すでに日は暮れ始めている。

　僕たちの歩く道は、ちょうど近所の女子大の通学ルートのようで、辺りにはサークル活動帰りらしい女子大生の姿がちらほら見えた。そして、そのうちの何人かは──隣の修しゆう司じに、時々視線をやっている。

　暖色に染まる街の中。

　穏やかな笑みを浮かべる修しゆう司じは、確かに男の僕から見てもちょっとした俳優のようだった。

「……ああ、いいんだよ別に」

　後ろについてきている春はる珂かを気にしながら、僕はそう答えた。

「ほとんど修しゆう司じの頑張りでなんとかなったようなもんだし。よかったよ、あの罰ゲーム」

「うん！　わたしも、すごく笑っちゃったもん！」

　もう一度魔法使いの話を思い出したのか、春はる珂かが微かすかに笑いながら僕に続いた。

「時とき子こちゃんとも友達になれたし……むしろこっちがありがとうだよ」

　──実際、修しゆう司じの頑張りが大きかったと思うのだ。

　選んだ話題がよかったから、須す藤どうはあんなに笑ってくれた。

　僕の雑な振りであんな話を出せたのは、修しゆう司じのセンスがよかったからだ。

「それに、問題はここからだよな。こうやって落ち着いてみて、須す藤どうがどう考えるか……」

「そうだな……」

　今日まで須す藤どうは、まともに考えられなかったんじゃないかと思うのだ。

　あれだけうろたえて、距離を取って、「自分が修しゆう司じと付き合うか」を冷静に判断するなんて、できない気がする。

　では、須す藤どうが修しゆう司じとの距離感を取り戻した今。

　これからの二人の関係を、どう考えるかな……。

「俺は、どうすればいいんだろう……」

　腕を組み、修しゆう司じは考え込む。

「正直さ、頑張りたいんだよ。須す藤どうと付き合いたいから、かっこいいところ見せたいとも思う。けど、もう須す藤どう、俺のいいところも悪いところもだいたいわかってるだろ？　だから、ここから急になにかしても、印象が変わることなんてないと思うんだよ」

「それは、そうだよなあ……」

　確かに、考えてみればその通りだ。

　もう、須す藤どうと修しゆう司じは十年の付き合いで。

　いまさら、これまでの印象が覆くつがえることはそうそうないだろう。

　であれば、どうすれば須す藤どうは「修しゆう司じと付き合おう」と思うのか。

　どこがひっかかって、なにが原因で──須す藤どうは返事を保留しているのか。

　そんなことを考えているうちに、大きめの交差点に出る。

　ここで僕は修しゆう司じと別れ、春はる珂かを家まで送ることになる。

「やっぱり……僕も須す藤どうと話してみる。今のところ、どう思ってるのかって」

「ああ、そうしてみてよ。別にその結果を、俺に教えなくてもいいから」

「おう、わかった」

　それだけ言って「じゃあな」と手を振り合うと、修しゆう司じは自宅の方へ交差点を曲がっていった。その背中を見送ってから、春はる珂かの方を振り返ると、

「……春はる珂か？」

　──彼女はぼんやりと空を見上げながら、そこに立ち尽くしていた。

　ついさっきまで、普通に会話に参加していた春はる珂か。

　なんとなく、ぼーっとしているだけかとも思うけれど──。

　どこを向いているのかわからない視線。

　黒目がちの瞳に、夕暮れの空のオレンジが光っている。

　緩い風に髪がなびき、頰を毛先がかすめる。

　町中が暖色の光に満ちる中。

　落ちかけた陽光に、春はる珂かの姿は溶けかけて見えて。

　今にもその身体からだが世界に薄れていきそうに見えて──。




　──得体の知れない不安に駆られた。




「──春はる珂か！」

　大きめの声で、もう一度彼女の名前を呼ぶ。

「……あ、え？」

「ちょ、どうしたんだよ！　大丈夫か!?」

「あ……ああ……」

　ようやく我に返ったらしい。

　春はる珂かは立ち止まり目をぱちくりさせて、いつも通りの表情で僕を見た。

「ご、ごめん……ぼんやりしてて」

「……そっか」

　その顔に、ようやく不安が解けた。

　深く息を吐き出し、僕はもう一度歩き出す。

「なら、いいんだけどさ……」

「ご、ごめんね、心配させちゃって……」

「や、大丈夫……なにか、考え事か？」

「うん、そのね……みんな、恋してるんだなあって」

「……恋？」

「うん」

　うなずいて、春はる珂かは足下に視線を落とす。

「矢や野のくんも、秋あき玻はも、修しゆう司じくんも、細ほそ野のくんも、時とき子こちゃんも……みんな、恋してる」

「……ああ」

「だからなんか……恋かあって、思って……」

　そのセリフに──春はる珂かが日記に書いていた言葉を思い出す。




　最近、色々なことを考えています。。。。。。

　どうやって生きていくとか、なにをしたいとか、そういうことをたくさん。。。。。。




「恋、かあ……」

[image: ]

　もう一度そう言って、空を見上げる春はる珂か。

　そんな彼女に僕は──なにも言ってやることができない。

「──春はる珂かも、恋すればいいじゃないか」

　だとか。

「──好きな人はいるのか？」

　だとか。

　そんなことを口に出すのは簡単だ。

　けれど、彼女と僕たちは──抱えているものが違う。

　こうしている間にも、ジワジワと入れ替わりの時間は短くなっていく。

　そしていつか、その時間がゼロになったとき──彼女は消えてしまう。

　なら、今僕が、なにを言ったって欺ぎ瞞まんでしかない。




　だから、せめて。

　せめて、今はこうやって──ぼんやりと空を眺める彼女の。

　遠い雲を見つめる春はる珂かの、隣にい続けられればと思う。





＊






　──翌日。

　学校で話をする修しゆう司じと須す藤どうは──ずいぶんと以前の距離感に近づいていた。

「あ、修しゆう司じの卵焼きおいしそう！　一個ちょうだい！」

「ああ、いいよ」

「んーおいしい！　お礼に枝豆一粒上げる！」

「それ、全然釣り合い取れてないだろ……」

　ローテンションながらも一応突っ込みつつ、僕は心底ほっとしていた。

　変に避けるでもなければ、近すぎるわけでもない。

　彼らにとっての、自然な距離感。

　だからその分──須す藤どうがどこにひっかかって、告白の返事を保留にしたのかはやはり気になった。

　なにか事情があるのか。時間をかけて考えたいのか。

　ただ単に好みのタイプが違うとか、他に好きな人がいるとか、そういう理由がないとも言い切れない。

　そして、もしもできることなら──そのひっかかりを解決する、手助けをできればと思った。それが結果として、どんな結論に結びつくとしても。

　というわけで……少し考えた僕はその晩、二十三時過ぎ。

　夜も深まったところでスマホでラインを起動し、須す藤どうにメッセージを送り始めた。





＊







四季『起きてる？』

いつか『（寝ている犬のスタンプ）』

四季『起きてるじゃねえか』

いつか『今寝ようとしてたとこ。どした？』

四季『いや、あれからどうかなって。気持ちの整理ついた？』






　──一分ほどの間──





いつか『うーん。まだ』

四季『まあそうだよな』

四季『で、ちょっと思ったんだけど』

いつか『うん』

四季『修しゆう司じのどういうところがひっかかってるんだ？』

四季『なにか事情があるのか？単にタイプじゃないとか？』




通知：【水みな瀬せ】から新着メッセージが届きました




水みな瀬せ『こんばんは、秋あき玻はです。起きてる？』

四季『ああ、起きてるよ。どうした？』

水みな瀬せ『ちょっと、今度の週末行きたいところがあるんだけど』

水みな瀬せ『矢や野のくん、空いてる？』

四季『ああ、空いてるよ』

四季『どこ行きたいんだ？』




通知：【いつか】から新着メッセージが届きました




いつか『正直、自分でもわからないところがあるんだけど』

いつか『タイプは、どうだろ。違うのかな』

四季『どういう男子が好きなんだよ、須す藤どうは』

いつか『んー』

いつか『条件だけで言えば、まあ見た目は、男らしいよりは穏やか寄り？あとは真面目で、時々かまってあげたくなる感じで、わたしのこと受け入れてくれる人、とか？』

四季『それ、割と修しゆう司じ当てはまってないか？』

いつか『あー』

いつか『確かに』

四季『だったら、なにがひっかかってるんだろ』

いつか『ああでも、同性にも優しい人がいいかも。異性にだけ優しいとかじゃなくて』

四季『え、修しゆう司じ同性にもめちゃくちゃ優しいぞ』

いつか『そう？なんか、女子にモテるとこばっかり見えるんだけど』

四季『あー、須す藤どうから見るとそうかもな』

四季『例えば』




通知：【水みな瀬せ】から新着メッセージが届きました




水みな瀬せ『見たい映画があるの』

水みな瀬せ『明日、相談させてもらってもいい？』

四季『ああ、いいよ』

水みな瀬せ『やった、ありがとう』

水みな瀬せ『楽しみにしてるね』

四季『ああ、こっちこそ』

水みな瀬せ『じゃあ、おやすみなさい♡』

四季『おやすみ』




通知：【いつか】から新着メッセージが届きました




いつか『例えば、なんだよー』

いつか『ていうか通話していい？』

四季『いいよ』




通知：【いつか】からの着信






「……もしもし」

『もしもしー？　矢や野の？』

　スマホを耳に当てると、スピーカーから須す藤どうの不機嫌そうな声が聞こえた。

『あのさー、変なとこでメッセージ切らないでよー！　なに言おうとしたのかって気になるじゃん！』

「ああ、ごめんごめん……」

　やっぱりそこにお怒りだったか……。

　適当に謝りながら、僕はベッドに寝そべった。

「ちょっと、色々あってさ……」

『色々って？』

「いや……それが。秋あき玻はから、ハートマークのついたラインが来たんだよ……」

　正直──目に入った瞬間、ドキリとした。

　あの秋あき玻はが……ラインで、ハートマークを使うなんて。

　冷静で物静かで、あまり浮かれたりしない彼女が、ハートマークを……。

「なんか、その……ギャップがすごくて。スマホ持ったまま一人でもだえてた……」

　書いては消し、書いては消しして悩む秋あき玻は。

　思い切って送信ボタンを押す秋あき玻は。

　送信したあと、思い出しては「あざとかったかな……」と後悔する秋あき玻は──。

　そんな彼女の姿が頭に浮かんで、今もにやけ笑いが止まらない。

『……なんだよーのろけかよー！』

　スピーカー越しの須す藤どうの声が割れた。

『そういうのはツイッターのカップルアカとかに書いてなよ！　……ていうか、ラインの話の続き！　あのー、修しゆう司じが……同性に優しいってやつ。あれ、ほんとに？』

「ああ、ほんとだよ。確かに女子にも愛あい想そよくしてるけど、むしろ男子から見るとあれ適切に距離取ってるからだと思う。男子相手には結構情に厚いぞ、あいつ」

『……そうなのかあ』

　相変わらず、納得いかないらしい。須す藤どうの返事はどこか歯切れが悪い。

『こっちから見ると、そういうとこ見れないからね……』

「まあ、そりゃそうだよな……」

　男子が男子に向ける優しさは、確かに女子からは見えにくいものなのかもしれない。

　けれど、修しゆう司じがあれだけモテるのに男子の友人も多いのは、女子以上に男子に対しての扱いがいいからだ。

　だから、そのことを須す藤どうに知ってもらうには──。

　僕の実体験を話すのがいいだろう。

「……あのー、僕。秋あき玻はからの告白の返事、一ヶ月待ってただろ？」

『ああ、うん。そうだね』

「あの間、結構苦しくなったり、不安になることもあったんだよ……」

　思い返してみても、なかなか辛つらい一ヶ月間だった。

　秋あき玻はとは、それまでと同じようにずっとそばにい続けた。

　放課後部室で二人きりになるのはしょっちゅうだったし、一緒に登下校することさえあった。

　なのに──告白の返事をもらえない。

　あれは、今となっては「秋あき玻はが気持ちを整理する時間」だったとわかるけれど。

　返事がどうなるかわからなかった当時は、不安で眠れず毎日ハラハラしていた。

「そんなときさ、修しゆう司じがすげー励ましてくれるんだよ。『矢や野ののいいところは俺もよく知ってる。自信持ちなよ』とか。『きっと、あの子の中でも答えは決まってて、それでも一度落ち着きたいだけなんじゃないかな』とか。直じかで話してもそうだし、結構メールもくれたし。あれに俺、本気で励まされたんだ」

　──あの励ましがなかったら、僕はもうちょっと情けないことになっていたかもしれない。

　秋あき玻はに返事を急せかしたり、詰め寄ったり……。

　それをせずにすんだのは、修しゆう司じが親身になってくれたからだ。

「だから……うん。あいつは、同性に対しても、むしろ同性に対してこそ、優しいやつだと思うよ」

　確かに、世の中には異性にだけ優しくする人間がいる。

「野郎に優しくしてなんになるんだ」とはっきり宣のたまうようなやつもいる。

　そして、不思議なことにそういうやつが異性にモテたりもしてしまう。

　ただ、そういうやつに限って、異性のことも「目標」だとか「物」みたいに考えていて、その優しさもあくまで技術によるものだったりするのだ。

　修しゆう司じは、言ってみればその対極だ。

　モテるし、気遣いもできる上で、それがあいつの本心だ。

　だから女子よりも──むしろ男の友達が多いし、

「──須す藤どうが心配するようなことは、ないと思うよ」

　僕は、本気でそう思う。

『……そうなんだ』

　須す藤どうの声には、けれど相変わらず不安と疑問の色が滲にじんでいて。

　むしろ、不安の色は強くなったようにさえ思えて。

　結局それは、そのあとどれだけ話をしても、消えることはなかった。




　──そして、通話を終えた数時間後。

　眠る直前に、須す藤どうからメッセージが届いた。





いつか『矢や野のまだ起きてるー？』




いつか『いや、大したことじゃないんだけど』




いつか『ひっかかる理由わかったかも』




いつか『（『マジマジ』とうなずいている犬のスタンプ）』




いつか『なんだろ、なんかね』




いつか『あんないいやつが』




いつか『モテるし顔もいいし性格もいいやつが』




いつか『わたしのこと、好きだなんて信じられないんだ』









６月13日（水）はるか




　今日は放課後、時とき子こちゃんと二人で新宿に服を買いに行ってきました！

　楽しかったー。。。。。。

　時とき子こちゃんとわたし、結構好みが同じみたいです。。。

　お店をいくつか紹介してもらったんだけど、ほんとうにかわいいお店ばっかりでした！

　これまでは、バレないようにって、服を買うときも秋あき玻はっぽいのを選んでたんだけど、初めて自分の好きな服を買ったのもドキドキでした。。。。。

　その話をしたら時とき子こちゃんに、

「そんなこと気にしてたの？　これまでの服も、春はる珂かちゃんが買ったやつわかりやすかったよ。。。。」

　なんて言われちゃったけど。。。

　これからも、こういうことがたくさんあるんだろうなあ。。。。。

　ドキドキの毎日です♡







[image: 第八章　【せいこうとうてい】]







　──打つ手がない、としか思えなかった。

「はぁ……」

　登校を終え、腰をかけた自分の席。

　生徒が続々と集まり始めるのを横目で見ながら、雨の降り始めた鈍色の空を見上げる。

　梅雨とは思えない晴天が続いた六月上旬から一転。

　ここしばらく、吹く風はむっとした湿り気を帯び、太陽はほとんど顔を出さず。

　二日に一度は雨が降るような、憂鬱な天気の日が続いていた。




　──好きだなんて信じられない。




　須す藤どうが言ったその言葉が、あれからずっと僕を悩ませ続けている。

　気持ちは、よくわかるのだ。

　僕だって、ちょっと前までは「自分に対して誰かが恋愛感情を寄せてくれる」なんて状況、想像もつかなかった。

　いや……正確に言えば。

　秋あき玻はに好きだと言ってもらえた今だって、どこかそのことに現実味を覚えられないでいる。

　きっとそれは、恋愛感情の鮮烈さと、切実さと、重さを知っていて。自分が誰かのそんな感情を向けられるに足る人間だと、思えないからなのだ。

　あの感情の甘美な苦しさと、こうして現実に生きるみっともない自分。

　その二つの釣り合いを、どうしても取ることができない。

　さらにそれが──修しゆう司じみたいな「出来た人間」からだとすれば、須す藤どうが実感を持てないのも当然な気がする。

　けれど──事実修しゆう司じは須す藤どうに恋をしていて。

　その気持ちを受け入れて欲しいと願っている。

　じゃあどうすれば、須す藤どうはあいつの好意を実感できるんだろう。

　本人から、きちんと気持ちを伝えているのに、それなのに、信じられないっていうなら……須す藤どうはどうすれば、あいつの気持ちを実感できるんだろう。

「おはよー！」

　聞き慣れた声に、教室の入り口に目をやると、

「お、須す藤どうおはよう」

　当たり前のように挨拶し合う、須す藤どうと修しゆう司じの姿がある。

「今日湿度ヤバくない？　髪うねって嫌なんだけど……」

「夜には雨降るらしいよ」

「えーマジで？　はあ、憂鬱だなあ……」

　本当なら、ちょっと期待していい場面のはずなのだ。

　告白された女子が、告白した男子と楽しげに会話している。

　少なくとも、好意的に見られていると考えてもいいはずのシーンだろう。

　けれど──「好きだと信じられていない」なら。

　その光景は、修しゆう司じにとって残酷なものになってしまうかもしれない。

「……矢や野のくん？」

　そう声をかけられて──ようやく、秋あき玻はが隣に立っているのに気づく。

「どうしたの……？　大丈夫？　顔色が悪いけど……」

　そう言って、彼女は空いていた隣の席に腰掛け、僕の顔を覗のぞき込こんだ。

「保健室、行く？」

「あ、いや……大丈夫だよ」

　笑顔を作り、僕は秋あき玻はに首を振ってみせた。

「ちょっと、考え事をしてただけだから……」

「そう、ならいいんだけど……。えっとね、この間話した、明後日あさつての映画の件」

　そう言って、秋あき玻ははスマホの画面をこちらに差し出し、

「予約、取れたのね」

「……ああ、それはよかった」

　──先日、ラインで話が出た映画の件。

　次の日に詳しく話を聞き、是非行こう、ということになったのだけど、どうやら無事チケットが取れたらしい。

　秋あき玻はが見たがっているのは、小お津づ安やす二じ郎ろうの『お茶漬の味』という作品だった。

　監督の生誕１１５周年を記念して、池袋の映画館で一夜だけ上映するらしい。

　前から薄々感じていたけれど、どうも秋あき玻はは家族を題材とした映画が好きなようだ。

　……なんとなく。なんとなくだけれど。

　家庭問題のストレスで「二重人格」になってしまったことが、なにかそれに影響しているのかも……なんて思ってしまう。もちろん、それを口に出したり、探ったりしようとは思わないけれど。

「それで、ごめんなさい……わたしが出てる時間帯と、空席情報をくらべたら、ちょっと遅い時間の回を選ぶしかなかったの。二十二時過ぎからの回……」

「ああ、そうなんだ……」

「しかも、前半の半分くらいは、春はる珂かのまま見ることになりそうで……。映画、二時間近くあるから……」

　──現在、秋あき玻はと春はる珂かは九十分ほどで入れ替わる。

　となると、一度で秋あき玻はがその映画を見切ることは、どうしたって不可能、ということになるだろう。

『──映画は、一日に最低一本は見ているわ。けど、入れ替わり時間より長いものは一度で見られないのが不満で──』

　以前、出会ってすぐの頃にも秋あき玻ははそんなことを言っていた。けれど……こればっかりは、どうしようもない。

「でも、終電には間に合う時間だから……いい？」

「ああ、もちろん。むしろ、秋あき玻ははいいのか？　せっかく好きな映画なのに、途中からしか見れなくて」

「それはいいの、わたしもう、これはレンタルして何度も見てるし。最後の方だけでも、スクリーンで見られるだけで十分」

「そっか……」

「あんまりこういうのに興味がない春はる珂かに付き合わせるのは、申し訳ないんだけどね……」

「……言われてみればそうだな」

　そんなことを言い、笑い合いながらスマホを確認して──僕はふいに気づいた。

「この日……」

「……この日がどうかした？」

「……須す藤どうが、修しゆう司じに返事をする日だな」

　──間違いなかった。

　そこに記載されている日付──六月十六日土曜日は、修しゆう司じが須す藤どうに告白してちょうど十日目。

　──彼女が、修しゆう司じに返事をすると約束した日だった。

「ああ、そうか……そうなるのね」

　秋あき玻はの顔にも、小さく緊張が走る。

「もう、そんなに経たつんだ……」

　秋あき玻はも春はる珂かも、二人の関係の行方は酷ひどく気になるようだった。

　それも当然だろう。彼女たちにとって、二人はある種恩人で。

　僕以外で、最初に二重人格を受け入れてくれた大切な友人で。だからこそ──、

「……いい結論が出るといいんだけどね」

　そう言って、秋あき玻はは小さく唇を嚙かんだ。

「どうなるかは、わからないけれど……二人にとって、いい結論が出れば……」

　……その物もの憂うげな表情から、なぜだか僕は、目が離せなくなる。

　時々秋あき玻ははこんな風に──恋愛ごとに関して、どこか含みのあることを口に出すことがあった。

　例えば、あの日ラーメン屋でこぼしたセリフ。

『──確かに、すごく難しいと思う……。それをきっかけに関係が壊れたり、誰かが……すごく、傷ついたり……そういうこともあるだろうから』

　それから、喫茶店で言っていたあの言葉だってそうだ。

『──今は、すごく幸せだから……本当に楽しいから。そう思えるときは、その時間を、大切にしたいと思うの……』

　どちらも、なんてことのないセリフだと言い切ることもできるだろう。

　ただ、そのとき感じたことを、素直に口に出しただけなのだと。

　それでも……なぜだろう。

　僕はそれが──秋あき玻はの不安の現れに思えて。

　いつか、自分が傷つくことの。

　この楽しい時間が終わることの、心構えをしているようにも思えて。

　どんな言葉をかければいいのか、わからなくなってしまう。

「──え、じゃあさ、広ひろ尾おも行こうよ！」

　ふいに──教室に響いた声が、耳に届く。

「それでちょうど男女数合うし。数合わせくらいの気持ちでいいからさ！」

　きっと、セリフに含まれた「広ひろ尾お」の名前に意識が吸い寄せられたんだろう。

　そちらを見ると──修しゆう司じはすでに須す藤どうとの会話を終え。クラスでも存在感のある女子、古こ暮ぐれ千ち景かげに話しかけられているところだった。

　小柄な身体からだに、毛先がくしゅっとした長い髪。

　顔立ちは精緻に整い、その顔には明るい笑みが浮かんでいる。

　──要素だけ見れば、須す藤どうとも似ているように思える古こ暮ぐれさん。

　けれど、しっかりしたメイクや自信に満ちあふれた雰囲気もあって、どこか抜けたところもある須す藤どうとは、大きく印象が違っていた。

　後ろには、彼女の友人である数人の女子。

　どうやら……修しゆう司じをどこかに誘い出そうとしているところらしい。

　しかし、修しゆう司じは申し訳なさそうに笑うと、

「いや、俺はやめておくよ。合コンとか、苦手だし」

「えーいいじゃんいいじゃん。ノリで行っとこうよ！　最初は抵抗あるのわかるけど、来たら来たで楽しいって！」

　それで、だいたい事情がわかった。

　古こ暮ぐれさんは──合コンをダシにして、修しゆう司じと遊びに行きたいのだ。

　彼女が以前から修しゆう司じを気に入っているのは、傍はた目めにも明らかだった。

　なにかにかこつけては修しゆう司じに声をかけ、そばにいようとする。

　彼女の友人たちもその狙いははっきり理解できているようで、そんな彼女を応援している節があった。

　そして僕としても──この関係は一体どうなるんだろうなんてぼんやり思っていた。

　修しゆう司じは古こ暮ぐれさんをしなやかにいなし続けていたけれど、彼女は彼女でけなげにアタックし続ける。その姿を見ていると、正直ちょっと応援したくなることもあった。

　けれど──今日は。

　今回は、それまでと、少し流れが変わり始める。

「いや、でもやっぱりお断りするよ」

「えー、なんで！」

「あんまり、そういう気分になれないんだ」

「どうしてー」

「告白の、返事を待ってるところだから」

　その言葉に──古こ暮ぐれさんの表情が凍り付いた。

　周囲の友人も、一瞬で石化でもしてしまったみたいに動かなくなる。

「……え？　どういうこと……？」

　けれど、修しゆう司じは容赦なく、よどみなく事実を古こ暮ぐれさんに伝える。

「俺、告白したんだよ。で、それの返事を待ってるところだから、その間に、合コンとか行く気には、ちょっとなれない」

　──それは、修しゆう司じなりの優しさだったんだと思う。

　彼も、古こ暮ぐれさんが自分に好意を持っていることは薄々気づいていたんだろう。

　もちろん、もっと波風立たない断り方もあったはずなのだ。

　用事があるとか体調が優れないとか。

　けれど、はっきりと彼がこう告げたのは──無駄に期待をさせないためだ。

　修しゆう司じはこんな風に、異性に対しては、時々厳しい優しさを向ける。

　それはこいつがこれまで、何度も好意を向けられる中で身につけていった、処世術なのかもしれない。

　──須す藤どうの方を盗み見る。

　彼女も──修しゆう司じの席で起きていることに気づいたらしい。

　過剰にリアクションしないよう普段通りの表情で、口元にだけ緊張をたたえて古こ暮ぐれさんたちのやりとりを注視していた。

「……誰？」

　そう尋ねる古こ暮ぐれさんの顔も、あからさまにこわばっている。

　あくまで抑えた声色だけど、その水面下にある激情が、声の表面を不気味に揺るがしていた。

「広ひろ尾お、誰に告白したの？」

「それは言えない。まだ返事はもらってないし、相手にも迷惑かかるかもしれないし」

「そう……」

　うなずく古こ暮ぐれさん。

　けれど──彼女はちらりと須す藤どうの方を見た。

　きっと古こ暮ぐれさんも、修しゆう司じが須す藤どうに好意を寄せているかもしれないことは、なんとなくわかっていたんだろう。

　しばらく交錯する視線。

　須す藤どうも決して、古こ暮ぐれさんから目を離さない。

　そして──なにかが爆発しそうなその緊張感は、

「……返事は、まだもらえてないんだよね？」

「うん。明後日あさつてもらえる予定」

「そう……とにかく、わかった」

　それだけ言って古こ暮ぐれさんが修しゆう司じの元を離れ、不発のまま解消した。

　けれど──その光景を見た誰もが思っていただろう。




　──きっとこの件は、これだけでは終わらない。
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「……へえ、映画」

　その日の放課後、部室にて。

　とりとめのない会話のあと、なんとなく日曜日の件を春はる珂かに話すと──彼女はなぜか、思うところありそうな顔をする。

「ど、どうしたんだよ？　なにか気になるのか？」

　シンプルに、デートのお誘いなんだと思って。特に深く考えることもなく、僕は結構浮かれていたけれど……もしかして、なにかこちらには見えない意図があるのか？

「ああ、うーん……別に、それほどのことはないんだけど……」

　そう言うと、春はる珂かは名探偵みたいに目を細め、

「ちょっと、気になることがあるかも……」

　六月も中旬に近づき。

　部室にはこれまでになく、濃密な熱気がこもり始めていた。

　窓の外は今にも雨が降り出しそうな曇り空で、湿気で息が詰まりそうになる。

　本棚に詰まった古びた本、まだソ連がある地球儀、エイリアンのステッカーが貼られたラジカセも、この空気の中にあるとあっという間に湿り気を帯びて、カビが生えてしまいそうな気がした。

「うーんと……」

　そう言って、スマホを確認する春はる珂か。

「行くのは、六月十六日の土曜日だよね？」

「ああ、そうだよ……」

「で、映画は、二十二時二十五分からの回」

「うん……」

　うなずくと、春はる珂かはしばらくスマホをいじってから、

「……あー」

　なにかを理解したような表情で、絞り出すような声を漏らした。

「な、なんだよ……どうしたんだよ」

「うーん、あのね……どうしようかな……」

　春はる珂かは困ったように眉を寄せ、腕を組むと、

「あんまり話しちゃうのも、あの子に悪いんだけど……」

「うん……」

「秋あき玻は、多分……」

　と、彼女はそこで短く沈黙してから、

「……あーいや、やっぱなんでもない！」

「えーなんだよ！」

「ごめん忘れて！　ほんと、大したことじゃないから！」

「それ絶対噓うそだろ！」

「でもやっぱり言えない、だって秋あき玻はに悪──」

　──春はる珂かが言いかけた、そのときだった。

「……ん？」

　腰掛けた彼女の向こう。

　部室の扉の、磨すりガラスの覗のぞき窓に──誰かの影が、通り過ぎていくのが映った。

　ぼんやりして、はっきりとは判別できなかったけれど……おそらく、背が高い男子と、小柄な女子の二人組。

「……ど、どうしたの？」

　僕の変化に気づいたらしい、春はる珂かが後ろを確認してから、不安げに尋ねる。

「いや、なんか……そこを、人が通ったんだけど……」

　少し、気にかかる。

　僕らが勝手に使っているこの部屋、元文芸部の部室は部室棟の四階にあって、その前を人が通ることなんて滅多にない。

　じゃあなぜ、あの男女は放課後に、こんなところを通ったのか──。

　それに、あの影は……、

「気のせいかもしれないけど……」

「うん……」

「……修しゆう司じと、古こ暮ぐれさんに見えたんだよ」

　教室で起きたことを考えれば──あの二人がここを通るなんて、ちょっと穏やかじゃない。

　そして春はる珂かも、

「……あっ！　修しゆう司じくんと古こ暮ぐれさん!?」

　なぜか我がことのようにあわあわとうろたえ始める。

「ど、どうなるんだろう……うわわ……」

　これまでの流れは、僕が散々日記で語って聞かせている。教室でのこともさっき話したばかりだ。だからそれがまさかこんな、間近で急展開するなんて思ってもいなかったんだろう。

「修羅場に……なるのかな？」

「かも……知れない」

「うわあ……」

　そわそわしながら、もう一度扉の方を振り返る春はる珂か。

　──そして。

　彼女は、ふいにその顔に決意をみなぎらせると、

「……行ってみよう！」

　そう言いながら──勢いよく立ち上がった。

「なにが起きるか、見に行ってみよう！」

「え、ええ……」

　そのテンションに、思わず気け圧おされてしまった。

　いや、確かにどうなるのかは気になるけど……そんなことしていいのか？

　二人は人がいない場所を探して、わざわざこんなところまできただろうに……。

　けれど春はる珂かは、僕に有無を言わせる前に、

「ほら、矢や野のくんも……！」

　こちらに駆け寄り僕の手を取った。

「行こう！　ほら早く！」

「え、ちょ……待てって！」

　……前からではあるけれど、春はる珂かは恋愛ごとに関して、人一倍興きよう味み津しん々しんなところがある。

　僕に好きな人がいると知ったとき、身を乗り出して尋ねてきたり。

　僕と秋あき玻はの関係の進展を、事細かく知りたがったり。

　本当は、よくはないと思うのだけど。

　褒められたことじゃないのは間違いないけれど……僕もそれ以上抵抗することができなくて。引かれるままに、部室の出口へ向かった。
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　──そろそろと扉を開け、影が歩いていった先に目をやる。

　しばらく廊下が続いたあと。そこは行き止まりになっていて、校舎外階段への扉がしつらえてある。

　ちょうど二人は──扉を開け、外に出て行くところだった。

　そして、その後ろ姿は、

「……ああ、やっぱり……」

「修しゆう司じと、古こ暮ぐれさんだな……」

　間違いない。

　今朝、教室で一触即発になった、あの二人だった。

　古こ暮ぐれさんが先に立ち、修しゆう司じがそれに続いていたのから考えると──きっと、古暮さんがここに誘い出したんだろう。

　けれど──外に出てしまったら、そこまでだ。

　もう彼らの姿は見えないし、なにを話しているのかもわからない。

　諦めて、席に戻ろうと身体からだを戻しかけると、

「……なにしてるの！」

　声をひそめたまま、春はる珂かが制服を摑つかんでそれを阻はばんだ。

「ほら、声聞こえるとこ行こう！」

「え、ええ……」

　僕の返事を待たずに、小走りで駆け出す春はる珂か。

　放っておくわけにもいかず、仕方なく僕もそれに続く。

　そして、アルミ製の扉の前に着くと、その表面に張り付く春はる珂かに続いて、僕も隣に座った。

　こうしていれば……うん。

　確かに、向こうの音が微かすかに聞こえそうだ。

　二人には、本当に申し訳ないのだけど……。

　どうやら、修しゆう司じたちはそのすぐ向こう、外階段の踊り場に落ち着いたらしい。

　確かにあそこは周囲から死角になっているし、誰かに見つかる可能性も低いだろう。

「……どうなるんだろう」

　──春はる珂かのその声が、思わぬ至近距離から上がったのに、ドキリとした。

「古こ暮ぐれさん、どうするつもりなのかな……」

　気づけば彼女の顔が、自分から十数センチのところにある。

　鼻をくすぐる、シャンプーの甘い匂い。

　それだけじゃない。

　気づけば、僕らの身体からだは密着していて──彼女の腕の、肩の柔らかみを、夏服の薄い生地越しに感じた。

　そして、きっと、この背中に当たる感触は。

　丸い、二つの感触は、多分──、

「──あのさ」

　扉越しに古こ暮ぐれさんの声が聞こえる。

「ちゃんと、話しておきたいことがあって」

「うん……」

　いつも通りに落ち着いた、修しゆう司じの低い声。

　そして──、

「──好きなんだけど」

　はっきりと、扉の向こうからそんな声が聞こえた。

　聞こえてしまった。

「わたし──広ひろ尾おが好きなんだけど」

　──古こ暮ぐれさんが、告白をした。

　驚くほど単刀直入に、修しゆう司じに気分の気持ちを伝えた──。

　衝撃のあまり──身体からだが硬直してしまう。

　頭の回転が止まって、なにをどう考えればいいかわからなくなる。

「……そっか」

　修しゆう司じの低い声が、扉越しにこちらに響く。

「そっか……うん、ありがとう」

「だから、須す藤どうじゃなくてわたしと付き合ってよ……」

　古こ暮ぐれさんの声が、アルミ板越しにもわかるほどに震えている。

　彼女の勝ち気な顔が不安に歪ゆがむのが、脳裏にはっきりと浮かんだ。

　その動揺が自分にまで伝わって──思わず、古こ暮ぐれさんを応援してしまいそうになった。

　彼女の気持ちは真剣で、切実なものだ。

　それが、こんな奇妙な距離にいる自分にさえ、はっきりと伝わってくる。

　けれど──、

「ごめん、それはできない」

　それほど間を開けることもなく、端的に修しゆう司じはそう言い切った。

「俺が好きなのは、他でもない須す藤どうだけなんだ。だから、古こ暮ぐれさんとは付き合えないよ」

「……じゃ、じゃあさ！」

　それでも、古こ暮ぐれさんはもう一度声を上げる。

「仮の彼女、って感じでもいいよ！　須す藤どうが返事するまで限定で、もしダメだったら本当に付き合うとかで……」

「それもできない」

「あの、もし須す藤どうがＯＫだったら、わたしの方は振ってもらっていいから！　ほら、これなら広ひろ尾おに損はないでしょ!?」

「……それもダメだよ」

「……」

「俺は、古こ暮ぐれさんとは付き合えない」

　──にべもない返答に、沈黙が舞い降りる。

　呼吸困難になりそうな、重苦しい静けさ。

　そして、

「……なん、で？」

　そう尋ねる古こ暮ぐれさんの声は、もはや崩れ落ちそうな程に揺らいでいた。

「あいつの……どこがいいの？　告白の返事だって、先延ばしにしてるんでしょ……？」

　その言葉に、少しずつ棘とげが混じり始める。

「それって、ずるくない？　ちゃんと広ひろ尾おの告白、受け止めてないんじゃない？」

　古こ暮ぐれさんは──決して他人に対して攻撃的なタイプではない。

　気が強くて自信もあって、そのせいで物言いが鋭くなることはあるけれど、誰かを簡単に攻撃するような人ではない。

　それでも、

「……古こ暮ぐれさんの気持ちはうれしいよ」

「そんな話してない！　須す藤どうのどこがいいの？　あんな、誰にでもいい顔して……皆友達みたいな振りして……！」

　古こ暮ぐれさんの声に、怒りの色がこもり始める。

　八つ当たりでしかない、と思う。

　ここで、古こ暮ぐれさんが須す藤どうを悪く言うのは──フェアでもなければ、多分本心ですらない。

　それでもきっと……そこしか気持ちの行き場がなくて。

　切実な気持ちをあっさりと切り捨てられた今、彼女にはそうすることしかできなくて。

　だから今、彼女は頭の中にいる敵に、攻撃を仕掛けてしまう。

「ああいうやつこそ、裏でなに考えてるかわからないじゃない！　だったら、わたしみたいな──」

「──ちょっと待って」

　しかし──遮る修しゆう司じのその声の強さに、僕は息を吞のんだ。

　いつも穏やかな、柔らかな声で話す修しゆう司じが──語気をわずかに強めている。

「何度も言うけど、気持ちはうれしいよ。これは本当だ。古こ暮ぐれさんみたいにセンスのいい女子に好いてもらえたっていうのは、誇れることだと思う。でも──」

　そこで、修しゆう司じは大きく息を吸い込み、

「──須す藤どうへの悪口だけは、やめて欲しい」

　──古こ暮ぐれさんは、言葉を返せない。

「須す藤どうは……確かに調子いいところがあるよ。それで失敗することも、誰かを傷つけることもある。そもそも、結構わがままだしね……」

　とつとつと話し始める修しゆう司じ。

「本人も自覚があるんだと思う。けど、なかなか変われないんだろうね。同じこと繰り返したり、人に怒られたりすることもよくあるよ」

　その声には──須す藤どうと過ごしてきた十年間が。

　彼女に対する好意、怒り、友情、失望、敬意。

　そんな、全ての感情が込められている気がした。

　──そこで。

　ふいに、とんとんと背中を叩たたかれた。

　振り返ると──春はる珂かがその手に『あるもの』を持ってこちらに向けている。

　──これ！　これ！　どう？

　と、『それ』をこちらにずいっと寄せ、首をかしげる春はる珂か。

　その意図は──すぐに理解できた。

　……確かに『それ』を今使えば、きっと修しゆう司じのためになる。

　彼や、須す藤どうの抱えた問題さえも解決できるかもしれない。

　でも……本当に、そんなことしていいのか？

　勝手にそれを使うことが許されるんだろうか。

　春はる珂かの大胆な提案に、どうしても僕は躊ちゆう躇ちよしてしまう。

「でも俺は……そんな彼女だからこそ、須す藤どうに憧れるんだ」

　悩んでいる間にも、修しゆう司じは言葉を続け──こう宣言する。

「そのことを、古こ暮ぐれさんにも、本人にも……みんなにも、ちゃんと知ってもらいたいと思うんだ」

　そのセリフに──心臓が高鳴った。

　──古こ暮ぐれさんにも、本人にも……みんなにも、ちゃんと知ってもらいたいと思うんだ。

　……なら、春はる珂かの言うとおりにするのも、ありなのかもしれない。

　仮にそれが間違いだとしても──今は引くべきでは、ないのかもしれない。

　唇を嚙かみ、春はる珂かにうなずいてみせると、彼女は手早く『それ』を操作する。

　ドアの向こうで、修しゆう司じが言葉を続ける。

「みんな、間違えないわけにはいかないんだよ。完璧でいることなんてできない。だから僕は……失敗したときに、そのたびに大泣きするあの子が。凹へこんで、反省して、一人でラーメン屋行ったりして……それでも、自分がしたことに向き合うあの子が、本当に好きなんだ。好きでしょうがないんだよ」

　──だから、と前置きして。

　修しゆう司じはようやく、その声に穏やかな響きを取り戻す。

「俺は、悩み続けるあの子のそばにいたいと思うんだ。力になれればいいって思うんだよ。だからさ……あの子のことは、悪く言わないで欲しい」

　その言葉に──古こ暮ぐれさんは黙り込んだ。

　呼吸音が扉越しにバレてしまいそうな、高密度の静けさ。

　春はる珂かの鼓動が、制服越しに背中に伝わる。

　そして、

「……そっか」

　古こ暮ぐれさんは、ぽつりとこぼすように言った。

「そっか、ごめん……。ごめんね……」

　その言葉がきっかけだったように──古こ暮ぐれさんの感情は決壊した。

　扉の向こうで、上がり始める古こ暮ぐれさんの嗚お咽えつ。

　そして、

「……こっちこそ、ごめん」

　そう答える修しゆう司じの声には──彼の優しさが。本心からの気遣いが戻っていた。

「気持ちに応えられなくて、ごめん。せっかく好きになってくれたのに……本当にごめん」

　僕と春はる珂かは無言で顔を見合わせ、扉を離れる。

　そして、足音を殺して部室に戻り、そろそろと扉を閉めたところで──、

「……あーあ、大胆なことしたなあ春はる珂か」

「えへへ、そうだね……」

　言って……春はる珂かは手の中の『それ』を──スマホをこちらに掲げてみせる。

「でもまあ……ここまでしたら共犯だな」

　深く息を吐き、僕は観念した。

「こうなったら、覚悟を決めるしかないかー……」
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　──須す藤どうから着信があったのは。

　ファイルを送信してから、十分程経たった頃だった。

「……聞いたか、須す藤どう？」

　受話器の向こうにいる彼女に呼びかける。

「修しゆう司じの言葉、ちゃんと聞いたか？」

『……う、ん』

　スピーカー越しに、須す藤どうのぎこちない声が聞こえた。

「これで、わかっただろ？　修しゆう司じが本当に、須す藤どうのことが好きなんだって。あいつの気持ちが──本物なんだって」

　──修しゆう司じの話を聞きながら、春はる珂かがこちらに差し出してきたのは『スマホ』だった。

　それも──録音可能な、音声メモアプリが起動されたスマホだ。

　つまり彼女は、僕にこう提案していたのだ。

　──これを録音して、伊い津つ佳かちゃんに聞かせよう！　と。

　なるほど、スマホで秋あき玻はと記憶の共有をしていた、春はる珂からしい発想だと思う。

　そして確かに……修しゆう司じの感情剝むき出だしの声を、本心からの言葉を聞けば、気持ちはきっと伝わるはず。

　ただ……勝手に会話を録音するのには強い抵抗があった。

　古こ暮ぐれさんをダシにしたような形になるのにも、罪悪感がある。

　それでも、現状を打破する方法は、確かにそれしかなくて。

　それに、僕はどうしても知って欲しかった。

　修しゆう司じの気持ちが、本物であることを。

　あいつがどれだけ、須す藤どうのことを思っているのかを。

　気持ちが伝わらずすれ違う苦しさは、僕自身がこの春、経験したばかりのことだったから。

　……ということで。

　僕と春はる珂かは音声メモアプリで録音を開始し、修しゆう司じの声の必要な部分だけを切り出して一つのファイルにし──それを須す藤どうに送ったのだった。




『みんな、間違えないわけにはいかないんだよ。完璧でいることなんてできない。だから僕は……失敗したときに、そのたびに大泣きするあの子が。凹へこんで、反省して、一人でラーメン屋行ったりして……それでも、自分がしたことに向き合うあの子が、本当に好きなんだ。好きでしょうがないんだよ』




『……うん、よく……わかった……わか、った……よ……』

　受話器越しにも伝わる、須す藤どうの動揺。

　あいつがこんな風にうろたえるのは、初めてかもしれない。

　だからこそ、はっきりと感じる。

　須す藤どうにも、修しゆう司じの本心が伝わったことを。

　彼の恋が、須す藤どうの中で現実のものになったことを──。

「だから、まあ……日曜は、ちゃんとそれを受け止めて、答え出してやってくれよ」

　安あん堵どを覚えながら、僕はスマホに向かってもう一度話しかける。

「てことだから。ごめんな、急に。じゃあ、また──」

『──ちょっと待って！』

　──切羽詰まった勢いに、スピーカー越しの声が割れた。

『ちょっと待って、矢や野の！』

「え、な、なんだよ……」

『その……会いたい！　このあと、すぐ！』

「え……わ、わかった。じゃあ、教室で会うか？　今なら、春はる珂かもいるから──」

『──違うの！』

　もう一度、須す藤どうの声が割れる。

『二人で……二人で話したい！』
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　──待ち合わせ場所に指定された公園。

　そのベンチで、すでに彼女は僕を待っていた。

「……ご、ごめん、呼び出して」

　言いながら、こちらに寄ってくる須す藤どう。

「ど、どうしても……話したいことがあって……」

　ちょっとよれたカットソーに、柔らかそうな素材のパンツ。

　トレードマークのくくった髪はほどかれていて、セミロングのヘアスタイルになっている。

　どうやら、一度帰って家にいたところを、慌てて出てきたらしい。

　急いだせいか、動揺しているせいか。

　その目は今にも泣き出しそうに潤み、頰は上気し、息はわずかに上がっていた。

「いいんだよ、別に……ていうか、どうした？」

　動揺するのもわかるけれど、さすがにその姿は取り乱し過ぎにも見えて。

　二人でベンチに腰掛けながら、思わずその顔を覗のぞき込こんだ。

「ちょ、すっぴんだから……そんなに見ないで」

「そんなこと言ってる場合じゃないだろ……。……で、どうだよ？　あいつの気持ちは、わかったんだろ？」

「……うん」

　うなずく須す藤どうの顔が、一層紅潮する。

　その目が、もはやこぼれ出しそうな程に潤む。

「よく、わかったよ……」

　その姿に……もしかしたら、と思った。

　もしかしたら、初めて須す藤どうは、気持ちを理解したところなのかもしれない。

　修しゆう司じの気持ちだけでなく──須す藤どう自身の気持ちも。

「……答えは出たのか？」

　緊張気味に、そう尋ねる。

　須す藤どうは視線を落とし、じっと目の前の地面を見つめてから、

「……多分」

「……そっか」

　自然と深い息が漏れた。

　須す藤どうが出した答えは──今は聞かないでおこうと思う。

　彼女の気持ちを初めて聞くのは、修しゆう司じであるべきだ。

　けれど……須す藤どうの中に、修しゆう司じへの好感があるのは間違いないはずで。

　あれだけ二人が一緒にいたのは、間違いなく強いプラスの感情があったからで。

　そして、目の前の、須す藤どうの表情……。

　だとしたら、須す藤どうが出した答えはきっと……。

「……ひ、一つ……聞いておきたいんだけど」

「なんだ？」

「……矢や野のはさ」

　一度小さく息を吐き。

　須す藤どうは、見上げるように視線をこちらに向けた。

　少し不安げな、探るような表情の表情の須す藤どう。

「……どう思う？」

「……なにが？」

「……わたしと修しゆう司じが付き合ったら、どう思う？」

　そこで僕は──確信した。

　彼女が出す答えを、修しゆう司じに告げる言葉を──。

　幸せな気分に、思わず頰が上がってしまう。声を上げて笑い出しそうになってしまう。

　けれどその前に、

「──決まってるだろ」

　そんな彼女に──僕は胸を張って。はっきりと、こう答えた。

「全力で──祝福するよ」

　きっと不安なんだろう。自分たちが付き合い始めることで、僕らとの関係が変わってしまわないか。確かに僕も、秋あき玻はと付き合い始めたときそんなことが気になりもした。

　もちろん、それはただの杞き憂ゆうだったし──須す藤どうのその心配も、杞き憂ゆうだ。

　須す藤どうは、そんな僕をじっと見つめたあと、

「……そっか」

　そう言って、目を細めた。

「じゃあ、矢や野のは……その……」

「ん？」

「その、ことを……」

「……？」

　須す藤どうは唇を嚙かみ、じっと僕を見つめたあと、

「……ごめん。なんでもない」

　そう言って、疲れの見える顔に穏やかな笑みを浮かべた。

「聞きたかったのはそれだけだよ。ありがと……」

　それから、僕らは公園前で手を振り別れた。

　金曜日の夕方で、空気は湿り気を帯びていて。

　……ああ、そうか。

　次に週明けの学校で会うときには──こいつは修しゆう司じの彼女になっているんだな、と。

　暮れる住宅街に消えていく須す藤どうの背中を見ながら、そんなことを思った。
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　──目の前に、三つのキーホルダーが掲げられていた。

　ミニチュアサイズの天球儀のキーホルダー。

　かわいらしいロボットを模したキーホルダー。

　シンプルなハート型のキーホルダー。

　そして──、

「これとこれとこれ……どれがいい？」

　──その向こうには、首をかしげる秋あき玻はの顔があった。

「……うーん、そうだなあ」

　その表情にドキリとしながらも、腕を組み思わず僕はうなってしまう。

「全部お洒しや落れで、悪くないんだけど……。あんまり勢いで決めたくないな。秋あき玻はは、どれが気に入ってるとか、ある？」

「そうね……」

　彼女は右手にキーホルダーを持ち直し、

「天球儀は、きれいよね……ロボットもかわいい」

「だな」

「……でも、本当は」

　言うと、彼女はなにやら言いにくそうに口ごもり、

「……ハート型、が……一番気になるけど……」

「……あー……」

　──夕飯の時間の少し前。

　僕らがいるこじゃれた雑貨屋は、同い年くらいの高校生や大学生で混み合っていた。

　一人でペンを試し書きしているお姉さん、海外の怪しげな人形を手に笑っている男子二人、そして、仲むつまじく肩を寄せ合っているカップル何組か──。

　……傍はたから見れば僕らも。

　こうして、おそろいのキーホルダーを探している僕らも、「仲むつまじそうな高校生カップル」に見えるんだろうか……。

　──考えてみれば、付き合って以来、初デートだった。

　部室に二人きりになることや二人で登下校、喫茶店で待ち合わせ、なんてことは何度もあったけれど。気分的には「日常生活の一部」でしかなかったし、話題に出るのも修しゆう司じのことや須す藤どうのことばかり。気持ちの上で「二人だけの時間」ではなかった。

　だから、今回こうして映画を口実に池袋まで来たのが、僕らにとっての初デートで。

　初めて「彼女」と過ごす、ゆっくりした時間で。




　──矢や野のくんは、こっちとこっちのワンピース、どっちが好き？　……こ、こっち？　肩出るのは、ちょっと、恥ずかしいかも……。

　──なに？　これ……。この針金みたいなのを……頭に？　うわあうわあ、あ、な、なにこれ、ぞくぞくする……。

　──デザートは、いらない……。ダイエット中だから、最近ちょっと太ちゃって。ほ、本当だもん……。あ、で、でも！　ちょっとだけ、分けてもらってもいい？




　そんな、彼女との些さ細さいなやりとりがどうしようもなく楽しかった。

　この時間がずっと続いて欲しいと、本気でそう思った。

「……ちょっと、ハートは恥ずかしいかも」

　しばし悩んでからそう意見する。

「いや、いいと思うんだけど、さすがに浮かれ過ぎかなって……」

「そ、そうだよね！　さすがにこれは、ちょっとイタいというか……」

「イタいとまでは言わないよ！　けどまあ、いじられそうだしな……」

　その後も、散々二人で迷ってから。

　結局、僕が最近星にまつわる小説を読んでいることもあって、天球儀型のキーホルダーを購入。店を出て、さっそく鍵に取り付けた。

「……ふふふ、なんか、こういうのうれしいね」

　雑踏の中を歩きながら。

　そう言って、秋あき玻はは頰をほころばせる。

「特別って感じがして……うん、うれしい」

「……そうだな」

　短くそう返しながらも、僕もにやついてしまうのを抑えられない。

　ズボンのポケットに突っ込んだ、家の鍵。

　いつもはまったく意識しないそれが、なんだか妙に大切なものに思える。

「……こんな風に」

　僕の隣に寄り添いながら、夢を見るような顔で秋あき玻ははそう言った。

「これからも、矢や野のくんとのおそろいのものを増やせるといいな……」

「……ああ、そうだな」

「三年生になっても、大学生になっても、大人になっても、ずっと……」

　未来を想像するように、目を細める秋あき玻は。

　そんな彼女が、池袋の夜の街並みを背景に歩くのを眺めながら、僕も大人になった自分たちを想像する。

　お互い一人暮らしをして、できれば同じ大学に通って。

　どこか遠くへ一緒に出かけたり、半同どう棲せいみたいになったり……。

　そして──そんな風に考えていて、気づく。

　……そうだ。

　その頃には……。

　僕らが大学生になったその頃には。




　もう──春はる珂かは、この世にいないんだ。




　冷や水を浴びせられたような、寒気を覚える。

　幸福な気分が反転して、やるせなさで唇を嚙かむ。

　そして、そんな僕を、

「…………」

　秋あき玻はがじっと見ているのに気が付いた。

　さっきまでの笑みの消えた、どこか切なげで──切実な表情で。

「……どうした？」

「……矢や野のくんこそ」

　そう言って、秋あき玻はは僕の顔を覗のぞき込こむ。

「ずいぶん、苦しそうな顔してたけど……」

「……いや、僕はどうもしないよ」

　一瞬、本当のことを答えそうになったけれど。

　せっかくのデートなんだ、そんな話をして幸せなムードをぶちこわしたくない。

「ただちょっと……最近読んでる本のこと、思い出しただけ」

「……そう」

　そんなうまくもない噓うそに納得してくれたのか、秋あき玻ははもう一度前を向いた。

「それなら、いいんだけど……」

　そう言って、彼女は手に持ったままのキーホルダーをもう一度眺める。

　小さくて丸いそれは、街の灯ひを浴びてきらりと金色にきらめいた。
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「──あ、入れ替わった」

　二人で夕食を食べ終え、映画館に移動してすぐ。

　席に着き上映が始まるのを待っていたところで彼女は──春はる珂かはそんな声を上げた。

　どうやら、このタイミングで秋あき玻はから春はる珂かに入れ替わったらしい。

「おう、もうすぐ映画、始まるとこだよ」

　そう言って、彼女に今回の上映に関するパンフレットを渡すと、

「みたいだね。何度もごめんねえ、せっかくのデートに水差して……」

　受け取りながら、春はる珂かは申し訳なさそうに肩を落とした。

「いいんだって。ほんと気にしないで」

「そうは言ってもさあ……」

　今日のデートでは、すでに何度か入れ替わりが発生していて。

　今から九十分ほど前にも春はる珂かと過ごす時間があったのだけど、そこでも彼女は酷ひどく申し訳なさそうだった。確かに、初デートにそんな風に割って入らないといけないとなると、肩身が狭いものなのかもしれない。

　ただ、僕は春はる珂かといるのも決して嫌ではないし、むしろそれは本当に大事な時間だと思っている。だから、

「楽しみだなー、どんな映画か」

　できるだけ明るい顔で彼女にそう言ったけれど。

　春はる珂かはふっと息を吐き、スクリーンの方に目をやる。

「そうだねえ……」

　そして、

「……どうなるかなあ、本当に」

　……なんだか、その口調は妙に意味ありげで。

　これから始まる映画のことを言っているとは思えなくて、

「……なにがだよ？」

「……矢や野のくん、本当にまだ気づかないんだね」

　こちらを向く春はる珂かは、もはやちょっと呆あきれたような表情だった。

「え、な、なんにだよ……」

「……秋あき玻は、かわいそー」

「だ、だからなんでよって！　何の話だよ、本当に……」

「何の話って……うーん、まあ、わたしも他ひ人と事ごとじゃないというか、ねえ。うまく察してよ……」

「……本当に、わかんないんだけど」

「まあ、それでもいいんじゃない？　あんまりバレバレだと、秋あき玻はも恥ずかしいだろうし。それに……」

　そう言うと、春はる珂かはこちらから目を逸そらし。

「わたしも、どんな顔して矢や野のくんと話せばいいか、わかんないし」

「ええ……」

　──そこで、館内の照明が消えた。

　客席が、暗闇に閉ざされる。

　気になるけれど──話はここまでだ。

　僕は後ろ髪引かれる思いで、スクリーンに意識を集中した。
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「──ごめんなさい、思ったより遅くなってしまって……」

　そして──映画開始から、二時間数十分後。

　〇時を回り、日付が変わった池袋の街を、僕らは駅に向けて足早に歩いていた。

　秋あき玻はは額に汗を浮かべ、困ったように眉を寄せている。

　辺りを行くのはスーツを着たサラリーマンに、大学生の集団。

　職業不詳のいかついお兄さんなどで──僕らのような高校生は、一人も見当たらない。

「まさか、こんなにギリギリになるなんて……」

「いや、秋あき玻はだけの責任じゃないよ……」

　硬い表情で唇を結ぶ秋あき玻はに、そう言って笑いかけた。

「僕ももうちょい慎重になってれば、こうならなかったし……」

　さっきから鼓動がハイペースなのが、急いでいるせいなのか、時々秋あき玻はの肩がこちらに触れるせいなのか、自分でもよくわからなかった。

　──『お茶漬の味』は、思った以上に面白かった。

　古い名作、ということもあって身構えていたし、春はる珂かも「好きな感じとはちょっと違うかも」なんて言っていた。けれど、わかりやすいストーリーや舞台となった40年代の文化が面白くて、気づけばあっという間に上映は終わっていた。

　秋あき玻はが好きな作品だからと、好意的な気持ちで見ていたのもあるのかもしれない。

　けれど──問題は、映画の上映後に起こった。

　館内のお手洗いに二人して行ったあと、合流場所をお互い勘違いしてしまったのだ。

　スマホで連絡を取り合って、なんとか映画館前で落ち合ったのが十分後。

　結果──こうして終電ギリギリに駅に急ぐハメになったのだった。

　そして、

「──ああ……」

　駅まであと少し、というところで、スマホに目をやった秋あき玻はがそんな声を上げた。

「ダメだわ、今、終電行っちゃったみたい……」

「……マジか」

「ええ、三十七分の、山手やまのて線せん渋谷新宿方面行き……」

　言われて僕もスマホを見ると──時刻はすでに、〇時三十八分になっていた。

　その場に立ち止まり、焦あせりに深い息を吐いた。

　終電を逃すなんて……初めてのことだ。

　これまでこんな遅くまで出歩いたことはなかったし、歩いて帰れない場所に遊びに行くこともあまりなかった。

　こういうときは……どうすればいいんだろう。

　慣れない街で、二人きり。

　こうなったとき、どういう対応をするのが一番いいんだろう……。

　足りない知識を総動員し、しばし考えてから、

「……タクシー乗るか」

　僕は秋あき玻はにそう提案した。

「タクシー代は僕出すからさ、それで帰ろう」

　考えれば考えるほど、それしかない気がする。

　確かに、料金は電車に乗るよりも遙はるかに高いだろう。それが痛手じゃないとは、決して言えない。深夜料金も追加になるかもしれない。

　けれど──思い起こせば、先日春はる珂かは言っていたのだ。

「お父さんもお母さんも、秋あき玻はに彼氏できたのは知ってるよ──」

　──ということは。

　ご両親も、今日秋あき玻はが出かけているのは、デートだと気づいているかもしれないわけで。

　ここで娘が帰ってこなければ「彼氏のせいだ」と思われるかもしれないわけで。

　そもそもそれ以前に──秋あき玻はをこれ以上慣れない夜の街にいさせるのは、純粋に不安で。

　だったら、ここは少し無理してでも西にし荻おぎに帰るのが、最善の選択な気がする。

「ほら、そこの通り、結構タクシー走ってるし。あれ捕まえて、乗ろう」

　そう言って、秋あき玻はの手を引いて通りに向かおうとする。

　けれど──、

「……ううん」

　秋あき玻はは首を振り、その場に止まろうとする。

「さすがに、そんなことお願いできないよ……」

「いや、そういうこと言ってる場合じゃないだろ。このままじゃ危ないし、ご両親も心配するだろうし……」

　その言葉に、秋あき玻はは小さく眉を寄せる。

　不快に感じている、というよりは、罪悪感を覚えているように見える表情……。

　それを疑問に思っていると、秋あき玻ははおずおずと口を開き、

「……あの、ね」

「……なんだ？」

「ちょっとだけ、わざとだったかも」

「……わざと？」

　突然出たその言葉の意味がわからない。

「どういうことだ？」

　尋ねる僕の横を、よっぱらったサラリーマンがほほえましげに眺めながら通り過ぎていく。

　しかし、秋あき玻はは僕の質問に答えず、

「親のことは、心配しなくていいよ……」

「なんで？」

「今日は、友達の家に遊びに行く。泊まるかもしれない、って伝えてあるから」

「……へ？」

「だから今日は……家、帰らなくても大丈夫」

　──その言葉で、ようやく僕は秋あき玻はの言っていることを理解し始める。

「あ、あの！　べ、別に……絶対こうしようって、思ってたわけじゃないの！」

　顔を真っ赤にして、秋あき玻はが弁解を始める。

「ちょっとだけ、そういう風に、仕向けてみて……もしかしたら、こうなったりしてーって。だから、お手洗いのあとも、ちょっとわかりにくいところにいたくらいで……」

「い、いや、ちょっと待った！」

　もじもじとしゃべり続ける秋あき玻はを遮り、僕は彼女に尋ねる。

「そ、その……ちょっとわざとだったとして……このあとどうするつもりだったんだよ!?　その……帰れないぞ？」

「うん……だけど」

　秋あき玻ははそう言うと──顔を上げ、不安げな目を僕に向け、

「この辺りなら……泊まれるところ、あるでしょう？」

　──そう言われて、辺りを見回す。

　歓楽街に近いこの辺りには──確かに「泊まれるところ」の看板がいくつも目に入った。

　考えてみれば──付き合い始めて以降、意外にも秋あき玻ははかなり積極的だった。

　キスをしたいと言い出したのも秋あき玻はで。

　手をつなぎたいと言い出したのも秋あき玻はで。

　今回のデートを発案したのも秋あき玻はだった。

　僕がのんきに「幸せだなー」なんて思っている間に、秋あき玻はは関係を前に進めようとし続けていた。

　そして今──秋あき玻ははさらに、「その先」に進もうとしている。

「……勝手なことして、ごめんなさい」

　秋あき玻ははそう言って、唇を嚙かんだ。

　その声は不安からか、大きく揺れている。

　そして、

「もしかして、引いた……？　けど、わたし、思ったより……心配で。ちょっと、焦あせってるみたいで……」

「なんでそんな、焦あせる必要があるんだよ……」

「そうだよね、ごめんね……。でも、それだけじゃなくて……単純に……」

　秋あき玻ははその細い指で──僕のシャツの裾を、きゅっと摑つかんだ。

「矢や野のくんと……ずっと一緒にいたかったの」
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　──初めて入った「ラブホテル」と呼ばれる建物。

　その内装が、妙にゴテゴテしているのにびっくりして。

　高校生が、条例違反にもかかわらず簡単に部屋を借りられたのにびっくりして。

　通された部屋にダブルベッド一つしかないことに、わかっていたけれど、びっくりして。

　荷物を置き、部屋の隅にあった椅子に腰掛けた僕は──これまでの人生で一番そわそわしていた。

　もしかして……本当に、そうなってしまうんだろうか。

　僕と秋あき玻はは、このあと、そういうことをしてしまうんだろうか……。

　思い出すのは……割とストレートな性描写のある、小説やマンガ、映画だ。

　その中で、お互いの身体からだを求め合っていた男女。

　描かれていた女性の身体からだと、行為のなまめかしさ。

　そして、それに微妙な後ろめたさを覚えつつ、どうしようもなく憧れていた自分──。

　ちらりと目をやると……ベッドの上に腰掛ける秋あき玻はが、妙に大人びて見える。

　柔らかな曲線を描く肩と、彫刻のように繊細な作りの首。

　カットソーの胸の膨らみは、細身の身体からだに対して思いの外存在感がある。

　パンプスを履いた足は石せつ鹼けんみたいに白くなめらかで、柔らかそうなふくらはぎと、傷一つない膝を経てスカートの奥の暗がりに続いている。

　うっかり、その先を想像してしまいそうになって、

「……あ、あの！」

　妄想を断ち切るべく、僕は無理矢理声を上げた。

「あのー……は、春はる珂かに、どう言えばいいんだろうな？　もうちょっとしたら、入れ替わるだろ？　あとどれくらいある？」

　先日の、教室での秋あき玻はとの会話を思い出す。

『──しかも、前半の半分くらいは、春はる珂かのまま見ることになりそうで……。映画、二時間近くあるから……』

　つまり、すでに今回秋あき玻はに入れ替わってから、一時間半近く経たっているわけで。

　今の入れ替わり時間は九十分だから、もう間もなく春はる珂かが出てくる、ということになる。

　ならまずは、彼女にどう説明するべきかを考えなければいけない。

　……けれど、

「……あと四十五分くらいかな」

　秋あき玻ははスマホを見て、そんなことを言う。

「え……そ、そんなにあるのか？」

「……矢や野のくん、本当に気づいてなかったのね」

　そう言うと、秋あき玻はは視線を落として小さく笑った。

「映画が始まる直前に、わたしから春はる珂かに入れ替わったでしょう？　映画が百二十分くらいだから……わたしが見れたのは、最後の三十分くらいだよ」

「……え？」

　一瞬、話が理解できないけれど……確かにそうだった。

　前回、秋あき玻はから春はる珂かに入れ替わったのは、映画が始まる直前。……そうか、確かにそれなら、秋あき玻はは映画を三十分程度しか見られなかったことになる。

　けれど……なんでそんな食い違いが発生してるんだ？

　教室で言っていたタイミングと、ずれが起きてるんだ？

　……まさかまた、入れ替わり時間が極端に短くなったんだろうか。

　二人に、予想外の変化が起きている……とか？

　そんな不安を覚えていると──秋あき玻はの顔に、不機嫌そうな表情が浮かんだ。

　彼女は、一度深くため息をついてから、

「矢や野のくんは……本当に……」

「……なんだよ」

「察しが……悪すぎ……」

「どういうことだよ……」

「……だから」

　秋あき玻ははこちらをじっと見ると、覚悟を決めたようにはっきりした声で、

「……ここに一緒にいる時間を、長くしたかったからだよ」

「……」

「朝まで一緒にいられるけれど、着いてすぐ入れ替わったら、嫌だもの。だから……噓うそついたの」

「……マジ……か」

「うん。春はる珂かも、勘づいてると思う」

　秋あき玻はは、そう言って羽織っていたカーディガンを脱いだ。

「わたしに不純な動機があったことは、多分気づいてる。だから、あの子も、許して、くれる……と、いいなと思う。ちょっと、その……色々不安もあるけど」

　その言葉に……僕は思い出す。

　映画を見る直前の話や、それよりずっと前。映画の話をしたときに春はる珂かが言いかけた言葉。




「──ちょっと、気になることがあるかも」

「──あんまり話しちゃうのも、あの子に悪いんだけど……」

「──秋あき玻は、多分……あーいや、やっぱなんでもない！」




　春はる珂かは──あの段階で、秋あき玻はがこうすることに気が付いていたんだな……。

「……こっちきて」

　秋あき玻はが──ベッドに腰掛けた彼女が、じっとこちらを見て言う。

「嫌だったら、いいけど……よければ、こっちきて欲しい……」

　その言葉に、心臓が跳ねる。

　手の平に汗が噴き出し、呼吸が荒くなる。

「う、うん……」

　それでも、僕は立ち上がり、おずおずと彼女の隣に腰掛けた。

　念のため──間に二十センチほどの距離をおいて。

　マットの弾力に、目め眩まいがした。

　枕元に置いてある、小さなパッケージが目に入る。

　知識としては知っていたし、クラスの男子が見せびらかしているのを見たことがあるそれ。

　その生々しさに動揺していると、

「……っ！」

　秋あき玻はが──開いた距離を詰めて、僕に密着する。

　シャツ越しに感じる秋あき玻はの腕の柔らかさと、体温。

　髪の甘い香りがして、胸がぐっと苦しくなる。

　そして、彼女は僕の肩に頭をもたせかけると──、

「こうするのはね……わたしもちょっと不安だったの」

　ぽつりとそう言った。

「……不安？」

「うん、だって……もう少ししたら、春はる珂かが出てくるでしょう？」

「そう、だな」

「そのとき……」

　そう言うと、秋あき玻はは小さく口ごもり、




「春はる珂かと矢や野のくんに……なにかあるかもって」




「……なにか？」

　一瞬──意味が理解できない。

　僕と春はる珂かに、なにかが……？

「だから、そうなるより先に……わたしが。なにかある前に、わたしが……」

　けれど、短い間を開けて。

　彼女の言葉の意味を飲み込んだ僕は、

「……なに言ってるんだよ！」

　思わず、大きな声を出してしまった。

　驚きと、焦あせりと、少しの怒りと、動揺が、心臓の鼓動を一層加速させる。

　秋あき玻はは──このあと。

　僕と春はる珂かの関係が変化するかもしれない、と不安に思っている──。

「そんな、なんでそんな風に……思うんだよ！」

　言いながら──色々なことが腑ふに落ちた気がする。

　いつか、この関係が終わるかもしれないと思っていた秋あき玻は。

　なにか焦あせりを感じるほどに、積極的だった秋あき玻は。

　そして今日。往来で、切実な顔でじっと僕を見ていた秋あき玻は──。

「秋あき玻は以外の女子にそんなこと……そんなことしないに決まってるだろ！」

「けど……どうしても、朝までには春はる珂かと二人きりになる時間ができるでしょう？　こんな場所で、目の前にあの子がいて、なにが起きても誰にも気づかれないとしたら……そのままって、なってもおかしくないかなって。それに、もしそうなっても……」

　秋あき玻はは、うつむき声をかすれさせて、

「……わたし、それを責める気にはなれないなって」

「……本当に、なに言ってんだよ……」

「だって、きっと、あの子は……」

　顔を上げると、秋あき玻はは小さくほほえむ。

「あの子は……」

　その笑みには──懐なつかしい色が。

　出会ってすぐ見せてくれた、妹を思う姉のような慈愛が浮かんでいて、

「……何度も言うけど」

　僕はそう言って、秋あき玻はの手をぎゅっと握る。

「……あいつは大事な友達なんだよ。僕が好きなのは秋あき玻はだけで、そこは信用して欲しい」

　一ヶ月前、そのことははっきりと彼女に伝えたはずだった。

　春はる珂かは大事な友達で、ただそれだけだと。

　恋をしているのは、秋あき玻はだけだと。

　けれど、やっぱり秋あき玻はは、そこに不安を覚え続けている──。

　そして仮に、不安が的中したとしても──春はる珂かや僕を恨むことは、できないと思っている。




　──ふいに、僕は思い出す。

　どちらなのかを隠して、キスされたときのこと。

「矢や野のくん──すきだよ」

　というセリフ。




「……なら、いいの。ごめんね」

　もう一度浮かべて、秋あき玻ははそう言った。

「もしも、そうだったらっていうだけの話だから……」

「謝ることは、ないんだけど……」

「そう、ありがとう……」

　……会話が途切れる。

　そのタイミングで。テーブルに置いていたスマホが震えた。

　この雰囲気に闖ちん入にゆうする無粋な音に苛いら立だちながら、僕は画面にちらりと目をやる。

　けれど、ディスプレイに表示されていたのは──、





通知：【シュウジ】から新着メッセージが届きました






「……修しゆう司じだ！」

　弾はじかれたように、ベッドから立ち上がった。

「ほ、本当……!?」

　秋あき玻はも僕に続き、スマホを手にした僕のところへ駆け寄ってくる。

　色々あった今日だけれど──そうだ、僕はずっと、こっちも気にかかっていた。

　今日は、修しゆう司じが須す藤どうに告白してから十日目。

　須す藤どうが──修しゆう司じに告白の返事をする日なのだ。

「な、なんて書いてある……？」

「おう、ちょっと待てよ」

　指紋認証で画面ロックを解除。

　ラインのロック解除のパスコードをもどかしい気持ちで入力しながら、僕は思っていた。

　これで、須す藤どうと修しゆう司じが付き合い始めたら──きっとまた沢山、楽しいことがあるのだろう。

　四人で出かけるのはダブルデート、ということになるし。

　細ほそ野のたちを入れて、六人で出かけるのも、まあありかもしれない。

　ちょっと前の自分だったら想像もできなかった、楽しい毎日。

　それが今、自分の身に訪れそうな予感に──僕は思わず、頰を緩める。




　しかし──。

　画面に表示された文字列を見て──そんな気分は一瞬で吹き飛んだ。





修しゆう司じ『振られた』







＊






６月17日（日）はるか




　恋ってむずかしいね。

　むずかしいのかな？
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「……やあ」

　明け方の公園で、修しゆう司じは僕らに気づくと弱々しい笑みを浮かべた。

「ありがとう、こんな時間に来てくれて……」

　かすれた声でそう言う修しゆう司じ。

　けれど……僕は憔しよう悴すいしきった彼の姿に、一瞬返事に詰まってしまう。

「……お、おう。そんなことは、いいんだけど……大丈夫なのかよ？」

　ぼさぼさの髪に冴さえない顔色。

　服はよれ目の光は消え、頰はわずかにこけて見える。

　色濃いクマを見る限り、もしかしたら一睡もできていないのかもしれない。

　──どんなときも身ぎれいにしていた修しゆう司じが。

　女子にモテて、男子からはお洒しや落れの参考にされていたこいつが、こんな格好で人前に現れるなんて──。

　朝露が光り、清浄な陽光が満ちる公園で。

　彼のまとう重い空気は明らかに異質で、修しゆう司じの周りだけ景色の明度がいくらか下がったようにさえ見えた。

「……正直、大丈夫じゃないかも」

　作り笑いもしないまま、修しゆう司じはそう言う。

「本当にただ『ごめんなさい、付き合えません』って言われただけだったよ。理由も教えてもらえなかったし、それ以外の話もできなかった……」

「……そ、そんな」

　僕の隣で、春はる珂かが泣きそうに顔を歪ゆがめる。

　──結局あれから。

　修しゆう司じの報告を受けた僕たちは、到底「そんなこと」をする気になれなくて。

　始発で西にし荻おぎ窪くぼ駅に戻ってくると、修しゆう司じと待ち合わせしてこの公園にやってきていた。

　春はる珂かは結果を聞いてからは泣きっぱなしだったし、どこかこの結果を見据えていたであろう秋あき玻はさえ、辛つらそうに唇を嚙かんでいた。

「……なんで、ダメだったんだ……」

　それがどうしてもわからなくて、僕はそうこぼしてしまう。

「須す藤どう、修しゆう司じの気持ちは、わかったはずなのに……なんで……」

　──もちろん、恋愛に絶対なんてない。

　僕がどれだけお膳立てしたって、須す藤どうが修しゆう司じと付き合う可能性が１００％になることなんてありえない。

　人の気持ちなんて、そう簡単に変えられるものじゃない。

　それでも──いや、だからこそ。僕は気になった。

　僕の前であんな表情を見せた彼女が。

「付き合ったら、どう思う？」なんて聞いてきた須す藤どうが──修しゆう司じの気持ちを受け入れなかった理由が。

　けれど修しゆう司じは、

「……僕は割と、そこは納得してるよ」

　そう言って──無理に僕らに笑ってみせた。

「ここまで矢や野のに助けてもらって、それでもダメだったんだ。だからきっと……もうどうしようもない理由があるんだよ。それは、仕方がない。恋愛ってきっと、そういうものだと思うから……」

「修しゆう司じ……」

「でも、そうだな……」

　修しゆう司じはそう言って──深くうつむいた。

　その顔が、前髪に隠れて見えなくなる。

　そして彼は──、

「だからこそ……うん……つらいなあ……」

　震える声で、吐き出すようにそう言った。

「正直、こんなに……苦しいなんて……思ってもみなかった……」

　出会って一年と少し。初めて修しゆう司じが見せる、そんな姿──。

　胸が締め付けられてしまって、けれど、今の僕にはなにもできなくて。

「……ごめん、力になれなくて」

　修しゆう司じの隣に腰掛け、僕は彼にそう言う。

「ほんと、ごめん……」

　修しゆう司じの肩に手をやると。

　彼はなにも言わないまま、大きく背中を震わせた──。





＊






「──食べよー、お腹なか空いたー……」

「おう、そうだな……」

　弁当箱片手に春はる珂かがやってきて、僕はうなずいた。

　すでに主がどこかに出かけた目の前の席を拝借、移動させて、僕の机に向かい合わせる。

　最近は、ここに須す藤どうと修しゆう司じの席を用意するのが日課だったけれど……、

「……」

　須す藤どうの方に視線をやると、彼女は弁当箱を持って教室を出て行くところで。

　修しゆう司じはすでに、一人で購買のパンを食べ始めていた──。

「……今日も、二人かな」

　そう言って、寂しげに笑う春はる珂かに、

「……そうみたいだな」

　僕は答えながら、ため息を一つついた。

　──須す藤どうが告白の返事をしてから、二週間が経たっていた。

　あの日以来。

　修しゆう司じと公園で話した日以来、僕は何度か須す藤どうに話しかけようと試みた。

　彼女が修しゆう司じを振った理由が気になっていたし、それを抜きにしても。修しゆう司じの件をきっかけにして、僕らの関係が壊れてしまうのは避けたい。

　けれど──、




「──おう須す藤どう、今日僕弁当忘れたんだけど一緒に購買──」

「──ごめん、今日わたし昼は用事ある」




「──あの、放課後春はる珂かを連れてきたい店があるんだけど、須す藤どうも──」

「──今日は、家族で行くとこがあるの」




「──おはよう。今日さすがに暑すぎないか？　まだ六月なのに」

「……」




　──避けられている。

　そう理解するのに、さほど時間はかからなかった。

　修しゆう司じを振ったあの日曜日以来、明白に、須す藤どうは僕たちを避けている。

　それでも、僕は諦めきれず須す藤どうに近づき続け──昨日。

　ついに、彼女からこんなメッセージが届いた。





須す藤どう『放っておいてください』






　──ショックだった。

　あの須す藤どうから、こんなメッセージが来たことがショックだった。

　誰にも分け隔てなく接する須す藤どう。

　そんな彼女を厭いとう女子にも、あくまでフラットな態度で接する、そんな女の子である須す藤どう。

　彼女から、こんな風に拒絶されるなんて……。

　そして、そう言われてしまえば──もう僕にできることはない。

　誰が誰とどう接するかなんて個人の自由で。そこまで拒絶されてしまえば、僕はこれ以上踏み込むことなんてできない。

「……あれ？　矢や野の……」

　暗い気分のまま弁当に箸を伸ばしていると、廊下から聞き覚えのある声がした。

　ウインナーを口に入れ、そちらに目をやると、

「……ああ。細ほそ野の」

「あ、時とき子こちゃんもいる……」

　細ほそ野のと柊ひいらぎさんが、二人してこちらを見ていた。

　きっと、購買にでも行く途中だったんだろう。彼らはこちらの様子が気にかかったようで、教室に入ってくると辺りを見回し、

「……矢や野の、最近は修しゆう司じたちと食べてないのか？」

「……まあ、そうだな」

「もしかして……修しゆう司じが振られた日から、ずっと？」

「ああ、ずっとだよ……」

　──これまでは、そこだけは死守できていたのだ。

　修しゆう司じが返事待ちの間、まだ二人の距離がぎくしゃくしていたときも、昼は四人で食べる、という日課が変わることはなかった。

　会話のフォローに追われて大変ではあったし、こちらも見ていてハラハラしたけれど、関係をつなぎ止めることは間違いなくできていた。

　けれど、ここ二週間は昼食を食べるのはいつも二人だけ。

　そしてついに、僕は昨日須す藤どうから拒絶されてしまったのだった。

　そうなれば、認めざるをえない。

　僕らの関係は──崩壊してしまった。

　もう僕らは「クラスの仲のいい四人組」ではなくなってしまったのだ。

「……それは、残念だね」

「うん……」

　気遣わしげな柊ひいらぎさんの言葉に、春はる珂かも悲しげに視線を落とす。

　本当に、残念だった。

　須す藤どうと修しゆう司じは、キャラ作りをやめた僕を自然に受け入れてくれた、大切な友人だ。

　彼らは秋あき玻は、春はる珂かの二重人格も理解してくれて、二人をそれぞれ大事にしてくれて……僕らの高校生活に欠かすことのできない、言わば親友だった。

　それが、こんな形で離ればなれになってしまうだなんて──。

「……まあ、時間が解決するかもしれないしな」

　そう言って、細ほそ野のはふんと鼻から息を吐いた。

「で、もし、その。力になれることがあったら、言ってくれよ。ないかもしれないけど」

「ああ、ありがとな……」

　それだけ言うと、柊ひいらぎさんと教室を出て行く細ほそ野の。

　相変わらず、彼の口調はどこかぶっきらぼうで。

　本気で力になってくれる気があるんだろうかと、疑問に思った。





＊






「……どうして、こんなことになったんだろうな」

　春はる珂かと帰り道を歩きながら、相変わらず僕は、憂鬱な気分を振り払えずにいた。

「僕がもっとうまくやってれば、こうはならなかったのかな……」

　自分のしたことに、大きな落ち度があったのかはわからない。

　でも──例えばもっと、須す藤どうの話をちゃんと聞けていれば。

　修しゆう司じの魅力を、伝えることができていれば。

　もしかしたら、こんな風に修しゆう司じが苦しむことなんて。僕らの距離が開いてしまうことなんて、なかったんじゃないだろうか……。

　けれど、

「……そ、それはさすがに気にしすぎだよ！」

　慌てた様子で春はる珂かは言う。

「やっぱり、最終的には伊い津つ佳かちゃんと修しゆう司じくんの気持ちの問題だもん！　わたしたちには、できることとできないことがあるし……矢や野のくんに、足りないところがあったとは思えないもん……」

「だよな……。けど……けど、残念なんだよ」

「……だよねえ。はぁぁぁ……」

　そう言うと、春はる珂かはガクリと肩を落とし、深すぎるため息をついた。

「なんでこんな……悩んでばかりなんだろうね。もっとみんな、幸せになって欲しいのになあ……」

「そうだな……」

　うなずいて、僕はなんとなく空を見上げる。

　僕は、秋あき玻はに恋をしたことで幸せになれた。

　彼女を好きになって本当によかったと思うし、だからきっと、うまくすれば須す藤どうと修しゆう司じもそんな気持ちを味わえたはずだったのだ。

　なのに──それが叶かなわなかったことが。これまでの関係が壊れるきっかけにまでなってしまったことが、僕は残念でしょうがなかった。

「もちろんさ、傷つくことも、うまくいかないこともあるとは思うの……。けど……本当に、大事な気持ちなんだから……」

　視線を落とし、春はる珂かも言葉を続ける。

「みんなが、うまくいく方法が……幸せになる方法が、あれば、いいんだけど……」

　そう言う春はる珂かの表情は、苦しげで。

　悩む秋あき玻はにも似て切実で、僕はそれに目を奪われながら「……うん、そうだな」なんて、マヌケな相づちを打った。

「でも、もしも……」

　そして──彼女は顔を上げ、僕の方を見る。

「もしも……みんながどうやったって、幸せになれないとしたら。全員が全員は、幸せになれないとしたら」

「……うん」

　そして、春はる珂かは小さくほほえむと、




「──わたしたちは、どうすればいいんだろうね？」




　その問いに──なぜか酷ひどく、ドキリとした。

　自分が、なにかを選択しなければいけなくなったとき。

　どちらも同じように切実な、いくつかの選択肢を前にして、どうしてもどちらかを選ばなければいけなくなったとき。

　僕らは、一体どうすべきなのか。

　一体、なにができるのか。

　そして、春はる珂かがそれを僕に尋ねることに──正直に言おう。

　なぜか僕は、恐れを覚えた。

　無言で歩くうちに、気づけば僕らは水みな瀬せ家のあるマンションの前に着いていた。

「……あ、入れ替わるかも」

　玄関を背に春はる珂かはそう言う。

「秋あき玻はと話してくよね？　ちょっと待ってね……」

　そう言うと、春はる珂かは振り返りこちらに背を向けてから──十数秒後、秋あき玻はに入れ替わってこちらに向き直った。

「……ああ、もう家なのね」

　そして、なにかに気づいたような顔で、

「……矢や野のくん、どうしたの？」

「え……なにが？」

「なんだか……ちょっと、元気なく見えるけど」

　……しまった。

　まだ顔に出ていたのか。

「ああ。ちょっと、なんだろ……春はる珂かと、修しゆう司じたちのことについて話しててさ」

　変な勘違いをされたくなくて、慌てて僕はそう説明する。

「こんな風になったの……残念だよなって。それで、色々考えてたら、なんか落ち込んじゃって……」

「……ああ、そういうこと」

　納得した様子で、秋あき玻はもうなずく。

「恋愛感情って、本当に……大事なもので。きっとそれって、幸せにつながるはずのもので……それが絡からまったとき、僕らは……どうすればいいんだろうな」

　秋あき玻はの意見も、聞いてみたかった。

　今から僕らが、どうすべきなのか。

　どうすれば、ここからハッピーエンドにたどり着くことができるかを。

　──しかし。

「……幸せに、つながるはず？」

　目の前の秋あき玻はが──予想外のフレーズに食いついた。

「恋愛が……幸せにつながるはずのもの？」

「……え、あ、ああ……」

　なぜだろう、急に場の空気が変わり始めた気がする。

　秋あき玻はの表情には、小さく怒りが漏れ出ているように思えて。気け圧おされた僕は、もごもごと口ごもってしまう。

　けれど、秋あき玻ははもう一歩僕に近づき、

「矢や野のくんは、人を好きになることが──そういう『いいこと』だと思うの？」

「……ま、まあ、そう思うけど……」

「……」

　おずおずとうなずくと、秋あき玻はは黙り込みぎゅっと拳を握る。

　どうしたのだろう……。

　秋あき玻ははなんで急に、こんな態度を……。

　理解が追いつかず、うろたえてしまう。

　そして、なにかに耐えるように黙り込んでいた秋あき玻はは、

「……来て」

　決心したようにそう言うと、僕のシャツの裾を摑つかみ、歩き出した。

「え、ちょ、どこ行くんだよ……」

　ひっぱられるまま、僕はマンションの敷しき地ち内に連れ込まれる。

　彼女は車回しもエントランスも避け、壁に囲まれた狭い通用口のようなところを歩いていく。

　そして──そのどん詰まり。

　誰も来ないような薄暗がりまで来ると──、

「……わっ！」

　僕を壁かべ際ぎわに押しつけ、目の前に立った。

　そして、なにが起きているのかわからず困惑している僕に、




「……!?」

　キスをした。




　それも──少し前に、教室でしたような、軽いものではなく。

　唇が長く触れ合う、長いキスを。

　突然の幸福感と、混乱に翻弄される十数秒のあと、

「え、ちょ、ちょ、どうしたんだよ！」

　ようやく唇が離れ、秋あき玻はに尋ねた。
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「なんでこんな、急に……ん！」

　けれど──続けた言葉も、もう一度秋あき玻はに唇を寄せられて途切れた。

　鼻をかすめる、秋あき玻はの髪の匂い。

　そして、唇の表面に繰り返し感じる、幸福な柔らかさと湿り気。

　ただ、次の瞬間──、

「……ん！」

　──その唇の隙間から這はい入るように。

　ぬるぬるしたものが口に進入してきて──思わず声を上げてしまった。

　温かくて柔らかいなにかが、僕の口の中をぎこちなく這はう。

　それが──秋あき玻はの舌だと気づいて、僕の身体からだは電流に貫かれる。

　粘膜が接触する有無を言わせない快感と、いつの間にか背中に回していた手に感じる、彼女の熱さ。

　はっきりと覚える性的な興奮、高揚。

　けれど──それだけじゃない。

　秋あき玻はにも、自分と同じように「舌」がある。

　そんな、当たり前の事実に。

　当然でしかない実感に──なぜか僕は衝撃を覚えていた。

　おずおずとその動きに応えると、秋あき玻はの舌は僕のと同じでぬるりとして、表面が少しざらついていて、温かい。

　そして、その向こうにある、きれいに並んだ固い歯。

　薄い唇。

　僕と似た構造をした──秋あき玻はの身体からだ。

　苦しいほどの高揚と、いてもたってもいられない性的な高ぶりと──あられもない、実感。

　そして、わけのわからない。

　出所のわからない──恐怖。

　どうしたって変わることのない、絶対の恐怖を、僕は舌先に覚える──。

「……ねえ、こういうことなの」

　ようやく口を離した秋あき玻はは、荒く息をしながらそう言った。

　その目は潤み、頰は赤らみ──口元は、どちらのものかわからない唾液で濡ぬれていた。

「わたしの『好き』は……きれいなものでも、いいものでもないの。こういうことをしたくなる『好き』なの」

　秋あき玻はの低い声が、僕を貫いていく。

　彼女が口にする言葉の意味が、僕の夢見がちだった考えに突き刺さる。

「わたしだって、初めて人を好きになって、こんな風になって、困ってる……。ていうか、本当に、信じられない。男の子と、こんなことしたいと思うなんて……。夢みたいだって思うよ……。本当に、こんな……。でも……これが本心なの」

　それだけじゃない、と言いながら。

　秋あき玻はは僕の右手を摑つかむ。

　そして、

「これだけじゃない、もっと、こういうことだって、その先だって……」

　彼女はそれを自分の方に引き寄せると──左の胸の膨らみに、強く押し当てた。

　──マンガや小説では、ただただ「柔らかさ」が強調されていた、それ。

　そういうシーンを目にするたびに、実際どうなんだろうと思い巡らしていた膨らみ──。

　けれど、実際にこうして手の平に感じたのは、まずはその表面を覆うブラの堅さで。

　次いで、ブラウス生地のつるりとしたポリエステルの感触。

　それから、キャミソールを越して伝わってくるレースの模様の手触り──だった。

　けれど──混乱に誘われるようにして、わずかに手に力を入れると、

「……ん……」

　その複雑な感覚の向こうに、確かなボリュームと、蠱こ惑わく的な柔らかさが感じられた。

　──直接触れたら。

　欲求が頭に弾はじける。

　熱に思考がぼやけていく。

「もし今日、家に親がいなかったら……わたし、矢や野のくん連れ込んでたと思う」

　わずかに眉を寄せ、見上げるような顔で秋あき玻はは言う。

　そして彼女は──、

「わたしたちの恋って──こうなんだよ」

　苦しげに、そう言った。

「こんなの、お互い好意がなければ、許し合ってなければ、暴力でしかないんだよ。好きって気持ちは、そんな身勝手な気持ちなんだよ……だから」




「恋は──無条件にいいものなんかじゃ、ない」




　それだけ言うと、彼女はじっと僕の目をにらんでから──ゆっくりと、身体からだを離した。

　もう一度口元を拭い、乱れた服を手早く整えると。

「……行こう」

　こちらを見ないまま、マンションの入り口へ向けて歩き出す。

　行き場のない高ぶりを身体からだに残した僕は、そんな彼女の後ろ姿を眺めながら。

　どうしても──うまく動き出せずにいた。
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　日曜日の、夕方。

　もう、全てがこんがらがってしまって。

　なにをどうすればいいかわからなくなった僕は──近所の本屋を訪れていた。

　なにか小説でも読めば、少しは気持ちが落ち着くかもしれない。

　絡からまった思考に、解決の足場を作ることができるかもしれない。

　逃避に近い行動なのは、自分でもわかっていた。

　それでも、インクと紙の匂いに包まれていると、無数の物語を前に立ち尽くしていると、少しだけ自分を取り戻せそうな気分になった。

　そんな風にして、書棚の前で本を選ぶでもなくふらふらしていると。

「──あら、矢や野のくんじゃない」

　隣で聞き慣れた声がした。

「……ああ、千ち代よ田だ先生」

　振り返るとそこには──中学生にも見える小柄な身体からだ。

　けれど、その顔に確かな叡えい智ちと、どこか底知れない印象を漂わせた女性──。

　僕のクラスの担任である、千ち代よ田だ百もも瀬せ先生がいた。

「こんにちは」

「ええ、こんにちは……」

「偶然ね。小説でも探しに来たの？」

「……まあ、そうですね」

　うなずくと、千ち代よ田だ先生も書棚に向き直り、並ぶ背表紙から一冊抜き出す。

　そのページをめくりつつ、彼女はもう一度口を開き、

「……ずいぶん悩んでるみたいだね」

「……ええ。ちょっと、色々ありすぎて……」

　少しだけ、緊張感を覚えた。

　この人は──表面的には、生徒に理解のあるよき先生だ。

　男子にも女子にも人気の、教え方のうまい、一部熱狂的ファンを持つ一教師でしかない。

　けれどその一方で、この人は僕よりも先に秋あき玻は、春はる珂かが二重人格であることを知り。

　そのことを隠しながら彼女の両親、病院とも連絡を取りつつ僕らの状況を観察していた、という一面がある。

　つまるところ──なにをどこまで知っていて。

　なにをどう考えているかがまったくわからない。

　なんとなく……今回のことも、この人にはお見通しなんじゃないかと身構えてしまう。

　そして案の定、

「……まあ、矢や野のくんも困るわよね」

　苦笑交じりにそう言って、先生は小説を書棚に戻した。

「クラスの雰囲気は変わっちゃったし、秋あき玻はちゃん、春はる珂かちゃんも影響受けて、ちょっと不安定だし」

「……ええ、まあ」

「ここまで、色々絡からまっちゃうとねえ」

　──色々絡からまる。

　やっぱり、この人は僕の状況を詳しく知っているんじゃないか。

　むしろ──僕が見えていないことさえ見抜いて、話をしているんじゃないか。

　……なら、もったいぶらずに、それを教えてくれればいいのに。

　僕は今、本気でどうすればいいのかわからないんだ。だとしたら、千ち代よ田だ先生なりの考えを教えてもらいたい。

　そんな風に考えているのが顔に出ていたのか、

「……ちょっと、一回しっかり話そうか」

　そう言って、千ち代よ田だ先生はこちらに向き直る。

「このあと、時間ある？　おうちで、もう夕飯用意されてるかしら？」

「……ああ、大丈夫です。まだだと思います」

「よし、じゃあ……」

　そう言うと、千ち代よ田だ先生は子供みたいにほほえみ、

「先生と、ご飯食べ行こうか」
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「──いいんですか？　生徒と教師が、こういう風に食事なんかして」

「まあ、一応変な目で見られないようには気を遣うから、大丈夫よ。ほら、部活の顧問が、大会後に部員にご飯おごったりするでしょう。あれみたいなものよ」

　駅から数分のファミレスで。

　先生はわくわくとメニューを見ながらそう言う。

「この店なら、おごる額もそれほどでもないから文句も出ないでしょうし、デートにも見えないからね」

「デートって……」

「たまにあるのよ、そういう問題。それに、矢や野のくんも、勘違いされたら、困るでしょう？」

　そう言って、いたずらに笑う千ち代よ田だ先生。

「彼女ができてすぐなんだから」

「……それは、まあ」

　テーブル越しに見る彼女の姿は、こうしている分には本気で同世代にも見える気がする。

　砕けた口調も相まって、一瞬、クラスメイトとご飯を食べにきたような錯覚にも陥る。

　けれど、

「で、今矢や野のくんが悩んでいるのは……須す藤どうさんの件よね？」

「……そ、そうですね」

「修しゆう司じくんが振られて、須す藤どうさんからも拒絶されて……関係性が壊れてしまった」

　……前言撤回だ。

　やっぱりこの人は、決して同世代なんかではない。

　これまでこの話をしたことはないのに。秋あき玻はも春はる珂かも須す藤どうも修しゆう司じも、特に相談した様子もなかったのに、ここまで知っているなんて……。

　相変わらずのめざとさには、ちょっと背筋が寒くなってしまう。

　そう言えば……ちょっと前にも、こんなことがあったな。

　行き詰まって、どうしようもなくなったとき、千ち代よ田だ先生と二人だけで話したことが……。

　ただ、そこには確かに信頼感もあって。

　そこまで気づけるのなら、是非意見も聞いてみたい、という気持ちもあって。

　頼んだ料理が来たところで、僕は先生に尋ねてみる。

「……わかんないんです」

「なにが？」

「なにもかも、ですかね……。須す藤どうが修しゆう司じを振ったわけも、どうしてここまでして距離を取ろうとするのかも、それから……僕がどうすればいいのかも」

「ふむ……」

　ボロネーゼをフォークに巻き付け、それを口に運びながら、千ち代よ田だ先生は考える顔になる。

「須す藤どうと修しゆう司じは、本気でうまくいくと思ってて……いかない理由がないと思うくらい、いい関係だしいい状況だったと思うんです。それが、まさか振られるなんて思ってなかった……。それに、須す藤どうはなんであんな距離を取るのかもわからなくて……そりゃ、気まずいだろうけど。あそこまで、僕や秋あき玻はや春はる珂かまで遠ざけることなんてないのに……」

「……広ひろ尾おくんが、振られた理由ね」

　そう言うと──千ち代よ田だ先生は、ふいにフォークをテーブルに置いた。

　そして、

「……!?」

　その小さな両手で──髪の毛をもさもさと搔かき回まわした。

　思わずぽかんとしてしまう。

　大人が見せる、きわめて子供じみた行動のアンバランス。

　それはまるで、いつかテレビで見た──名探偵が推理するときの癖のような、不思議な行動。

「……あ、ごめんね、これ、考えるときの癖で……」

　僕の表情に気づいたのか、千ち代よ田だ先生は恥ずかしげにほほえんだ。

「やめたいんだけど、考え事すると反射的にやっちゃって……」

　言いながら、千ち代よ田だ先生は手ぐしで髪を整え直す。

　あっという間に、くしゃくしゃだった髪がきれいなボブヘアーに戻っていく。

　そして、千ち代よ田だ先生は両手を頭にやったままで、

「なんとなく、わたしはその理由がわかるんだけど……」

「……そう、ですか」

「でもそれって、わたしが矢や野のくんに話してしまっても、あまり意味がないと思うのよね。自分で、見つけ出さないと」

「……はあ」

　うなずきながらも、よくわからない。

　話が抽象的で、理解のとっかかりが見つからない。

「あの子が距離を取ろうとしている理由も、同じね。それがなぜなのか知ることよりも、うまく対処することよりも……そうしたいと思う気持ちをどうするか、が、大切なんだと思う」

「……なんだか、教師みたいなこと言いますね」

「教師ですもの」

　そう言って、千ち代よ田だ先生は笑った。

　確かに、未いまだに若干乱れた髪型をのぞけば──その表情は、頼れる担任の教師そのものだった。

「……でも」

　ピザを口に運び、僕は話を続ける。

　タバスコをかけすぎたのか、予想外の辛からさに咳せき込こみそうになった。

「そこが問題なんですよ」

「どういうこと？」

「その……僕今、須す藤どうに完全に……拒否されているんで」

　言いながら、彼女が送ってきたメッセージのことを思い出す。





須す藤どう『放っておいてください』






　あいつがそう言うなら──もう、僕にできることはほとんど残されていなくて。

　身動きの取りようが、今の僕にはまったくない。

「……ふうん、そうね」

　気づけば──千ち代よ田だ先生はすでにパスタを食べ終えていた。

　こう見えて、この人は結構な健けん啖たん家なのかもしれない……。

「その問題に関しては──矢や野のくんの知ってる人が、すでに一つの答えを出しているのよね」

「……僕の知ってる人？」

　……一体誰の話だ？

　この流れから考えると、須す藤どうや修しゆう司じ、秋あき玻はや春はる珂か、ということはなさそうだけど。

「だから、その人になにがあったのか。なにをどう考えて行動したのか、を知るのがいいと思うんだけど……」

　言うと、千ち代よ田だ先生は傍かたわらに置いていた鞄かばんに手を入れる。

　そして、中をしばらく探ったあと、

「……これ」

　一冊の本を──僕の方に差し出した。

「これ……は……」

　ほんの少し、見覚えのある本だった。

　シンプルなデザインの表紙。

　物もの憂うげな男子が立つイラストと、その横に配置された小説タイトル──。

「……もちろん、無理に読めとは言わないわ」

　僕の動揺も見透かしているのか、千ち代よ田だ先生はこちらを見て小さくほほえんでいる。

「ただ、わたしは……」

　そう言って、千ち代よ田だ先生はこちらに少し身を乗り出し、

「その本は……矢や野のくんに大きな影響を与えるような、気がしているわ」
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　家にたどり着いて、自分の部屋に戻ってきた。

　僕はまず──スマホを手に取り『水みな瀬せ』アカウントに電話をかけた。

　少し、二人に聞きたいことがある。

『──もしもし、どうしたの？』

　受話器の向こうから聞こえたのは──春はる珂かの声だった。

「いや、ちょっと……教えて欲しいことがあってさ」

『教えて欲しいこと？』

「うん、あの……春はる珂かって、柊ひいらぎさんの小説……『十四歳』から始まるシリーズって、もう読んだ？」

『あ、うん！　読んだよ！　すごく面白かったー……。あんまりああいう小説読まないんだけど、知り合いがモデルって知ってると、なんかドキドキしちゃって……。一週間くらいで、三冊全部読み終わっちゃったよ！』

「そっか……」

『でも、どうして？』

「いや、それがさ……」

　言いながら、僕は鞄かばんに手を入れ。

　一冊の文庫本を取り出した。

「千ち代よ田だ先生に読んでみろって言われて……渡されたんだよ。『十五歳──Side A』」

　もう一度、その表紙を眺める。

　描かれている、物もの憂うげな少年のイラスト──。

『ああ……細ほそ野のくんが、主人公のやつ……』

　受話器の向こうで、春はる珂かがそう言う。

「やっぱり……そうなんだな」

　薄々、そうなんだろうと思ってはいたのだ。

　イラストの少年は、細身の身体からだに、癖のある髪。淡泊な顔立ちもあいつそっくりだ。

「内容的には、どんな感じなんだ……？」

『えっとね……最初に時とき子こちゃんがモデルになった「十四歳」には続編があってね』

　春はる珂かがそう説明を始める。

『「十四歳」が中二から中三の頃の時とき子こちゃんをモデルにしてて「十五歳」はそれが高校生になって……細ほそ野のくんと出会ってからのことが描かれるのね』

「うん、うん」

『わたしはそれが、すごく好きで、シリーズの中でも一番好きなんだけど……やっぱり、人気もあるみたいで。だから、さらにそれの番外編として出たのが、その「十五歳──Side A」。これは、ついこの間発売されたばっかりだね……』

「内容的には、『十五歳』とだいたい同じなのか？」

『うん。起きてることは同じ。だけど、「十五歳」と違って細ほそ野のくんがモデルの男の子……アキラくんが主人公だから、彼が考えてることとか、悩んでることが描かれてるんだ』

「……なるほどね」

　そこでようやく、僕は千ち代よ田だ先生の意図を理解した。

　つまり彼女は──こう言っているのだ。




　矢や野のくんの悩みは、細ほそ野のくんも経験したものだから。

　彼のこれまでを、知ってみてもいいんじゃない？




『こっちもすごく面白いからオススメだよ！』

　春はる珂かは無邪気にそう言う。

『わたし、感動して泣きそうになっちゃった！』

「……そっか、そうだよな」

　そう答えて、僕は息を深く吐いた。

「読んだ方が……いいよな」

『……気が進まないの？』

「……うん。まあな」

『十四歳』は、中学の頃に一度読んだことがあった。

　楽しく読めたし作中の『トキコ』には共感した。

　はっきりと、好きな作品だと思った。

　けれど──去年。実際に会った細ほそ野のが、どうにも苦手なタイプで。彼といると、なぜだか自分のあり方を否定されているような気がしてしまって……。

　それ以来。どうしてもその続編を読む気にはなれなかったのだ。

『うーん、そうかー……』

　春はる珂かがうなり声を上げる。

『わたしはオススメだけど、そうなると無理に読んでも仕方ないよねえ……うーん……』

　そして、彼女は短く黙り込んでから。

『……あっ！』

「ん？　どうした？　なんかあった？」

『ううん、ごめんもう入れ替わりの時間だった！　話途中だけど──』

　──そこで、ふいに春はる珂かの声が途切れる。

　そして、しばしごそごそという音がしたあと──、

『……もしもし』

　探るような、秋あき玻はの声が受話器から聞こえた。

「ああ、うん、もしもし」

『矢や野のくん……よね？　ごめんなさい、春はる珂かと話してたのに……』

「……いや、それは別にかまわないよ」

　そうだ、そもそも僕は、秋あき玻はと春はる珂かどちらかと、『十五歳──Side A』の話をしたかっただけなのだ。

　少し秋あき玻はの声を聞きたい気持ちもあったし、これはこれで、運がよかったとも思う。

　けれど、

『そう。あの……』

　なぜかそう言って、秋あき玻ははしばらく口ごもり。

『……この間は、ごめんなさい』

　消え入りそうな声で、そう言った。

『その、あんな……乱暴なこと』

「あ、ああ！　いや、気、気にしないでよ……」

　突然出たその話題に、思わずうろたえてしまう。

　あのときの感触を思い出して、心臓が加速を始める。

「僕もその……考えが足りないところもあったなと思うし」

『ううん、そんなことないよ……。あの、わたし……やっぱり少し、焦あせってるところがあるみたいで……』

「……そっか」

『どうしても気持ちが抑えられなくなっちゃって。だから……』

　そう言って、秋あき玻はは短く黙り込んでから。

　泣き出しそうな声で──こう続けた。




『……嫌いにならないで……』




「……なるわけないだろ」

　思わず、笑い出しながらそう答えた。

「あれで秋あき玻はを嫌いになることなんて、絶対ないって……」

『……本当に？　引かなかった？』

「そりゃ、ちょっとはびっくりしたけど……」

『やっぱり……』

「でもその……嫌だったわけじゃないし。その、むしろ……正直言うと。ドキドキしたし……。暴力とか、思わないというか……」

　そこまで言って、僕はちょっと迷ってから、

「……もっとしたいと思ったし。またしたいとも、思ってる……」

『……ばか』

　返ってきた秋あき玻はの声には、ようやく安心の色が滲にじんでいた。

『やらしい、矢や野のくん……』

「そうだな、ごめんな……」

『へんたいへんたーい……』

「そこまで言わなくてもいいだろー……」

　そんな風に話しながら──ふと気づく。

　左手に持ったままの『十五歳──Side A』。

　それに対するよくわからない抵抗が──いつの間にかずいぶんやわらいでいることに。

　……そうだ、細ほそ野のが仮に、僕のあり方を否定したとしても。

　今の僕には──秋あき玻はと春はる珂かがいる。

　僕を心から慕ってくれる、必要としてくれる二人がいるんだ──。

『……でもよかった、安心した』

　受話器の向こうで、秋あき玻はは深く息を吐いた。

『ありがとうね、矢や野のくん……』

　そんな彼女に、

「……こっちこそ、ありがとう」

　思わず僕は、そう伝えた。

「秋あき玻はのおかげで、気持ちの整理がついたよ、ありがとう……」




　それから数分話して、通話は終わった。

　受話器から耳を離すと──間違いなく、気持ちに変化があったことを改めて感じる。

　秋あき玻はの言葉が今自分が立っている場所を、そしてそれを支えてくれる人たちがいることを、改めて実感させてくれた、

　今の僕なら、その本を。

『十五歳──Side A』を、読める気がした。

　読もうと思った。

　スマホをベッドに放ると、僕は机に置いてあった、その文庫本を手に取った──。





＊






　──その話は、内向的な少年アキラが一冊の日記帳を手にするところから始まった。

　とある少女が何気ない毎日を綴つづった日記帳。

　いけない、とは思いつつもその中身を読んでしまった彼は、日記の持ち主の感性に夢中になり、孤独な毎日の心の支えとするけれど──彼が高校生となったその日。

　彼の目の前に、日記の持ち主の女の子が現れる──。




　……きっとこの「日記帳」が、現実世界における『十四歳』。

　つまり、柊ひいらぎさんを主人公とした小説にあたるのだろう。

　物語の体裁を保つためか、現実からやや変換された設定になっているのだろうけれど、こうして読む分にはさほど気にならなかった。

　むしろ──正直に言えば。

　ここまで読んだ段階で、僕は話の内容に夢中になっていた。

　最初は、やっぱり思うところもあったのだ。

　これが、あの細ほそ野のに起きたことなのか……、だとか。

　あいつ、こんな風に物語にされるの、恥ずかしくなかったのかな……、だとか。

　ただ、『十四歳』でも効果的だった柊ひいらぎところの文章はさらに磨き上げられ、「どうしてそんなに男子の気持ちがわかるんだ」と思うほどに、精緻にアキラの心情を描き上げていく。

　結果──僕は完全にアキラに感情移入しながら。

　物もの憂うげでどこか斜に構えたところのある彼に感情移入しながら、話を読み進めていった。




　物語は、お互いの気持ちを複雑に交錯させながら進んでいく。

　一度は距離が大きく近づき──お互いの好意が明らかになりかける。

　けれど、日記の中に書かれた「トキコ」と、現実に目の前に現れた「トキコ」との違いを実感し、アキラはどうしようもない不安に駆られ──二人の関係は破綻してしまう。

　そして二人はお互い距離を取り、相手のことを忘れようとしながら毎日を過ごし始める。

　アキラはそれを残念に思うも──動き出すことはできない。

「……あぁ……」

　相変わらず、諸もろ々もろの現実的問題を無視して──僕はアキラに共感していた。

　そうだ、そんな風になってしまえばもう動けない。

　全てがこんがらがって、手も足も出なくなって──そうすればもう、できることはない。

　じゃあ、ここから二人の関係がどうなるのか。

　もしかして……このまま関係は破綻してしまうのか。

　悲しい結末を想像して胸が締め付けられる。

　けれど、その続きを読み始めた僕は──、

「……マジか」

　終盤、『思いもよらない行動』に出たアキラに。

　予想外に踏み出したアキラに、虚を衝つかれたような気持ちになる。

　そして、

「……なる、ほど」

　全てを読み終えた僕は、ようやく千ち代よ田だ先生の意図を理解した。

　殴られた衝撃にも似た余韻の中──僕は決心する。

　どうしても、確認したいことがある。

　あいつに、聞きたいことがある──。





＊






「──あの……ほ、細ほそ野の！」

　放課後の、二年七組の教室。

　普段自分がいる二年四組の教室とは、どことなく雰囲気が違うこの部屋で。

　僕は帰る準備をしていた二人に──細ほそ野のと柊ひいらぎさんに駆け寄り、そう声をかけた。

「……あれ、矢や野のくん……？」

「お、おお……どうしたんだよ？」

　突然の訪問に驚いた様子の二人。

　周りの生徒たちも、突然やってきた他クラスの生徒である僕に怪け訝げんな視線を送ってくる。

　思わず萎縮しそうになるけれど、僕はもう一度口を開き、

「どうしても聞きたいことがあって……二人に、確認したくて。ちょっと、話させて欲しいなって……」

「……そっか」

　僕の口調に、なにかを感じ取ってくれたらしい。

　細ほそ野のはあごで教室の出口を示しつつ、

「とりあえず……どっか他のとこ行くか。喫茶店でも帰り道でも、どこでも」

「……ああ、ありがとう」

　言いながら、僕らは並んで教室を出た。




「……で、どうしたんだよ？」

「聞きたいことって、なに……？」

　学校近くの、いつもの喫茶店。

　アンティークの時計に囲まれたこの店で、細ほそ野のは相変わらずぶっきらぼうに、柊ひいらぎさんは気遣わしげにそう尋ねる。

　ゆっくり話すなら、やっぱりこの店が一番だろう。

　店内には他に客はいないし、ここなら誰に遠慮する必要もない。

　僕は目の前の二人に、「これまでにない感慨」を覚えながら──ポケットから文庫本を取り出した。

「これ、読ませてもらったんだ──『十五歳──Side A』」

　──瞬間。

　細ほそ野のの目が見開かれた、

「おま、それ……！」

「ああ、読んでくれたんだ……」

　二人の顔が、あっという間に朱色に染まっていく。

「マジかよ……あーもう……」

「ご、ごめん……嫌だったか？」

　髪をぐしゃぐしゃと搔かく細ほそ野のに不安になって、恐る恐るそう尋ねると、

「ああ、いや、いいんだけど……」

　彼はこちらから視線を逸そらしたまま、

「ただ……恥ずかしいんだよ。それ読まれるのは……」

「ああ、やっぱりそうなんだ……」

　……まあ、そりゃそうだろう。

　自分の恋愛や失敗が、物語の形式で克明に書かき綴つづられているんだから。

　むしろ、この細ほそ野のが出版をＯＫしたことが意外なくらいだ。

「で、その……すごくよかった」

　まず、僕ははっきりそう感想を伝える。

「アキラの気持ち、すごくよくわかったし……小説としても、シンプルに面白かった。だから……聞きたいんだけど」

「うん」

「どうして……アキラは踏み出せたんだ？」

　その問いに──細ほそ野のの顔から、気まずそうな表情が消える。

　真剣な目で、僕を見る細ほそ野の。

「トキコとあんな風に離ればなれになって、にっちもさっちもいかなくなって、でも……アキラは踏み出しただろ？　そりゃまあ、トキコの気持ちを知ったとか、そういう事情はあるけど……アキラ自身が抱えた問題は、別に解決してなかった。なのに、どうして……トキコのところに行けたんだ？」

　問い終えると──テーブルに静けさが下りる。

　時折窓の外を強い風が吹いて、ガラスをがたがたと揺らしていった。

　──作品の終盤。

　身動きが取れなくなったアキラは、最後にトキコの日記帳をもう一度読むことで彼女の気持ちを知る。

　トキコが、アキラに恋をしていたこと。

　彼女が、不器用ながらもアプローチを続けていたことを。

　結果──彼はもう一度トキコに会いに行くのだけど、僕にはわからなかった。

　確かに、彼はトキコの気持ちに気づいたけれど、彼らががんじがらめの状態にあるのは変わらないはずで。

　ならどうして、アキラはトキコに会う決意をしたのか。

　問題を抱えたままで、前に進もうと思ったのか。

「……矢や野のは」

　質問に答えるより先に、細ほそ野のは尋ねてくる。

「どう思ってるんだ？」

「……どう、思ってる？」

「お前も……どうすればいいかわからなくなってるんだろ？　問題が絡からまって、どうするべきなのか、自分になにができるのかわからなくなってる。なんとかしたいけど、なにをしていいかわからない。多分……須す藤どうのことで」

「ああ、そうだな……」

「矢や野の自身は、どうしたいと思うんだよ？」

　──どうしたいと思うのか。

　そう言われて──そこをきちんと考えていなかった自分に気が付いた。

　残念だとは思っていた。

　悲しいとも思っていた。

　そして──自分がどう「すべき」か。

　なにを「してよい」のか、「してはいけない」のかばかりを考えていた。

　では僕は──どう「したい」と思っているのか。

「……また、前みたいに仲良くしたい」

　答えは、あっさり出てきた。

「僕は──あいつらといるのが楽しかったんだ。僕のこと受け入れてくれて、秋あき玻はと春はる珂かのことも大切にしてくれるあいつらが……。だから──」

　もう一度──僕ははっきりと願いを口に出す。

「また──須す藤どうと、修しゆう司じと一緒に毎日を過ごしたい」

「……そうか」

　そう言って、細ほそ野のは小さく笑う。

「まあ、なんというか……俺も、そういう気持ちに従っただけだよ。もうどうにもならないけど……柊ひいらぎに、その……会いたいと、思って」

　もう一度、細ほそ野のの頰が染まっていく。

　隣にいる柊ひいらぎさんも、照れたような顔をしつつも幸せそうだった。

「その気持ちを……止めたくないと思った。たとえ、傷つくことになっても……傷つけてしまうことになっても」

「なる、ほど……」

「本当に、それだけなんだよ。理屈とか、問題とか、色々あったけど……それを全部飛び越えて、会いたいと思った。それだけ」

「……そういうことか」

　少しだけ──アキラの気持ちがわかった気がする。

　きっと、本当にどうにもならなくなったとき。

　全てがこんがらがって、行くあてもわからなくなってしまったとき。

　最後に道しるべになるのは──自分の願いだけだ。

「それに、なんというか……」

　もう一度、ためらう様子を見せながら細ほそ野のが言葉を続ける。

「お前みたいなやつが……矢や野のみたいな真面目なやつが、それでも消せない願いなら、それに従っても、悪いことにはならないと思う。……いや、違うな。悪いことになるかもしれないけど……なにもしないよりは、マシだと思う」

「……へえ」

　その言葉が──僕には意外だった。

　苦手なやつだと思っていた。どうにもやりづらいと思っていた。

　けれど……もしかしたら。

　もしかしたら、こいつは……、

「……細ほそ野のって」

　ほとんど無意識のうちに、僕はそうこぼしていた。

「細ほそ野のって、本当は……いいやつなんだな」

「……は？」

　細ほそ野のが目を見開き、ぽかんとする。

「正直、よくわかんないと思ってたけど、愛あい想そ悪いやつだなと思ってたけど……なんだよ、いいやつじゃないか」

「え、な……なに言ってんだよ、お前……」

　あからさまに、細ほそ野のが慌て始める。

　ふらふらと目を泳がせ、気まずげに頭を搔かき始める。

　そして──、

「……ふ、ふふ……あはははは！」

　──柊ひいらぎさんが、笑い出した。

　これまでの印象よりもずっと明るい、軽やかな声で。

「ほ、細ほそ野のくん……挙動不審だよ……うふふ……あははは！」

「ちょ、柊ひいらぎ……なんだよ！　笑い過ぎだろ！」

「で、でも、すごい慌てて……おかしいんだもん！　ふふふふふ……」

「……はははは！」

　釣られて笑い出してしまいながら──僕は気づく。

　もしかしたら、僕はうらやましかったのかもしれない。

　自分と同じような感覚を持っていて。

　自分と同じような性格の細ほそ野のが──自分とは違って、自らの願いに忠実であることが。

「……なんだよ、酷ひどいなーお前ら……」

　不満げにそう言う細ほそ野の。

　柊ひいらぎさんはそんな細ほそ野のに、もう一度笑ってから、

「あのね……矢や野のくん……」

　お腹なかを押さえ、涙を拭きながらこちらを向く。

　そして──、




「細ほそ野のくん多分ね──矢や野のくんと、友達になりたいんだと思う」




「──へ……？」

「おい！　柊ひいらぎっ……！」

「あのね、伊い津つ佳かの誘いで一回会ってからも、ちょこちょこ話題には出ることがあったのね。矢や野のくんのことが……。結構ずっと細ほそ野のくん、矢や野のくん気にしてるみたいで……」

「ちょ、柊ひいらぎ……そういう言い方するなよ！」

「あの、あんまり細ほそ野のくん、友達とか作りたがるタイプじゃないんだけど……多分、矢や野のくんとは気が合いそうな気がしたんじゃないかなあ？　最初に会ったときは、今と結構印象違ったけど……それでも、なんとなく。それで、この間伊い津つ佳かの家に行って、そのときに……やっぱりそうだって。仲間なんだって、思ったんじゃないかな？」

「……そう、だったのかよ」

　……思ってもいなかった指摘に、思わず細ほそ野のの方を見た。

　顔を真っ赤にして、こちらから視線を逸そらしている細ほそ野の。

「確かにまあ、僕も小説好きだし……感覚が近いのかな、とは思ってたけど……」

「だから、あのね……」

　そう言うと──柊ひいらぎさんはにんまりと笑い。

　僕と細ほそ野のを見比べてから──、




「矢や野のくん……細ほそ野のくんの友達になってあげてくれない？」




「……あの、柊ひいらぎさあ……」

　真っ赤な頰を隠すこともできないまま。

　細ほそ野のは唇を嚙かむ。

「勝手にお前、俺の気持ち想像で語るなよ……」

「あれ……外れだった？」

「……」

　黙り込む細ほそ野の。

　そして彼は、もう一度深く息を吐き出してから。

　朱色に染まった顔をこちらに向け──僕にこう尋ねた。




「とりあえず──矢や野のは、どういう小説が好きなんだよ……？」





＊






７月３日（火）はるか




　わたしは、どこまで望んでいいんだろうと思います。

　なにを望むことが許されて、どこまで行くことが許されているんだろう。

　自分のことを隠さなくなって。

　みんなに受け入れてもらえて。

　ずいぶんたくさんのものを手に入れることができました。




　けれど、この先がわからないんです。

　もっと望んでいいのかな？

　もっとわがままになっていいのかな？




　もしも、そうだとしたら。




　わたしには、どうしてもやりたいことがあるんです。







[image: 第十章　【ショウ・マスト・ゴー・オン】]







　──七月の午後の日差しは、質量すら感じる熱を孕はらんでいた。

　教室の空調はフル回転で稼か働どうしていて、気温は二十六度ほどに調整されているけれど──差し込む凶暴な陽光に、背中にじわりと汗が浮かび出す。

　もっとも──と。

　帰りのＨＲが終わり席を立ち、歩き出した僕は思う。

　もっとも、こんなに汗が出るのは、暑さのせいだけではないだろうけど……。

「──帰ろうぜー！」

「──コンビニ寄ってかね？」

「──今日部活あったっけ？」

「──やば、大会来週じゃん！」

　言い合いながら、教室を出て行くクラスメイトたちの間を抜けて──僕は彼女のところへ向かう。

　一歩ごとに、鼓動がゆるゆると加速していく。

　小刻みに震えそうになる唇を、小さく嚙かんで押さえつける。

　話すことは、決めていなかった。

　けれど、僕は僕が願うことを、彼女に伝えることができればそれでいいと思う。

「……須す藤どう」

　そう声をかけると、彼女は──鞄かばんに荷物をしまっていた須す藤どうは。

　びくりと肩を震わせこちらを見た。

「話したいことが、あるんだけど」

　その目を見て、僕ははっきりとそう告げる。

　しかし、すぐに彼女は視線を鞄かばんに戻すと、

「……ごめん、ほっといて」

　聞いたことのない静かな声で、短くそう言った。

　──これまでの僕だったら、ここで引き下がっていただろう。

　須す藤どうがそう言うなら。

　本人が望まないなら。

　それ以上深入りすることなんてできない。そう思ってきた。

　けれど──、

「このままにしたくないんだよ」

　──今日僕は、そこからもう一歩踏み出した。

「だから、須す藤どうに聞きたいことがある。伝えたいこともある」

　横目で見ると──自分の席に腰掛けた春はる珂かが緊張気味にこちらを見ている。

　修しゆう司じもなにか起きているのに気づいたらしい、片付けの手を止めてこちらの様子を窺うかがっていた。

「……ごめん、もう行くから」

　須す藤どうは、しかしそう言って、鞄かばんを肩にかけ席を立った。

「お願いだから、かまわないで」

「せめて、なにを考えてるのか教えてくれよ」

　その言葉を無視して、須す藤どうは歩き出した。

　けれど、僕はそれに追いすがり言葉を続ける。

「須す藤どうも修しゆう司じも……素の僕を受け止めてくれた大事な友達なんだよ。だから、こんな風に終わりたくない。せめて、納得はしたいんだ」

　クラスメイトたちも、僕らになにか起きているのに気づいたらしい。

　あるものは怪け訝げんそうな表情で、あるものはゴシップ記事でも見るような顔つきで、こちらを見ている。

　恥ずかしいけれど……これくらいは覚悟の上だ。

　これでどう思われようと──僕はもうかまわない。

「嫌なんだよ……このままでいるのが」

　須す藤どうの歩みが速くなる。

　それに合わせて、僕も歩幅を広げる。

　そして──、

「感謝してるんだ、須す藤どうに。だからこれからも──一緒にいたいんだよ」

　──そう言ったところで。

　須す藤どうはふいに──その足を止めた。

　そして、こちらを向くと、その大きな目に涙を溜ため──、

「……か……」

「……ん？」




「──ばか！」




　──そう叫んだ。

　予想だにしていなかった言葉に──鈍い打撃を受ける。

　──フルスロットルで回っていた頭が、溶けそうな熱だけを残して停止する。

　そして、身動きの取れない僕の前から。

　須す藤どうは──バネが弾はじけるみたいに駆け出した。

　──遅れること数秒。

　須す藤どうが教室を飛び出したところでようやく僕は我に返り、

「……お、おい！」

　慌てて彼女を追いかける。

　教室を出て須す藤どうが駆けていった方を見ると──すでにその背中は手の届かないところ。数個先の教室前にあった。

　──ここまで拒絶されるとは思っていなかった。

　こんな風に、走って逃げられるほど、会話を拒絶されるなんて。

　一瞬──追いかけようかと考えるけれど。

　──それは身勝手すぎる。

　──事情があるのかもしれない。

　すぐに──「そうするべきではない理由」が無数に頭に浮かぶ。

　──もしかして、僕はやり方を間違えたんじゃないか？

　──これ以上やるのは、わがままが過ぎるんじゃないか？




　──これ以上やるべきでは、ないんじゃないか。




　その気持ちは、もはや僕の癖のようなもので。

　あふれ出す思考に、身体からだが縛り付けられる。

　けれど──僕は、細ほそ野のの言葉を思い出す。




「──矢や野の自身は、どうしたいと思うんだよ？」




　僕自身は……どうしたいのだろう。

　鼓動高鳴る胸に手を当て──大きく深呼吸する。

　……うん。

　大丈夫だ、僕の気持ちは変わっていない。

　なら、答えは一つだ。




　僕は──間違えようと思う。

　自分の気持ちのために、間違いを犯そうと思う。




　もう一度息を吸い込むと──僕はその場から駆け出した。

　須す藤どうが向かったのは、教室棟の東端。

　きっと、このまま昇降口から学校を出て逃げ切るつもりだ──。

　必死に両足を駆動し、彼女の背中に追いすがろうとする。

　下校する生徒たちの間を縫って、廊下を駆けていく。

　けれど──すでに距離はかなり開いていた。

　さらに、運動の得意な須す藤どうは足が速い。

　このままじゃ──逃げ切られるのは明白だった。

　そのとき──、

「──矢や野の！」

　──背後から、名前を呼ばれた。

「どうした!?」

　振り返ると──あいつが。

　細ほそ野の晃あきらが、自分の教室の前でこちらを見ていた。

　廊下を走る僕を見かけて、飛び出してきてくれたんだろう。

「須す藤どうに、逃げられて……」

「ああ……」

　それだけで、細ほそ野のは事情を理解してくれたらしい。

「とりあえず、矢や野のは普通に追いかけてくれ！　俺も、思い当たるところ行ってみる！」

「わかった、ありがとう！」

　うなずき合って、僕はもう一度駆け出した。

　廊下を走り抜き、階段を駆け下りる。

　すでに、須す藤どうの背中は見えない。

　それでも、彼女の思考を先読みし、ルートを想定し、可能な限りの最高速で見えない影を追いかける。

　一階にたどり着いた。

　僕らの教室、二年四組の下げ駄た箱に駆け込むけれど──いない。

　肩で息をする僕に、その場にいた生徒たちの視線が集まった。

　下校するらしい男子数人に、ユニフォームを着たソフトボール部の女子たち。

　ふと思い付き確認すると──須す藤どうの下げ駄た箱には、すでに校内履きスリッパが収められていた。ローファーは……ない。

「クソ……！」

　もう校舎を出てしまった、ということらしい。

　僕も校内履きを脱ぐと自分の下げ駄た箱にたたき込み、ローファーを引っ張り出した。

　こうなったら──辺りを走り回ってみるしかない。

　けれど、

「……ん？」

　ポケットの中で携帯が震えた。

　表示されているのは──、





通知：【細ほそ野の】から新着メッセージが届きました






　指紋認証で画面のロックを解き、パスコードを打ち込んでラインのメッセージを表示させる。

　そこには、





細ほそ野の『須す藤どう捕まえた』






　とだけ、短く書かれていた。
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「──よお」

「……」

　細ほそ野のにメッセージで指示されたとおり、生徒用の反対側にある職員玄関に向かうと。

「……おう、ありがと」

　そこには、全力で走ってくれたんだろう。

　髪が乱れ汗をかいた細ほそ野のと、それ以上に汗まみれになった須す藤どうがいた。

「こっちに……いたのかよ。ていうか、なんで細ほそ野の、ここに須す藤どうがいるってわかったんだよ？」

「いやこいつ、前から時々こっそりこの玄関使って帰ったりしてたからさ。こっちのが、コンビニ近いだろ？　帰りに寄りたいとき、先生の目を盗んでここを通ってたんだよ」

「……そうだったのか」

「追いかけられたまま家まで逃げ切るのは、さすがに辛つらいだろうと思って……だとしたら、こっちで矢や野のをやりすごして、それから自分は帰る気なのかって、読んだんだ」

「なるほど……さすが幼なじみだな」

　十年一緒にいただけあるなと思う。

　須す藤どうにそんな習慣があるなんて知らなかったし、知っていたとしてもこの状況でそっちを使うなんて、僕ならぱっと気づけなかっただろう。

　二人が積み重ねてきた関係の深さに、素直に感心を覚える。

「あと……さすがレースゲーム速いだけあるわ」

「それは関係ねえだろ」

　そう言って、細ほそ野のは小さく笑った。

　そして彼は、苦しげにうつむいている須す藤どうの方を向くと、

「……なあ、矢や野のがここまでするのって、めずらしいことなんじゃないか？」

　須す藤どうは唇を嚙かみ、言葉を返さない。

「事情が、あるんだろうなと思うよ。須す藤どうがそんな、適当に人を蔑ないがしろにするやつじゃないこともわかってる。でも、だからこそ──」

　細ほそ野のは、須す藤どうと正面から目を合わせる。

　そして、穏やかに彼女にほほえみかけると、

「──あいつの気持ちに、応えてやったらどうだ？」





＊






　──狭い部室には、ほこりっぽく煮詰まった熱気が満ちていた。

　教室棟の各教室には空調がついているけれど、部室棟はエアコン未設置で。

　昭和っぽいデザインの扇風機を稼か働どうしてはいるものの、送り出される弱い風は蒸し暑さを助長しているような気さえした。

　相変わらず、本棚には今にも崩れ落ちそうな本とグラビア誌が収まり。

　戸棚には未いまだにソ連がある地球儀や、グレイタイプの宇宙人のステッカーが貼られたラジカセがあるこの部屋。

　この狭い空間に、今は僕と春はる珂か──そして須す藤どうの三人がいた。

　ここに、僕らと千ち代よ田だ先生以外の人間が訪れるのは、考えてみれば初めてのことかもしれない。

　細ほそ野のにも一緒に来てくれないかと尋ねたけれど「いや、いいよ。あとで結果教えてくれ」とだけ言って、彼は柊ひいらぎさんとともに先に帰っていった。

「……ごめん、ずいぶん乱暴なことしちゃったな」

　旧タイプの椅子に腰掛けて、僕はまず、彼女にそう謝った。

「男子二人で追いかけるとか、ちょっと怖い思いもさせたよな……。でも僕は……もう一度、前の仲に戻りたいんだ。僕は、僕と春はる珂かたちと修しゆう司じと須す藤どうの、四人でいるのが……すごく楽しかったんだよ」

　隣を見ると──春はる珂かはじっと須す藤どうを見つめている。

　まるで、その心の内をなんとか読み取ろうとするかのように。

　彼女の心を、少しでも汲くもうとするかのように。

「だから、こんな風に離ればなれなのは嫌だ。できれば、前みたいにまた四人でつるみたいし……それが無理だとしても、こんな風になった理由が知りたい。できることがあるなら、力になりたいと思う」

　その言葉に彼女は──須す藤どうは乱れた髪のまま、汗で制服が身体からだに張り付くのもかまわずうつむいている。

　けれど僕は、彼女に願う。

「だから、僕らに……話してくれよ。須す藤どうの考えてることとか、これまで考えてきたことを、教えて欲しいんだよ。それでもダメだって言うなら……わかった、もう諦める」

　確かに──僕には願うことがある。

　けれど、それは須す藤どうも同じなのかもしれない。

　彼女は彼女の願いがあって──僕らと距離を取ったのかもしれない。

　だとしたら、それを否定することはできないだろう。

　そのことは、僕らだって覚悟しなきゃいけない。

「だから、これが最後のお願いだ」

　そして僕は、もう一度息を大きく吸い込み──気持ちを伝える。

「須す藤どうの気持ちを……聞かせてくれよ」

　須す藤どうは机に視線を落とし、黙り込んでいる。

　強い風に、窓の向こうの並木が揺れ、雲がすごい速さで東へ流れていく。

　そして──あまりにも長い沈黙のあと。

「……期待に、応えたかったの」

　──ふいに須す藤どうが、ぽつりとそう言った。

「みんなの、期待に応えたかったの」

「……期待？」

　思ってもいなかった言葉に、思わずオウム返しする。

　須す藤どうは小さなその身を縮こまらせ、かすれた声で話を続けた。

「修しゆう司じが……好きだって言ってくれた。あんなにいいやつで、女子にもモテるあいつが……。それだけじゃなくて、みんなが、付き合ったらいいんじゃないかって、言ってくれた。それも、適当なアドバイスじゃなくて、本当にわたしのためを思って……」

「……うん」

　確かに、僕は真剣に考えて答えを出したのだ。

　僕は、僕の意思として、須す藤どうに修しゆう司じを勧めようと。

　きっとそれで二人は幸せになれると信じていたし、だからこそそのために苦労するのも厭いとわなかった。

「だからね……できれば、そのみんなの期待にね、応えたいと思ってたの。正直……ちょっと、予感してたことはあったけど、それでも、みんなが言うことはよくわかったし。わたしが同じ立場だったら、もしかしたら、もっと強く付き合うのを勧めただろうし……」

「それは、そうかもな」

　この状況での真っ当な自己認識に、ちょっと笑いそうになってしまった。

　僕が秋あき玻はのことを好きなのだと知ったとき、須す藤どうは妙にお節介を焼こうとして僕らをお台場に連れ出した。そしてどうも、細ほそ野のと柊ひいらぎさんが付き合う前にも、須す藤どうは結構その後押しをしていたらしい。

　だから今回彼女は──初めてこうして、推される側になった。

「けど……最初はそんな、本気で付き合うとか、そういうの考える状態じゃ、全然、なくて……」

　うつむくと、濡ぬれて束になった彼女の髪がその表情を隠す。

「最初のうちは、なんかすごく恥ずかしくて……顔も見れなかったし、そばにいるだけでドキドキしちゃうから、逃げてばっかりだった……。その後も、あいつがわたしのことを好きなんだって、実感できなかった……」

「……うん」

「でも、それを皆が力を貸してくれて、解決した……。ゲームやったのがきっかけで、前みたいに話せるようになったし、矢や野のがあいつの話を聞かせてくれたおかげで気持ちもちゃんと、実感できた……」

「……そう、だな」

　そこには、確かに自負もあった。

　ここに来るまで須す藤どうたちにはいくつかの壁があったのだ。

　それを越えるため、僕はできるだけ力を貸してきたつもりだったし、そして実際、それは成功したんじゃないかと思う。

「そのことは、本当に感謝してるよ。恩返しできればって、すごく思った。思ったの。だからこそ──どうしようもなく、わかっちゃったんだよ」

　けれど──須す藤どうは顔を苦しげに歪ゆがめ。

　声をもう一度大きく震わせると──、




「わたしは……あいつに……恋してないって……」




　──その目から、大粒の涙をこぼし始めた。




「これからも……きっと、そ、そうならないって！」




「す、須す藤どう……」

　これまで、須す藤どうが泣くところは何度か見てきた。

　けれど──今回は違う。

[image: ]

　これまでの、誰かを思って流した涙と違って。

　今須す藤どうは、自分に対する失望と怒りと悲しみで、涙をこぼしている──。

　隣では春はる珂かが──まるで自分が告白を断られたみたいに、苦しげな顔で唇を嚙かんでいた。

「そ、それが、わたしは辛つらかった……皆の好意とか努力を……好きになれないって、そんな理由で無駄にしちゃって……。あんないいやつの気持ちに、応えることができなくて……。もう、ダメだと思った。皆の前にいる資格が、ないと思った……。わたしは……」

　深く息を吐くと、須す藤どうは呪いの言葉のように。

　わざと自分を傷つけるように、言葉を続ける。

「わたしは……皆の期待に応えられない、自分が嫌い……」

「そ、そんなこと言わないでよ……！」

　それまで黙っていた春はる珂かが──こらえきれない様子で声を上げた。

「伊い津つ佳かちゃんは、なにも悪くないじゃない！　なのに、嫌いだなんて……！」

　そして──僕は、その言葉に。

　彼女の言葉に──大きな衝撃を覚えていた。

　こみ上げるのは罪悪感だ。

　これまで自分がしてきたことの意味に、手がわなわなと震え出す。

「……ごめん」

「……え？」

「そうか、須す藤どう……そんな風に思って……本当にごめん」

「……な、なんで？」

　ぽかんとして、須す藤どうは首をかしげた。

「なんでここで……矢や野のが謝るの？」

「……だって」

　言いながらも、後悔に顔が歪ゆがむ。

「それを須す藤どうに強いていたのは、僕らだろ？　それがまさか、ここまで須す藤どうを追い詰めていただなんて……」

　僕が、須す藤どうと修しゆう司じの距離が開いたのを嫌だと思ったのは。

　四人の関係が壊れてしまったのを残念だと思ったのは。

　それまでずっと──須す藤どうが期待に応えてくれていたからだ。

　僕らが望む須す藤どうを、きちんと演じていてくれて、明るく楽しい「須す藤どう伊い津つ佳か」でいてくれたからだ。

　──自分は、自分を偽りたくないだなんて言って。

　勝手にキャラを演じて、それを自分の気持ちのためにやめておいて。

　でも本当は──僕自身が誰かの「キャラ」に、救われていたんじゃないか。

　無意識の身勝手に、我がことながら目め眩まいがする。

　どうしようもない恥ずかしさに身体からだ全体が熱くなる。

　けれど、

「……それは違うよ」

　静かにそう言って、小さくほほえんだ。

「わたしは、自分の意思で、みんなの期待に応えたいって思ったんだよ。矢や野ののせいじゃない」

「……なんでだよ」

　ほとんど無意識のうちに、言葉が口をついて出ていた。

「大事なのは……自分の気持ちじゃないか？　それを偽ったって、隠して無理したって、誰も幸せになれないんじゃないのか？」

　秋あき玻はと春はる珂かに出会ってから、僕が知ったのはそのことだった。

　キャラを作っていた僕がそれをやめた。

　春はる珂かが自分を隠さないと決めた。

　それだけじゃない──細ほそ野のが教えてくれたことだってそうだ。

　にっちもさっちもいかなくなったとき、突破口になるのはきっと「自分の願い」で。

　だからこそ僕は──こうしてもう一度、須す藤どうと話すことができた。

　なら、大切なことは、自分の気持ちに従うこと。

　偽らないこと、じゃないのか。

「……確かに、大事だよ」

　深く息を吐きながら、須す藤どうはうなずく。

「大事だよ、自分の気持ちは。だから、わたしも結局……修しゆう司じを振った」

「そう、だろ……？」

「けど」

　そう言うと、須す藤どうはようやく僕を見て──、




「みんなが見るわたしも、本当のわたしだもん」




　そのセリフに──声が出なくなる。

　脊髄を貫く電流に、身動き一つできなくなった。

「確かに、わたしが思うわたしも大事だよ……。けど、わたしは……みんなが見てくれるわたしも、みんなが見いだしてくれたわたしも好きなの。弱くていいところがなんにもないわたしのよさを、みんなが見つけ出してくれた……。わたしを育ててくれたのは、きっと……みんななんだよ。わたしは、みんなにとってのわたしを大事にしたかった」

　だから、と須す藤どうは表情を歪ゆがめ。

　苦しげに笑いながら、僕に言う。

「そうできなかったわたしを……わたしは、好きになれないんだよ……」

　須す藤どうがそう言い切って。

　部室の中の音が消える。

　校舎のどこかで誰かの笑い声が弾はじけて、校庭のどこかで教師の怒鳴り声が空に溶けていく。

　そして、僕は、




「……すげえな」




　気づけば、そんな言葉をこぼしていた。

「……すげえな、須す藤どうは」

　須す藤どうは僕の言うことを理解できない様子で、眉をひそめてじっとこっちを見ている。

　けれど──それが僕の本音だし、噓うそ偽りない本心だ。

　僕は今、須す藤どうの考えに──感動さえ抱いていた。

　背筋を貫くジンとした感覚に、涙が出そうになってしまう。

「そんな考え方があるなんて……思ってもみなかったんだ。そうか、周りが見る自分も、好きだなんて……そんな風に思っても、いいんだな」

　僕の場合は、入り口が悪かったんだろうとも思う。

　キャラを作るのが嫌で。

　それでも仕方なく、自分を演じてみた結果──うまくいってしまって。

　だから僕は、そんな風に思えなかった。

　けれど──須す藤どうはそうやって生まれた自分を大切にすることができた。

　自然と、そんな「自分」を尊重することができた。

「それはだから……すごいことだと思うよ。本当に、尊敬できるやつだって、思った」

「……尊敬」

　ふと見ると──隣では春はる珂かが、ぽかんとした顔で須す藤どうを見ていた。

　彼女も、僕と同じように……須す藤どうの考えに衝撃を受けているのかもしれない。

「だから」

　そう言って──僕は本題に戻る。

「うん、僕は……そんな須す藤どうを尊重したいと思うよ。今須す藤どうが、みんなを裏切ってしまったって、もう誰とも会いたくないって思うなら……止めない。けど、僕は──そんなところも含めて、須す藤どうに幸せになって欲しいと思う」

　──その言葉に、須す藤どうの顔がもう一度歪ゆがむ。

　唇を嚙かみ、眉をひそめ、その目にはまた涙が溜たまり始める。

「そうやって悩んで、期待に応えたいと思う須す藤どうと、これからも一緒にいたいと思う。そう願うのだって……須す藤どうの言う『周囲から期待されるわたし』だろ？」

　その問いに──須す藤どうはしばらくうつむいたあと。

「……屁へ理り屈くつ」

　短くそう言って、顔を上げた。

「そんなの、わたしの話したことに無理矢理くっつけた、屁へ理り屈くつじゃん……」

「確かに、そうかもな……。でも、本心なんだよ」

「……矢や野のらしいね」

　そう言うと──須す藤どうはほほえみ。

　鞄かばんを肩にかけ、椅子から立ち上がった。

　そして、一度深く息を吐くと──、

「……頑張ってみる」

　目を細め、宣言するように僕らにそう言った。

「矢や野のの言うことは、よくわかったよ……。もう一回、前みたいにみんなといられるように……頑張ってみるよ」

「……須す藤どう……」

「最初はうまくいかないかもしれないけど……また、この間みたいに助けてくれると、うれしい」

「……わかった」

　僕は深く、須す藤どうにうなずいてみせた。

「これからは、細ほそ野のも力を貸してくれるだろうからな。きっと、うまくいくよ」

「……ありがと」

　そう言うと、須す藤どうは僕と春はる珂かに小さく手を振り、

「じゃあ──また明日」

　笑顔で部室をあとにした。

「ありがとね──矢や野の」
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　──矢や野のたちのいた部室を出て、教室へ向かう。

　大泣きしたし、メイクボロボロだし、このまま帰ったら親に心配されてしまう。

　せめて、目の腫れが収まってから帰らないと……。

　教室……誰かいたら嫌だなあ。

　こんな顔、クラスの誰にも見られたくない。

　時間的には、帰りのＨＲ終わってしばらく経たつけど……まだ、誰かいるだろうなあ……。

　……そうは言っても、他に行くとこもないし。

　諦めて、わたしは二年七組の教室につくと、恐る恐る扉を開いた。

　──意外なことに、生徒は一人も教室に残っていなかった。

　けれど、その代わり。

「……あら、須す藤どうさん」

　千ち代よ田だ先生が、窓まど際ぎわに立って外を眺めていた。

「あ、どうも……」

　隠しきれないかもしれないけど。

　それでも、手で目元を拭ってから、忘れ物を取りに来たのを装よそおおうと自分の席に向かう。

　なのに、

「……えらかったね」

　窓まど際ぎわに立ったまま、千ち代よ田だ先生がわたしにそう言う。

「須す藤どうさんは、よく頑張ったと思うわ」

　その言葉に……ドキリとしてしまう。

　……なんで、わかるんだろう。

　別に先生には、これまで恋バナも、相談もしたことなかったのに……。

　けれど……これまでも、この先生は時々、とんでもない鋭さを見せることがあった。

　だからもしかしたら、この人は今回のことも全部見抜いているのかもしれなくて……そしてわたしはそれを、決して怖いとも、不快だとも思わなかった。

　むしろ、なぜだろう。

　理解者がいてくれるのだと、なんだか救われた気持ちになる。

「……ありがとうございます」

　素直にそう言うと、千ち代よ田だ先生は困ったような顔で笑い、

「いつも須す藤どうさん……損な立ち位置ね」

「……ほんとですよー」

　言いながら、わたしは自分の席に腰掛ける。

「相手が悪いっていうか、タイミングが悪いっていうか……」

「そうね……」

「あんまりその態度を、表に出さないのがいけないのかもしれないですけど」

「出しにくい立場を求められちゃう、っていうのもあるんじゃないの？」

「そうですね。話しやすい友達ポジションっていうか」

　うなずいて、わたしは少しだけ笑ってしまった。

「本当は、踏み出そうかとも思ったんですけど」

「……そうよ、踏み出しちゃえばよかったのに」

　そう言って、先生はこちらを向き首をかしげた。

「もう今までの我慢全部やめて、ポジションとかそういうのも全部無視して、彼に気持ち伝えちゃうのも、ありだったんじゃない？」

　──ああ、と思う。

　やっぱり先生は、そこまで気づいていたんだ。

　ずっとぼんやり胸に抱いていた、けれど結局口に出せなかったその気持ちのことも。

　けれど、

「……いいんです」

　そう言って、わたしは先生に強がって笑ってみせる。

「勝てないのはわかってますから。あいつにはメインヒロインがいて、全然そういう風にわたしを見てくれてないのは、わかってますから」

　それに、とわたしは言葉をつないで、

「わたしは、こうするわたしが好きなんです。矢や野のが……あいつが、そんなわたしを、すごいって言ってくれたんです」

「……そう」

　うなずくと、先生は切れ長の目を細めてみせた。

「わたしも……そういうの、好きよ。恋はきっと、終わり際が肝心だからね」

「……先生は」

　……ちょっと迷ってから。

　わたしは思い切って、先生に尋ねてみることにする。

「先生は、好きな人いますか？」

「いるよ」

　──予想外の即答に、びっくりした。

　恐る恐る質問を続けてみても、

「それは、その……噂うわさになった、彼氏さんですか？」

「うん」

　当たり前のように、先生はこくりとうなずく。

　けれどそれで……はっきりと感じた。

　今、この人はわたしに対して、一教師と生徒、という関係じゃなくて……恋する女性の先輩として、話をしてくれているのだと。

「……その人とは、どうやって付き合ったんですか？」

「そうね、もうずいぶん昔のことなんだけど……」

　言うと──先生は切れ長の目を細めて窓の外を。

　遠く、北の空を眺める。

「彼に会ったのは、高校入ってすぐのときだったわね……。あっという間に好きになっちゃって、初恋で……それからずっと」

「じゃあ、先生から結構頑張ったんですか？」

「うん。一緒にいたいから、彼のいる部活に無理矢理入ったり、色々理由をつけて引っ張り回したりしたわ……」

「……今の先生からは、想像もつかないですね」

「そう？」

　そう言って──こちらを振り返る千ち代よ田だ先生。

　その姿は、いつも通りの「小柄でミステリアスなお姉さん」なのだけど。

　なんとなく、高校時代のこの人の姿が、目に浮かぶような気がした。

　もし、同い年として同じクラスにいたら、わたしたちは友達になれていただろうか……。

「最初に付き合い始めてから、もう十年以上経たつけど……色んなことがあったわね。何回も別れたり付き合ったりを繰り返したし、彼の引っ越しやらわたしの就職で、遠距離になったこともあったし……」

「それをちゃんと、乗り越えてきたんだ……。結婚するって噂うわさ、本当ですか？」

「実はね、もう婚姻届は出してあるの。式を挙げたら皆にも報告するつもりよ」

「そう、ですか……」

　初めての恋を実らせて、高校時代の恋人と結婚までいたった千ち代よ田だ先生。

　わたしはそれが、涙が出るほどうらやましくなるけれど、

「……おめでとうございます」

「うん、ありがとう」

「……わたしも頑張ろうっと」

　不思議と、勇気が出たのも確かだった。

　──こういうとき。

　悲しいことがあったとき、わたしは「自分の名前の由来」を思い出す。

　これからきっとこの子には、楽しいことや苦しいことが沢山起きる。

　だから、たとえちょっと苦しいことが続いたとしても、悲しい出来事ばかりが起きても、希望を捨てず、未来を夢見ていて欲しい。

　そんな風に考えて──お父さんとお母さんがつけてくれた名前。

「……いつか」

　その大切な響きを、わたしは口に出した。

「いつかわたしも、好きな人に好いてもらえるといいなあ」

　席を立ち、千ち代よ田だ先生の隣に並ぶと──二人で、窓の外の空を見上げた。

　初夏の午後は、高気圧を肌で感じられそうなほどにからっと晴れていて。

　こういう日に恋を終わらせるのも。

　先生の隣で気持ちにけりをつけるのも、悪くないなと思った。

「……あ、そうだ、先生」

「なに？」

　ふいに思い付いたわたしに、先生は小首をかしげてみせる。

　そしてわたしは、ちょっとだけわくわくしながら、先生にこんな提案をした。




「このあと──ラーメン食べに行きません？」
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　──部室の窓から、空を見上げた。

　触れば手応えを感じそうな雲が浮かび、その下には夏が訪れた西にし荻おぎの街が広がっている。

　周りの人が見いだした自分。

　須す藤どうが言ったその言葉が、今も頭の中をめぐり続けていた。

　まだ、はっきりとはしていない。

　けれど、その言葉がなにかを変えそうな予感。

　そしてもちろん──須す藤どうが話をしてくれたよろこび。

　これで僕らは、これからも友人でいられる。

　これまで通りの毎日を送れる。

　だから、僕に残された願いは。叶かなえたいことは──一つだけだ。




　春はる珂かの残りの日々を──できる限り幸福なものにする。




　けれど、

「……もうすぐ、夏休みだな」

　今後の予定を相談しようと、そう切り出した僕は……、

「……春はる珂か？」

　椅子に腰掛けている春はる珂かの様子に、驚きを覚える。

　ぽかんとした顔で、視線を落としている春はる珂か。

　僕が須す藤どうと話している最中、彼女はまったく口を開かなかったけれど……どうしたんだ？

　なんでそんな、なにかを考えているような顔を……。

　そして彼女は、

「……そっか」

　雫しずくを一滴こぼすように、そうつぶやく。

「そうだよね……それでいいんだよね」

　落とされた視線。大きく開いた目。

　けれど、その表情は──苦悩しているようでもショックを受けているようでもなく。

　むしろ、小さくほほえんでいるようにも見える。

　そんな彼女に──なぜだろう。

　僕は、とてつもない胸騒ぎを覚えた。

　今、僕の目の前で──春はる珂かが大きく変わっているような。

　これまでとは、別の彼女に生まれ変わっているような、そんな予感──。

「ど、どうしたんだよ……」

　かすれた声で尋ねると──春はる珂かはゆるゆると顔を上げ、

「……矢や野のくん」

　そう言って、にこりと笑ってみせた。

　そして、

「ごめんごめん！　ちょっと、色々考えてて……。それで、あの……日記、今矢や野のくん持ってるよね？　わたしたちの交換日記」

「ああ、うん……」

　確かに、あのノートは今僕が持っている。

　もうずいぶんと年季の入ってきた、僕ら三人のノート。

　言われるがままに鞄かばんを開け、僕はその中から日記帳を取り出した。





＊






　──矢や野のくんから日記を受け取って。

　一番新しいページを開きながらも──わくわくが止まらない。

　伊い津つ佳かちゃんは、悩んでいたわたしに答えをくれた。




「大事だよ、自分の気持ちは」




　その言葉が──わたしの全てを変えた。

　もしかしたら、わたしとあの子は似ていたのかもしれないと思う。

　周りの気持ちを推し量って。できるだけ、それに応えようとして。

　そしてどこかで、自分自身を押し殺そうとした。

　けれど──そんなあの子でも。

　伊い津つ佳かちゃんでも、自分の気持ちを大切にしている──。

　──わたしに必要だったのは、その事実だったんだ。

　きっと、誰にとっても当たり前で、口にするまでもない大前提。

　それでも──わたし一人では、到底見つけられなかった言葉。

　憑つき物ものが取れた、ってこういうことを言うんだろう。

　身体からだが軽い。

　比喩なんかじゃなくて、本当に、踊り出しそうなほどに身体からだが軽く感じる。

　今のわたしなら、校舎を飛び出して東京湾に出て太平洋を越えて砂漠を通り越して山脈を見下ろして、身体中に風を集めて地球をぐるっと一回りして、これまでで一番の笑顔でただいまってここに戻って来られる気がした。

　あの子がそう言うなら、わたしのこの気持ちも許される。

　誰が否定しようとも、わたしはそれを肯定できる。

　なら。

　わたしはもう──わたしを隠さない。

　わたしは、わたしの願いのために、残りの時間を使おうと思う。




　だから──。

　わたしはノートの新しいページに。

　まずはこう書いた。




　──ごめんね秋あき玻は。




　そして──次のページ。

　なにも書かれていない、真っ白な見開き。

　わたしはそこに──秋あき玻はと、矢や野のくんに伝えたいことを。

　世界中に宣言したいことを──大きく書き記す。

　ペンを走らせながら笑みが浮かぶのを抑えきれない。

　期待と不安に、心臓が今にも破裂しそうだ。

　わたしは、思い浮かべる──、




　──矢や野の君これを見たら、どんな顔をするだろう。




　＊




「──矢や野のくん！」

　なにかを書き終えた春はる珂かが──弾はじけるような、ちょっと意地悪な笑みをこちらに向ける。

　そして彼女は、軽やかに踊るようにこちらに向き直った。

　開いた窓から吹き込む風に、髪がなびく。

　スカートがふわりと広がって、白いふとももが露あらわになる。

　まるで「春」そのものがそこに現れたように──空気を孕はらんで春はる珂かが笑う。

　そして──その手にはノートが。ページの開かれたノートがあって。

「──見て！」

　幼い子供のように、無邪気に言う春はる珂か。

　彼女の手の中。

　ノートの開かれたページには、こう書かれていた。
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　──心臓が、一拍激しく跳躍する。

　汗ばんでいた身体からだから、すっと熱が遠ざかる。

　そして、その言葉を前に立ち尽くす僕に、




「──矢や野のくんが好きなの！」




　ノートから顔を覗のぞかせるようにして、春はる珂かがほほえんだ。

「ずっと前から、わたしは矢や野のくんが好き！　隠してたけど、大好きなの！」





＊






「──ねえ、好き！　大好き！」

　口からそう出すほどに、身体からだが軽くなっていく。

　怖いものなんて、もうなにもない。

　気持ちを伝える。

　好きな人に、好きだという。

　そんなありふれた快感に──わたしの身体からだはどんどん熱くなっていく。

　そしてわたしは彼に。

　好きで好きでどうしようもない矢や野のくんに要求する。

「ねえ」




「──わたしと付き合って！」




　この言葉が意味することは、よくわかっている。

　矢や野のくんは、秋あき玻はの彼氏で。

　この言葉は、秋あき玻はへの裏切りなのかもしれない。




　けれどもう──隠すのなんてやめた！




　だって、ねえ。

　秋あき玻はだって──わたしのこの気持ち、気づいてたでしょう？




　そう──わたしの願いは、彼を振り向かせること。

　いつかわたしが消えてしまう、それまでに──彼を、わたしに夢中にさせたい。




　──勝ち目のない戦いだって、笑われるかもしれない。

　わたしだって、簡単に望みが叶かなうとは思わない。

　けれど──、

「……」

　──わたしの言葉に、目を見開いている矢や野のくん。

　彼のその動揺に。

　揺らぐ瞳と、ぽかんと開いた口に。




　わたしは──確かな勝機を、見いだしたのです。
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